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恋人たちのホワイトデー








１




　夜の十時を回り、病院のロビーはしんと静まり返っている。もう見舞い客も帰り、時折白衣姿の医師やナースが足早に通り過ぎて行くだけだ。急患室の辺りは少しざわついているが、比較的落ち着いた春の夜であった。


　江森五月はブリーフケースを抱え直すと、玄関に向かって歩きながら腕時計を確かめる。大きな茶色がかった眼を伏せ、ほっと溜め息をついた。１８５㎝という大柄な身体は、今夜は心なしか背中も丸く、しょぼくれて縮んでいる。いつも微笑んでいる少年のような無邪気な表情も、暗く影がさしているようだ。


　が、疲れているのではない。この体力アーンド精力バツグンの男に、疲労というふた文字は無縁である。原因は別のところにあった。


（やれやれ……今日もも遅くなっちゃった……また買いにいけなかったなァ……）


　会社の女の子から貰ったチョコのお返しは、なんとかコンビニでクッキーを買い揃えたが、大本命の同棲しているアツアツの恋人には、特別のものを贈ろうと思っている。もうそりゃ、


（浩司さんが、ぜったい喜ぶもんじゃなきゃ！）


　二月十四日、バレンタインに江森は本命後用達の高級チョコを柴田から貰った。感激のあまり江森は張り切り過ぎて鼻血を出し、大騒ぎになった。


　そのあとも色々あって、柴田の機嫌を損ねてしまったので、ホワイトデーは名誉挽回のチャンスと、じっくりプレゼントを選ぶつもりでいた。


　ところがこの１ヶ月、とてもその暇がなかった。僅かな暇は柴田とべったりくっついていたので、当然内緒のプレゼントなど買えない。


「あーもー、なにがいいだろ……あまり高いものを選ぶと、浩司さん、無駄使いするなって怒るし……」


　だいたい金持ちの医者へのプレゼントなど、何にしたらいいか、判らない。新しいコロンを、とも考えたが、柴田はコロンを変えるとナース達にからかわれるので嫌がる。それはいつも濃厚にした次の日は江森のコロンの映り香をごまかすため、きつめの香りをつけることを見抜かれているせいなのだが、本人は気づいていない。


「ネクタイじゃ、平凡だしな……」


　ボーッと歩いていると、エレベーターの扉が開いて、人影が出て来た。


「わッ」


　もう少しでぶつかりそうになり、大声を出すと、


「あら、江森さん」


　人影は３病棟の近藤ナース長であった。深夜勤であったが、少し早目に出て、勤務表を作ろうと思っていたのである。


「どうされたんです、ボーッとして」


　近藤ナース長は三病棟の「柴田ファンクラブ」会長だ。偶然、バレンタインの江森の失態を目撃していたので、密かに介入の機会を狙っていたところだった。今もやや落胆の色を見せている江森の表情を捉え、ミステリーマニアの名目躍如と推理を巡らせた。


「何か、お困りですか？」


「い、いえ……」


　江森はドギマギしてしまう。いくら二人のことを知られているとはいえ、まさかプレゼントを何にしようか迷っているなどとは言えない。


　キョトキョトと大きな眼を動かしている江森を、近藤ナース長はじっと見詰める。さりげなく「江森さん、ホワイトデーの用意はお済みですか？」と尋ねた。


「ええッ」


「ほら、名誉挽回のチャンスですよ、やっぱり特別のものを贈らなきゃね、ホワイトデーは」


「あ………」


「もう何を贈るか決めましたか？」


「………」


　江森はしゅんとして俯いてしまう。


「まだなんですね？」


「……ええ」


　江森がまるで青菜に塩といった具合にしおれてしまうので、近藤ナース長は「フムム」と唸り、腕を組んだ。


「江森さん、ついてらっしゃい」


「ええ？」


「私にいいアイディアがあります」


　近藤ナース長は江森とともに３病棟へ上がると、ナースステーションの休憩室へと招き入れた。


「そこにお座りなさい」


　でかい江森が身を屈めて椅子に腰掛けると、近藤はごそごそと戸棚から雑誌を取り出した。テーブルの上に広げる。


「ええッ」


　分厚い大判の雑誌の表紙から、豊満な白人女性がセクシーな下着姿でこちらに微笑みかけていた。


「ポ、ポルノですか？」


　眼を丸くする江森に、近藤は呆れ声を出す。


「セクシー下着の通販ですよ」


「ええーッ」


　近藤ナース長がセクシー下着を……江森は頭の中がぐるぐると回り始めた。


　近藤ははフフンと鼻を鳴らすと「私が注文するんじゃありません。私の名前で、若い子達が申し込むんですよ」と言った。


　パラパラとページをめくり、後ろの方を開ける。


「会社の女の子に贈ったらセクハラもんですけど、同棲中の恋人にならかまわないでしょう。それに、ネクタイよりよっぽど気がきいてますよ？」


　そう言われればその通りだ。自分だって、さっきネクタイじゃああんまりって、思った……が。


「でも、女性ものなんか贈ったら、怒られちゃいますよォ」


　近藤はプッと吹き出した。


「違いますよ、プレゼント用男性下着ってのも載ってます」


　開けられたページには、成る程、肉体派の男性モデルがあらわな下着１枚でポーズをとっている。


「どうです？　革なんかセクシーですよ？」


　股間のあの部分のみを覆う、面積最小バチカン市国のような下着だ。つやつやした革で出来ていて、サイドはひもである。ご丁寧にも後ろからの写真も載っていて、ひも１本が真ん中の割れ目に食い込んでいる。


「こっちはどうです？　メッシュですよ？」


　次のページでは、メッシュの下着をはいた男性の股間が大写しになっている。超ハイレグからセミビキニタイプとよりどりみどりで、メッシュの部分からはぼんやりとあの部分が透けて見える。どのイチモツも、ばっちり体積を増した状態でいることが分かった。


　もともと江森は柴田に出会うまでは、まったくのノンケである。男のアレを見て興奮するたちではない。が……柴田が、これをつけてベッドに横たわっていたら……普段から柴田は、来て来てフェロモン垂れ流しなのに……この紫のメッシュの下着をつけ、細い切れ長の眼に艶をたたえ、華奢な顎をツンと上向けて、こちらを見上げている所を想像してみる。無論、ポーズは『裸のマヤ』だ。


「す、すっごーい」


　江森はまた鼻血が出そうだ。


　頬を紅潮させ、食い入るように見ている江森に近藤は満足した。


（やはりね……つまらないネクタイでも買う所でしたね）


「江森さん、柴田センセは毛深い方ですか？」


「え？」


「毛は濃いですか？」


　突然の質問に深く考えている暇も無く、「イエッ」と江森は答えてしまった。


「すごく、薄いですッ、あっ、全然ないって程じゃなけどッ」


（ほほぅ……柴田センセは薄いんですね）


　納得して近藤ナース長は頷く。


（腕もすべすべですからねー、センセは）


　パープル系の下着のページを出してやった。


「ブルネットの濃い毛には合いませんが、薄い場合はこういう色がセクシーですよ？」


　確かにモデルはブロンドの男性だ。しかもかなり露出度の高いデザインで、あの部分をメッシュの袋状の布がくるんでおり、サイドは細いひもだ。紫色のメッシュから、うっすら透けて見えるアレは、ひどく淫らだ……。


「こッ、これ、いいですねッ」


　口を大きくポカンと開け、よだれを垂らしそうなので、近藤は「江森さん、口、口」と言ってやる。


「あ……」


　焦って口を閉じる江森に、近藤ナース長は再び「江森さん、サイズは？」と尋ねる。


「こんくらいですッ」


　二本の人差し指を目の前で立てるので、「そっちじゃありませんよ」とナース長は呆れた。


「ＭかＬかってことです。まぁ、柴田センセは腰が細いからＳですかね」


　言いながら、しっかり広げた指の距離を脳細胞に記憶した近藤であった。


　ナース長は更に「それから、革製のも１、２点、どうですか？　豹柄なんかワイルドですよ？」とページをめくる。


「ひょうがら？」


　黄色に黒の斑点模様は、江森のお気に召さない。しかし隣のアーミー色が目に留まった。


「こっちがいいです」


「迷彩色の奴ですね？　これもなかなかワイルドですね」


　ついでにもう１点、ピカピカの黒も選んでしまった。黒のビキニはよく柴田も履いているが、艶のある革はまたセクシー度２００％アップである。


　ちょっとガーターベルトも欲しいかな、と一瞬思ったが、今回は我慢した。


「そのうち、鞭とか欲しくなっちゃうかもしれませんね」


　フッフッフと近藤は笑いをかみ殺しながら、申し込み書に商品番号を書き入れる。


「ファックスで送っときますから、ホワイトデーには間に合いますよ。またナースステーションに取りにいらっしゃい」


「ありがとうございますッ」


　眼を輝かせて深々とお辞儀をするので、近藤ナース長は、楽しくてたまらない。


（まぁ……この子たちったら、もう生きる喜びですね……）








　同じ頃、東京を遠く離れた信州の空の下、眉をひそめ、Ｅメールを読む男がいた。


　桜井（さくらい）真人（まさと）、『ホテルリゾートイン信州』のＧ　　　Ｍ（ジェネラルマネージャー）、四十二歳バツイチ独身。


　制服であるいつものタキシードにウィングカラーの喉元を蝶ネクタイで飾り、１８０㎝を越える大柄な身体をピシリと伸ばし、フロントカウンターについていた。通りかかる客に太い眉を挙げて暖かい人好きのする笑顔をふりまいているが、人足が途絶えるとすぐ、先程アシスタントマネージャーからもたらされたＥメールに眼をやる。


　さきほどちらりと見た瞬間、「audit（監査）」という単語が目に入り、どきりとした。「リゾートイン」ホテルチェーンは、フランチャイズシステムながら、アメリカはアトランタに本社があり、時折、本社の役員の監査を受ける。この「リゾートイン信州」も昨年の夏、オープンして一年目に監査を受けたばかりである。ほぼ合格という、お墨付きを貰ったが、一つ、大きな失策があった……その為、１年もしないうちに再監査なのかと、急いで文章をたどる。すると、どうもそうでもなかった。「名古屋と東京のホテルに監査に行くが、私用で会いたい。至急連絡を乞う」といった内容である。末尾の名前は見慣れたものだった。


「あいつか……」


　短く切り揃え、サイドに撫でつけた髪の中に太い指を入れる。そのままこめかみから長い揉み上げの根元辺りを摩った。


「……まいったな」


　暫くそうしていたが、「失礼、あとを頼むよ」とアシスタントマネージャーに声をかけ、桜井はフロントを離れた。広々としたロビーを横切り、職員専用のエレベーターを目指す。歩きながら満足げに見回した。


　この「リゾートイン信州」は、七年前から桜井が設計の段階でＧＭ就任の話を持ちかけられ、自分のキャリアをすべて注ぎ込んで作り上げたものだ。


　桜井は高校を卒業してホテル専門学校に入学し、そこからスイスのホテル大学へ留学した。首席で卒業し、アメリカへ渡ってニューヨーク州立大学で経営学修士号(MBA)を取得した後、「リゾートイン」ホテルチェーンに就職した。何年かの修行ののち、日本に派遣され各地を渡り歩き、経営不振のホテルを何件も立て直すという辣腕を発揮していた所、ＧＭの口がかかったのである。


　フランチャイズシステムとはいえ、一から自分で作り上げた最初のホテルだった。アシスタントマネージャーから客室係まで、自分の満足のいく人材を揃えたのだ。


　天井の高いアトリウムになっているメインロビーも、自分の好みである。ロンドン郊外のキューガーデンの温室をイメージして造ったもので、細い竜骨状の梁がガラスの丸天井を支えている。夏は上部を開口し、自然の風が吹き抜ける設計だ。冬には温泉から引いた湯が梁の中を通り、積雪を防ぐ構造になっている。夏の蛍の飛び交う夜も冬の吹雪の幻想的な風景も客には好評で、ラウンジのカフェバーはいつも満員である。


　今夜もボーイ達は忙しくカクテルやコーヒーをテーブルの客に運んでいる。真ん中に設けられたステージでは、エメラルドグリーンのロングドレスを纏った長い髪の女性が、ワンショルダーの細い腕でハープをつま弾いている。照明は落とされていたが、そこここにおかれたフラワーアレンジメントにはスポットがあてられていた。


　自慢のホテルではあったが、完成してしまうと男というものは別の目標が欲しくなるのだと、桜井は思う……恋い焦がれた相手が手に入るまでは楽しいが、いったん手に入れてしまうと別な人間に眼が移るように。


　今、桜井の眼に映る者は、一人の男だった。


　その男は去年の夏、客として突然桜井の前に現れた。男の名前は柴田浩司、医者である。初めて見た時、１７０㎝程の小柄で痩せた体格で黒いつややかな髪を七三に分け、すらりと長い手足をしていた。顔は女性のような繊細な造りで、顎は小さく、唇も薄い。だが細い眉はきりりとして、その下の切れ長の眼は理知的で、どんな事態にもあわてない冷静さと有能さを秘めていた。適切な救命処置で、窒息しかけていた男の命を救ったと聞いていたので、成る程と思った。


　しかし、その数時間後に夜更けのプールサイドで桜井は、大柄な江森という連れの男に抱かれる全裸の柴田を目撃した……。


　柴田は淫らな腰つきで江森の手を促し、あの冷たいとも思える切れ長の眼に涙を滲ませ、男のモノで貫かれることを懇願していた。


　ストレートと信じていた自分の性癖が、根底から覆った。その日から桜井は柴田の身体に欲情するようになったのである。


　上階に設けられた執務室に引き取ると、革張りのデスクに置かれた世界時計でアトランタの時刻を確かめる。あの男もワーコホリックだから、朝八時なら既に出社しているだろう。コレクトコールをかけた。


「Hey、真人か！」


　案の定、明るいバスバリトンの声が受話器から響く。


「こちら、桜井真人ですが、ご用件をお話し下さい」


「堅苦しい言い方はやめてくれ、私用だ」


　一年前、監査にやってきたその男はデニス・キャンベルといい、桜井が本社にいた頃、一緒の職場ではなかったが、桜井の妻ヴァニアを秘書にしていた。


　一時桜井はヴァニアとデニスが親密なのではと疑ったことがあったが、その時デニスは「自分はバリバリのゲイで、女には全く興味がない」と言った。


　ヴァニアも安全な男として友達付き合いをしていたのだった。事実その通りで、デニスはしょっちゅうパートナーを変えてはいたが、相手はすべて男だった……。


「先週、ヴァニアに会ったが、元気だったぞ」


　離婚後、ヴァニアは息子と一緒にアトランタに住み、主にアトランタの日系企業を相手に、プログラミングの仕事を在宅で請け負っている。デニスも昔のよしみで小さな仕事を回しているのだった。


「ヴァニアにはもう新しい恋人がいるんだな、知ってたか？」


「知ってる」


　桜井はブスッと答える。別れた妻が新しい相手を見つけるのは不愉快ではなかった。元妻が幸福であれば自分の罪は軽くなったような気がする。そして息子がよい父を得ればなお。


　だが何もデニスに言われる筋合いはない。桜井はむっとして電話を睨みつけた。


「で？」


「ドミニカ出身の野球選手だそうだ、随分変わってるな」


「そうか？　そんなことはないだろう」


　野球選手といってもマイナーの３Ａと聞いていた。シーズン以外は家にいるというのは、彼女にとって大事なことに違いない。


（自分は殆ど家にいなかったからな）


　別れた夫と違うタイプの男を選ぶのは、ヴァニアが聡明な証拠なのだ。


「それより用件を早く話してくれ」


　電話を切ったあと、桜井はアームチェアに深々と身を沈め、やれやれといった風で天井を仰いだ。


　デニスの用件とは、早い話、去年の夏自分を救った男に会って礼を言いたいので、アポイントメントを取れというものだった。


　監査の時に桜井が犯した失態とはそのことだった。


　デニスともう一人の役員が監査を終え、帰国する前日にホテル内のレストランを訪れた。そこで食べたソバのせいで、デニスはアレルギーから呼吸困難に陥った。居合わせて命を救ったのが柴田だったのである。


　アレルギーは仕方ないにせよ、このグローバリゼーションの時代、アレルギーを起こす可能性について英語での説明書きを添えていなかったのは、確かに桜井の失策だ。弁解の余地はなかった。が、デニスはそのことは本社の報告書には省いた。桜井は借りを作ったのである。先程の電話でそれとなく持ち出され、桜井はＯＫしないわけにはいかなかった。


「皆で東京のホテルで、会食をしよう」


　デニスは言っていた。それはそれで、桜井も嬉しかった。


　ついこの間、柴田達Ｊ医大第２外科の医局旅行にこのホテルを利用してもらった。その際、桜井は柴田とスキーをたっぷり楽しんだ。


　スキー客が急性硬膜外血腫で重症を負うというアクシデントに巻き込まれはしたが、柴田がまた有能ぶりを発揮して、事なきを得た。疲れ果てた柴田が桜井の胸の中で眠ってしまうという、楽しいオマケもあった。


　最後に柴田に会ってから、まだ二ヶ月たっていない。これでまた会う大義名分が出来たわけで、個人的には歓迎すべきことだった。だが一抹の不安がある。


　それは無論、デニスがバリバリのハードゲイであることだった。


「Hey,あのpussy catに会いたいんだ」


　デニスは助平そうな声を出していた。


「pussy cat？　彼は立派なドクターだぜ？」


　自分も内心「コネコちゃん」と呼んでいるのを棚に上げ、非難する。


「そんなことはわかってるさ」


　デニスは浮き浮きと話し続ける。


「Japanese boyはホント、若く見えるよな。彼はゲイだろ？　すぐ判ったぜ」


　断言するので桜井も否定出来ない。ゲイ同士というのはそういうことには敏感なようだった。桜井はストレートなので、デニスもまったく意に介さない。


「お前がゲイなら、orgyに誘うんだが」


　昨年の夏、デニスは同行したもう一人の役員を紹介しながら言った。新しいパートナーで、珍しく一年以上続いているのだと言う。


　アメリカのハードゲイのことはどうも桜井には理解不能で、二人は「たまには刺激がなくっちゃな、セックスもマンネリになっちまう」と言う。


　デニスは１９０㎝以上もある大柄な男で、ハニーブロンドを海兵隊員のように短く刈り上げ、ごつい角張った顎にがっしりした鼻だ。薄い眉の下の小さなグリーンの眼は無邪気なアメリカ人といった風で、ハイスクールから軍に入隊し、そこから大学へ進んでいろいろな資格を取った苦労人だった。その点、叩き上げの桜井とは気が合った。


　性格は明るく真面目で、除隊はしたがまだ予備役でいる。


　デニスの現在のパートナーはナサニエル・マッケンジーといって、典型的ＷＡＳＰだった。茶色がかったブロンド彫りの深い顔立ち、鷲の嘴のように尖った鼻で、濃いブルーアイだ。背は桜井より少し低いが、スラリと痩せ形でモデルのようだ。風貌からはクールで繊細とも思えるが、そばで二人のやりとりを聞いていると、ナサニエルの方が大胆でおおざっぱのようだった。やはりデニスは軍の経験が長く、几帳面で細かいのだ。今にして思えば、


（一年以上、続いているってのは、そういうことかもな）


　桜井は考えた。細かい神経質な男が二人一緒にいたら長くはもたないかもしれない。


（柴田先生と、あの江森君もな……）


　明るくて少しボーッとしているが優しい江森は、神経質でネクラな柴田のいわば補色になっているようだった。


（自分にはないものに魅かれるって、ありだからな）


　桜井は江森のことをそれなりに評価していたが、柴田を独占させておくつもりはない。あの細い腰に自分のモノを入れたいと思っている。とはいえ、柴田を傷つけたくはなかった。アメリカのハードゲイ男に柴田を紹介するなんて、ピューマの檻にバンビを追い込むようなものだ。


　しかしなんぼなんでも、合意を取らずにことに及ぶなんてことはないだろう……それに、いざという時には自分がそばで守ってやれば、漁夫の利ということがあるかもしれない。


　……ほらほら、良くあるじゃないか、チンピラにからまれた女を救ってやって、惚れられるってことが……まあ、デニスのことはなんとかなるだろう……。


　桜井はカレンダーと自分の予定表を見比べだす。明日にでも、柴田に連絡をとろうと思った。




２




　３病棟のナースステーションで桜井から夕食を共にしようという申し出を受けた柴田は、いささか困惑していた。


　普段、外部からの電話は医局で受けてもあまり仕事中の病棟などへは回されない。桜井は数日前から何度も電話を入れていたが、忙しい柴田にまるで連絡が取れず、困っていた。今日は医局長の大月が偶然、医局で受けたため、気を利かせて取り次いでくれたのだった。


　大月はスキー旅行以来、桜井のホテルを気に入り、何度か利用していた。スキーもゴルフも抜群の腕前の桜井とは意気投合しており、桜井が至急柴田と連絡を取りたいというので、自ら病棟やオペ部に電話をかけまくり、柴田を捕まえたのである。


　柴田は受話器を置くと、少し考え込む。


　確かに今日の土曜日、自分はフリーだ……江森は休日出勤で、夜八時過ぎになると言っていた……。


　夏、信州のホテルで柴田に命を救ってもらった男が、どうしても会って直接礼を言いたがっていると言われると、断り切れなかった。


　あの時、いくら緊急とはいえ、窒息しかけている男の気管に空気を送るため、柴田は太い針を何本も喉に刺した。当然気管内挿管しなければいけない状況で、柴田のとった行動は挿管の装備がその場に見あたらなかったための手荒で緊急避難的な手段だ。そのことについて柴田自身も謝りたいという気持ちがあった。


（いいや……あんまり遅くならなければ……）


　柴田は書き付けたメモ用紙に目を落とす。桜井はウォーターフロントにあるホテルを指定して来た。桜井の努めるホテルチェーンの１つである。


（ここなら……）


　今日、江森は千葉の国際展示場に出張している。食事が終わったら、このホテルで落ち合うのはどうだろう。昨夜、江森も「たまにはどっかホテルのバーでお酒でも飲まない？」と言っていたっけ。


　決心すると、ナースステーションを出、公衆電話へ行って江森の携帯電話の番号を打ち込む。しかしつながらない。


（おかしいな……）


　千葉ならエリア外ということはないはずだ。


　そのあとも仕事の合間に何度かかけてみたが、やはりつながらない。


（困った……）


　自宅の留守録に入れておこうと思いつき、再び公衆電話に向かうと、ナースが気づいて「江森さんにですか？」とくすくす笑う。真っ赤になって俯いていると、更に「さっきからかけてらっしゃるけど、繋がんないんですか？」とたたみかける。


「う……」


　どうもこの所、３病棟のナース達はミステリーマニアのナース長の影響か、妙に勘が働くのだ。何か言えばさらに突っ込まれるだけなので、固まっていると、「江森さん、どこにいらっしゃるんですか？」と尋ねてきた。


「……まくはり」


「あー、それじゃ、かかりにくいの、当たり前ですよォ」


　鈴木というそのナースは得意げに説明する。


「今日は大きなイベントがあるから、きっと参加者がかけまくって混んでるんですよ」


「……へェ……良く知ってますね」


「そりゃもー、まかせてくださいよォ」


　鈴木はオタクで、幕張や有明ビッグサイトで開催される同人誌即売会にはかかさず参加しており、その手の情報通であった。今日、幕張でその手のイベントがあることは知っている。


「ちょっと待ってて下さいね！」


　鈴木はナースステーションに飛び込み、近藤ナース長に耳打ちしている。


「う……」


　まずいことになった……が、もう遅い。


　近藤ナース長はニコニコしながら机を離れ「柴田センセ！」と呼び寄せた。


「江森さん、今日ここへ来ることになってますよ」


「え？」


　無論、注文していたセクシー下着を受け取りに来るのだが、そのことは柴田に内緒になっているので、近藤は「ちょっと仕事で」とごまかしてやる。


「何か、お言付けでしたら受けたまわりますよ？」


「う……」


　江森とのことはバレバレなのだ。今更隠してもよけい妄想をかきたてるだけと、柴田はメモ用紙に数行、書き加えると、「これ……お願いします」と渡す。


「桜井ってひとと、夕食とるんで……そこに迎えに来て欲しいって、言って下さい」


「はい」


　近藤はにっこりてメモを受け取りながら、


（桜井？）


　思考を巡らす。


（誰かしら……ライバル登場ですかね？）


　知らず知らずにんまりしてしまう。新たな展開に期待で胸が躍った。








　桜井は七時前に、ホテルのフロントに顔を出した。


「桜井さん、お久しぶり！」


　フロントカウンターについていたアシスタントマネージャーは五歳年下で、桜井も良く知っている、太田という男である。小柄で頭はかなり薄く温和な顔立ちで齢より上に見え、責任者といった風貌なので、こういった客商売には重宝していた。


　ホテルは七年前、ウォーターフロントの再開発に伴って進出したもので、ベイエリアのテーマパークに近いこともあって、ビジネスマンとファミリー客の半々である。『リゾートイン』チェーンでは収益優良ホテルの一つだ。


　ロビーはビジネスホテル風にやや殺風景であったが、モダンな都会的インテリアで統一が取れている。絨毯が敷かれた一画は大きなアームチェアやラブソファがそこここに置かれ、カフェテリアとして利用されており、フロントの前辺りは大理石のシャープなフィギュアのベンチに、モノトーンのクッションが乗っていた。


「今日は珍しいですね」


　黒服を見慣れている太田は、英国風のツィードの三つ揃いスーツでピシリと決めている桜井を珍しそうに眺める。この敏腕ＧＭの下で一度働きたいものだと太田は思っていた。


「部屋、取ってくれた？」


「無論ですよ。ＶＩＰルームです」


　急な申し出だったが、桜井の頼みでは断れない。しかも接待の相手が本社の役員とあっては……出張中のこのホテルのＧＭからも、くれぐれも粗相の無いようと念入りに言われていたのだ。最上階のプレジデンシャルスイートを用意していた。


「本社のお二人は？　まだですか？」


　太田は声を潜めて、桜井に尋ねる。


「うちの若いのが、浅草観光に連れてってる。そろそろここで、落ち合うはずだが」


　左手のジラール・ペルゴーをさりげなく見るので、また太田は憧れの眼差しを向けた。


　これが噂に聞いている、ホテル大学首席卒業の証しの腕時計なのだ。


「ラウンジでお待ちになったら」


　太田は恭しく桜井をソファに案内し、ボーイに水割りをオーダーする。


　しばらく桜井がグラスを傾けながら客達を観察していると、英語の怒鳴り声が回転ドアから聞こえて来た。


「Hey!　日本人サイズだな、このドアは！　狭っくるしいったらありゃしない！」


「デニス、お前、持ってる袋がひっかかってるんだよ！」


　桜井が目を向けると、案の定大柄な白人の男が二人、じゃれあいながら扉を押してロビーに入って来た。


　上背のある方、デニスは地味なブルーグレイのビジネススーツだが、インナーは派手なロンドンストライプのクレリックシャツだ。細かいブルーストライプにホワイトの襟が映え、更に大胆なオレンジの花柄タイを締めている。前をだらしなく開け、タイも緩んでいるので、桜井はオヤと思った。いくら五時過のオフタイムでも、軍人あがりのデニスは決してオフィシャルな場では着崩さないのだ。


　それと反対に、パートナーのナサニエルという男の方は、モスグリーンのマオカラーのカジュアルなスーツを粋に着崩している。ほっそりした体格なので、パリコレのモデルのようだ。デニスの腕を取って何やら囁くと、デニスは大声で無作法に笑う。続いて小柄な男が両手に大きな紙袋を抱え、よろよろ入って来た。桜井の部下で、二人の案内につけた男だ。


「マサト！」


　デニスが桜井に気づき、大きな手をあげて、隊列の先頭を切ってやってくる。桜井の前のラブソファにでんと腰を下ろすと「アサクサ見物は楽しかったぞ、センソーテンプルはベトナムの寺に似てるな、派手で」と大声で言った。


「どうもキョウトのワビサビは、俺たちアメリカ人には理解できんよ。その点、アサクサはこないだ行った、ホーチミンシティみたいに賑やかで、気に入ったぞ」


　あとからナサニエルが追いついて、隣に腰掛け、優雅に足を組んだ。


「ベトナムへ行ったんですか？」


　桜井は尋ねる。


「開放政策（ドイモイ）ってヤツだ。アメリカのホテルチェーンの進出の話があってな。先月、視察に行ってきたんだ」


　デニスは桜井の部下から袋を受け取ると、ごそごそ中を探り始める。


「ほら、テンプルの前のショッピングモールの、ナカミセ、あそこもキッチュで面白い。珍しいものを沢山売ってるんだな」


　大きな天狗の面を取り出した。


「いい土産になるよ、これ」


　にやりと助平そうに笑った。


「このlong noseはpenisの象徴だそうじゃないか。『ハリカタ』に使うと店のオヤジが教えてくれた」


　長く伸びた赤い鼻を両手で掴む。


「確かに、この太さも長さもpenisそのものだ、俺のには劣るがな」


　英語だったから良かったようなもの、桜井は椅子から飛び上がりそうになった。


「デニス！　お前……まさか……」


　デニスは近くに立っていたウェイターを指を鳴らして呼び寄せると「ウィスキー、ダブルで」と注文する。桜井は顔が強ばるのを感じた。


「酒……飲んだのか……」


　全身から血の気が引きそうになった。デニスに酒はタブーなのだ。


　普段真面目なデニスは、酒が入ると途端に猛烈に卑猥なことを言い始める。しかもどうにも止められないのだ。乱暴になるわけでも、正体を無くすほどベロベロになるわけでもないのだが、そのボキャブラリーは海兵隊で仕込まれただけあって、すさまじい。桜井はデニスの秘書だったヴァニアからそのことを知らされていた。


　本人もそれは十分承知していて、自分の家の気の置けない友人の前でしか、決して飲まないようにしているのに。


「君！」


　部下を睨んだ。


「どこかで酒を飲ませたのか！」


「ええ、浅草と言えば、神谷バーですから……そこで電気ブランを……」


　創業は明治時代という有名なバーで、浅草見物では外せないスポットだ。気を利かせてそこへ連れていったのは無理もない。部下に注意をしておかなかった自分が悪かった。


（それにしても……）


　今度はニヤニヤとデニスを見ているナサニエルを睨んだ。


「あなたがついていながら、困りますね！」


「いいじゃないか、もうオフだし、あとはホテルの部屋で食事をするだけだ。それに英語だから分かりはしないよ」


　その間もデニスはfour letter word（卑　猥　な　言　葉）を連発している。天狗の面を股間に当てた。桜井は必死で面を取り上げ、袋にほうり込む。が、デニスは上機嫌で、


「マサト、festivalの時はぜひ、よんでくれよ、ポスターを見たぞ？」


　ダブルのグラスをあっと言う間に飲み干すと、続ける。


「キュートなJapanese boyが裸で群がるなんて、その真ん中に入りたいよ。俺のcockは勃ちっぱなしで、３回はイッちまいそうだ」


　デニスの言っているのは『三社祭』のことであった。


　桜井はぐっと拳を握って堪える。いくら英語のスラングでも、セックスについての話だというのは雰囲気で分かる。外の客の注目を集め始めていた。


　当たりを見回し「部屋へ行きましょう」と促すが、デニスは「あのyoung docterはまだか？」とソファから立とうとしない。


「pussy catとじゃなきゃ、ベッドには入らないからな」


　そうこうしているうち、回転ドアから小柄な細い男がドアボーイに導かれ、姿を現した。金ボタンのついたネイビーブルーのブレザーにレンガ色のカシミヤのセーターを合わせ、やはりブルーのスラックスを履いている。


「柴田先生！」


　桜井は急いで席を離れ、出迎えた。


「おい、ハイスクールのcherry boy（童貞）といっても通るな」


　デニスは嬉しそうな声を上げる。脇のナサニエルも舌なめずりをした。


「お前があのちっちゃな尻に、ぶち込む所を見たいもんだ……」


　ナサニエルは些か変態のケがあるのだった。


　桜井は一抹の不安を胸に抱きながらも、柴田に再会できた喜びは隠せない。少し見ない間に柴田はさらに美しさを増し、色っぽくなっていた。


　細い肩をしっかり両手で抱き、顔を覗き込む。


「急なお願いをきいていただいて、申し訳ありません」


「いえ……俺もあのひとに謝りたいことがあって」


「え？　謝る？」


　二人の元に近づいたデニスに、柴田は手を差し出す。


「再会出来て、嬉しい、ドクター」


　デニスは大きな両手で、柴田の手を包んだ。


「このちっちゃなお手手で、俺の命を救ってくれたんだな」


　指で掌や甲を摩るので、柴田は困った顔になった。


（………？　何だ？　このひと……）


　無論、デニスがハードゲイ男で自分を狙っているなど、トロイ柴田に分かる筈もないのだ。真面目な顔でデニスを見上げる。


「あの……お会いして謝りたいと思っていました。緊急とはいえ、あなたの喉に、針を刺すなんて、乱暴なことをしてしまって。申し訳ない」


「とんでもない！」


　デニスはニコニコしながら、まだ手を握っている。


「君のかわいいアレで、俺のノド奥（ディープスロート）をちょんちょんつついて貰いたいよ」


「は？」


「細くて、針みたいにとんがってそうだね、君のdickは？」


「え？」


「あ、全然気にしてないって言ってるんですよ」


　桜井は慌てて口を挟む。間に身体をねじ込み、手を放させた。


「デニスは南部訛りで、スラングを多用するものから」


　冷や汗をかきながら、柴田に言い訳すると、反対を向いて睨みつける。


「とにかく、すぐ部屋へ行きましょう！」


「いいねー、他人の目を気にせず、ゆっくり楽しもう」


　デニスは助平そうに唇を舐める。


「Oh, my, god……」


「は？」


「いや、何でもありません、柴田先生」


　自分やサーブする給仕の前で、まさか無礼をはたらくことはあるまいと、桜井は必死で自分を安心させるのだった。








　ＶＩＰルームのプレジデンシャルスイートはオーソドックスなヨーロッパスタイルのインテリアで、広い客間にはペルシャ絨毯が敷き詰められ、壁には金色の額縁に十九世紀の風景画が飾られている。


　床から天井まで開口した窓からは東京湾が一望でき、緞帳のようなカーテンで縁取られていた。窓辺の一段高くなった所には、革張りのソファとアームチェアが置かれ、手前にはホームバーとディナーテーブルがあった。ベッドルームは更に奥である。


　四人はルームサービスのディナーの席についた。


　デニスはアペリティフからワインに進み、卑猥な言葉も絶好調である。サワークリームのトッピングにキャビアを乗せた海老のムースや、香草を効かせた鯛のテリーヌなどのオードブルを、柴田が黙々と小さく切り分けて口に運んでいるのを、正面から涎を流さんばかりに眺める。


「Hey,あのピンクの舌で、舐めて貰いたいもんだぜ」


　大胆に片目を瞑って見せるので、桜井は食欲が完全に失せた。


「柴田先生、フランス料理はお好きですか？」


　必死で座をとり繕おうと、柴田に声をかける。何も気づかない柴田はナイフとフォークをちょこんと皿に置くと、にっこりする。


「……ええ、おいしいですね、桜井さん」


　ここにデニス達がいなければ、柴田と二人でワインを傾けながらフランス料理を味わうことが出来たのに……桜井は絶望感に捕らわれた。


「Hey,ドクターはフレンチが好きなのか？」


　二人の会話を聞き付けて、デニスが割り込む。


「French wayが好きとは、いいねェ、アナの方か？　それともcockか？」


　French wayとは、セクシュアルスラングでオーラルセックスのことなのだ。


「コージのロリポップをナメナメしたいぜ？　きっと、スイートでジューシイなんだろうな？」


　さすがに全体の雰囲気でシモの話題というのが感じられ、柴田の顔が次第に強ばってきた。真面目な医学用語しかしらないが、英語がからきし駄目という訳ではない。ディープキスをフレンチキスというぐらいは知っている。下品な笑い方も、いかにもそれらしい。


　オードブルを半分程残してうつむいていると、続いてスープがサーブされる。正統派のコンソメで、澄み切った黄金の液体の中に小さく刻んだトリュフが浮いている上品なものだ。すると「Hey, 肉汁（ブロス）か、気がきいてるな！」とデニスがまた叫ぶ。


「これだけ肉汁（ブロス）を補給しとけば、何度イってもオッケーだぜ」


　テーブルに片肘をついて頬を支え、高価なシャンベルタンのコルトン・シャルマーニュをがぶがぶ飲みながら、柴田がスープを啜るのを見詰める。スプーンの上げさげのたびにニヤつくので、柴田の手が段々遅くなった。三分の一も飲まずにスプーンを置いたため、桜井は気を悪くしたのかと焦った。


「どうしたんです、柴田先生、お口に合いませんか？」


「いえ……俺、スープ飲むと、あとが入らなくなっちゃうから」


　小声で続ける。


「……あの人……あんまし、お酒飲まさない方が……」


　桜井は決然と椅子を立つと、デニスの腕を取った。


「ちょっと話がある」


　無理やり立たせ、バスルームへと引っ張って行く。


「デニス、彼は俺の客でもある！　いくら英語のスラングで分からないとはいえ、汚い言葉は控えるんだ！」


「そんな怒るなよ、マサト」


　デニスは大きな肩をすくめて見せる。


「嫌がってないじゃないか、コネコちゃんは」


「彼は真面目で礼儀正しい青年なんだ！」


　怒気を含んだ声できっぱり言うと、桜井はデニスの顔の真ん中に指を突き付ける。


「彼を傷つけることは許さない！」


　桜井が本気で怒っているのでデニスは、ほう、と思った。


「わかったわかった、マサト。あんたもあのコネコちゃんが好きなんだな？　大人しくするよ」






　取り残された柴田は、桜井がどうも自分のせいでデニスに腹を立てたというのが分かった。


（……まずいかな）


　心配そうにバスルームの方向を、ちらちらと振り返る。


　柴田の隣の席についているナサニエルのほうは美しい東洋人の青年の横顔を見詰めていると、次第にむらむらしてくるのを感じた。


　エキゾチックなブルネットにダークアイは、結構好みだ。しかも知的なタイプで、この東洋の神秘といった超然とした顔がデニスの大きなcockに貫かれて苦悶に歪む所がどうしても見たくなる。そして喘ぐ小さな口に、自分のモノを奥まで突っ込むのだ……上と下から同時に犯されている柴田を想像しただけで、もう勃ってきた。ナサニエルは３Ｐが好みだった。


　まずこちらに悪い印象を持たせないようにしなくては……デニスの卑猥語連発で、だいぶ失点を重ねたようだ……これを回復しなくてはいけない。


　ふと、良いアイディアを思いつく。


「Sorry, docter」


　柴田にわざと暗い声をかける。


「え？」


「彼の無作法のことだ……デニスは病気でね」


「病気？」


「そう、あなたもドクターだから知ってるでしょう。彼はＰＴＳＤなんだ」


「ＰＴＳＤですって？」


「ああ、彼はイラクへ派遣されてたんだよ。そこで親友を喪った」


　無論、大嘘である。


「酒に逃げ、卑猥な事を言うのは病気のせいなんだ。そのことで彼はいつも人に嫌われるのではと、ひどく悩んでいる……」


　暗い表情で、柴田を見詰める。


「彼を嫌わないでくれるか？　僕からのお願いだ……」


「ＰＴＳＤ……」


「普段は薬で気持ちの落ち込みを抑えている。けど、ちょっと酒を飲むと、薬の効きが悪くなっちゃってね」


　また演技派の悲しい眼で柴田を見る。


「卑猥な言葉は気持ちを明るくさせるためなんだ。ほら、海兵隊にいたころ、親友とよく卑猥な冗談を言い合っていたんでね。だから彼がいやらしいことを言っても、我慢して笑ってやってくれ。そうすればどんなに喜ぶか……彼は日本人が好きなんだ、ヨコスカにいた時から。日本人に嫌われたら、きっと傷つくと思う」


　この『日本人が好き』というのも、ツボなのだった。たいていの日本人はこれでマイッてしまう。日本人は世界の国特に欧米諸国から嫌われたくないと思っている国民だと、ナサニエルはエール大学の国際経済セミナーで学んでいた。


「解りました」


　柴田は真面目な顔でうなずく。


「嫌いになるなんて、とんでもありませんよ」


「ありがとう！　僕が彼の病気を打ち明けたことは内緒だよ？　彼は自分の病気のことを人に知られたがらないから」


「もちろんですとも！」


　柴田はニッコリした。


　……なんて友達思いの男なんだろう。きっと２人は、固い友情で結ばれているに違いない。


　一も二もなく信じ、あどけなく微笑む柴田に、ナサニエルは些か良心の仮借を覚えた。だが、一見、ゼンを極めたかのような禁欲的な表情が、笑うとまるで少年のように愛らしく、このギャップがたまらなくそそられる。これを味わわずに日本を離れるわけにはいかない。このまま演技を続けることに決めた。


「デニスが戻ってきたら、話しかけてやってくれよ？」


　席を外していた桜井とデニスが戻ると、メインディッシュが始まった。白いクロスに覆われ、銀の円蓋を被せた皿が幾つも乗ったカートが運び込まれる。黒服の給仕長が「お魚はすずきのポッシェオランデーズソース掛け、お肉の方は、リー・ド・ボーブラウンバター添えでございます」と説明する。魚は冷製、肉は温製で、品の良いバランスだ。


　デニスは桜井の叱責もあり、暫く大人しくしていたが、そのうちまた卑猥なスラングを掃射し始める。それでも先程大嘘を聞かされている柴田は、ニコニコしながらデニスの話を聞いていた。桜井は自分が席を外している間の流れを知らないので、柴田の豹変に驚いたが、


（自分の顔を立ててくれてるのかな……）


　都合のいい方に解釈し、ホッと胸を撫で下ろした。








　九時近く、やっと江森はＪ医大についた。一分一秒も惜しんでいつもの地下駐車場でなく、屋外の外来患者用の駐車スペースにボルボを停め、走って病院の玄関へ向かう。


　３病棟に上がると、ナース長が待ち構えていて「江森さん、遅くなりましたね」と言う。


「すいませーん」


「いいんですよ」


　また戸棚からごそごそ包みを取り出して手渡すと、「それから柴田センセから、ことづてです」とポケットから紙切れを出した。


「え？」


　見ると確かに柴田の筆跡で、ホテルの名が書いてある。


「そこへ来てくださいって言ってました」


　そりゃ、ホテルかどっかで、お酒でも飲もうとは言ったが……随分遠い所だ。怪訝な顔をしていると、


「桜井という人と、食事をしているようですよ」


　ナース長が顔を覗き込むようにして言った。


「ええッ、えーッ」


　悲痛な叫び声とともに、きびすを返して走りだすので、ナース長は自分の推理が的中したので嬉しくなった。


（やはりライバル登場ですね）








　シャトー・オー・ブリオンの栓が抜かれ、肉が供される時になって、メッセンジャーボーイが部屋に入って来た。桜井の横に立ち、「失礼します」と礼をすると小声で話しかける。


「あの……フロントにお客様がお見えです」


「客？　私にか？」


「はい、江森様という方で」


「えッ？」


　江森はホテルのフロントで柴田の行方を尋ねたが、誰も知らないので桜井の名を出してみたのだった。


「待たせておいてくれ」


「でも、急用だとおっしゃってます」


　ここで揉めても仕方がない。桜井は急いで頭を巡らす。


　幾ら江森でも、柴田が食事中と告げれば済むまで待つぐらいのことはするだろう。しかし、柴田の方は……江森が来たとなればさっさとついて帰ってしまうかもしれない。


「ちょっと席を外します」


　にっこり笑って立ち上がる。柴田には内緒で江森に会い、説明することにした。


　桜井がいなくなり、部屋に自分達と給仕一人になると、デニスは前にも増して舌鋒鋭くなる。が、使うスラングはあまりにも強烈過ぎ、殆ど文化人類学上の専門用語なみなので、柴田には意味不明だ。通訳の桜井もいないので、ニコニコ笑って解っているふりをしていたが、それがまずかった。きわどい言葉で誘いをかけても柴田がいやがらないので、これは脈があるとデニスは踏む。


（いけるぜ、コネコちゃんは……）


　食事が済んだらどうやってベッドルームへ連れ込もうかと算段を始めた。


　リー・ド・ボーはやや味が濃く、半分ほど食べた所で柴田がカトラリーを置くと、デニスはにやにやして「Hey,胃袋がちっちゃいんだな、pussyは？　それとも、もしかして俺のmeatを食べるために残したのかい？」と残った皿を覗き込む。


「え？」


「ミートよりミルクの方がいいんじゃないか、バンビーノには？」


　ナサニエルもくすりと笑って口を挟んだ。


「そうだな、それより、君のmeatが食べたいよ」


「は？」


「君のそのうまそうなmeatをね」


　無論、ミートとはアレのことなのだ。しかし、柴田は食事のことを言っているのだと思い込む。初対面の人の食べ残しを食べたいなんて、そんな馬鹿なことはあり得ないと思いつつも、


（からだ、でかいからな……）


　………五月もよく、自分の分までたいらげているっけ……。


　最近のフランス料理はヌーベルキュイジーヌなので、量がぽっちりのことも多い。


「All right」と、にっこりする。


「え？」


　デニスは眼をパチクリさせた。こんなにあっけなくオーケーがとれるなんて……


「Realy?」


「Yes,of course」


「Right now?　（今すぐ？）」


「Yeah, right now, please. Before it cools down.（今すぐ、冷めないうちにどうぞ）」


　ナサニエルはさすがに柴田が勘違いしていることに気づいていたが、性格の悪さもあり、これはもうやり得だと決心した。


「デニス、ソファへ行けよ」


　ウィンクすると、素早く席を離れる。給仕に「カートを外へ出してくれ」と身振りも交えて命令した。


　給仕が大人しくカートを押して外へ出ると、ピタリと扉を閉める。鍵をかけた。


　その間にデニスは、柴田の手を引いて、窓際のソファへ移動していた。無論、ワインの瓶とグラスを持ってである。柴田は怪訝な顔になったが、


（まぁ、食事、終わったしな）


　トロい事を考えていた。


　デニスはソファに柴田と並んで座り、またワインをがぶ飲みし始める。ナサニエルが戻って来て向かいのアームチェアに腰を下ろすと「鍵は閉めたな？」と尋ねた。


「もちろんさ」


「え？」


　柴田にはどうも理解出来ない状況であった。


　かまわずデニスは擦り寄って、警戒感をあらわにしている柴田の肩に手をかける。


「な、なんの用です？」


「なんの用って、そりゃ、これからfuckするに決まってるだろ」


「え？」


　fuckという単語はさすがに知っていた。が、今、現在の自分の立場と結びつかない。


「What?」


　聞き返しているうちに、押し倒され、上にのしかかられている。


「やめろ！　何をする！」


　驚いて抵抗し始めた柴田を、デニスは笑いながら押さえ付ける。


「なんてかわいいんだ、このコネコちゃんは！　小さなツメで引っ掻くぜ？」


　唇を重ねようと顔を近づけるので、柴田は必死で背を反らした。


「やめろ！」


　怒鳴ってもへらへら笑っているデニスに、柴田もついに切れた。今までは病人と思って、寛大に接していたのに……デニスの前では些か色あせて見えるが、知っている限りの汚い罵り言葉を使ってみる。


「Shit!　Fuck you!」


　が、デニスはゲラゲラ笑い出した。


「いかすぜ、コネコちゃん！Talk dirty to me with your hot lips.（そのやらしいお口で、俺を罵っておくれ）」


「は？　What did you mean?」


　また聞き返している間に、股間に手が伸び、ジッパーが下げられてしまった。


「やだッ、やめろッ」


　これは冗談の域を越えている。初めて柴田は恐怖を感じた。


「どうしたんだ、コネコちゃん、こんなにちっちゃくなっちゃって」


　デニスは強引に手を差し込むと、柴田のモノをぎゅっと握った。


「アアッ、嫌だッ」


　本気で暴れ始めた柴田に、デニスは顔を顰めながらも指で扱き続ける。が、押さえながらの作業で、なかなかうまくいかない。


　笑いながら見ていたナサニエルが、「おい、俺が押さえててやる」とそばへ寄って来た。柴田の両手をつかむと、ぐいと頭の上の方へ引っ張り、力を込めた。


「ええッ」


　さっきまでもの静かにしていた男のブルーアイは、ぎらぎらと欲望に光っている。唇は薄笑いを浮かべ引きつっており、悪魔のように思え、柴田は心底怖くなった。


　これ程の恐怖は今まで感じたことがなかった……どういうわけか、何度かあわやという目にあったことはあるが、こんな風に二人の大柄な男に自由を奪われたのは初めてだ。奮われたことのない暴力に、全身がおののいた。


「勃たないぜ」


　デニスは恐怖で萎えきったモノを扱きながら言う。


「どれ」


　デニスは柴田の身体に覆いかぶさって、下腹部を覗き込む。薄いブルネットの叢の中で震えているモノは、デニスのごつい指に比べると儚げで、見たこともないほど愛らしく思え、ナサニエルは俄然興奮して来た。でかくて太いモノを口いっぱいにほお張ってしゃぶるのもいいが、こんなチッチャなかわいいモノを舌でねぶったらどんなに美味しいか……。


「かしてみろ、俺が口でやってやる」


「そりゃいい」


　デニスはナサニエルと場所を交替し、柴田の手を替わって押さえる。


「お前のフェラチオは天下一品だからな」


　股間に顔を近づけたナサニエルに、柴田はこれから何をしようとするのか悟った。


「いやだッ、それはッ」


　悲鳴を上げた。


「いやだッ、いやだッ、五月ッ」








　一方、柴田に貞操の危機が迫っているとも知らず、桜井はメッセンジャーボーイと共にフロントへ降りて行った。


　見ると、カウンターで懸命に説明するアシスタントマネージャーの太田に、江森が怖い顔をして詰め寄っている。


「桜井さん！」


　太田は桜井の姿を認め、ホッとして名を呼ぶ。


「桜井さん！」


　同時に江森も叫ぶ。胸倉に掴みかからんばかりに身を寄せると「柴田先生はどこです」と、ドスの効いた声で尋ねた。


「おいおい、別に拉致監禁したわけじゃなし。先生は今、食事中なんだ。終わったら、ロビーに降りてくるから」


「どこにいるんです！」


　聞く耳を持たない。ヤレヤレと桜井は思った。こと柴田に関しては、この男は忠実なドーベルマンのようだ。縄張りを侵犯するものの喉笛に食らいつきかねない。


「あのね、柴田先生は食事中だ、分かるだろ？　あの人、小食だから、途中で邪魔しない方がいいと思うよ。また痩せたでしょう？」


「……う」


　確かに柴田の食の細いのに、江森は手を焼いていた。


　ご飯を食べるだけなら、誰と食べようが柴田の自由だ。ちゃんと食べているなら……前、嫉妬して、他の人とご飯を食べないように言ったら、怒られたっけ。


「栄養のつくもの、食べてるから、安心なさい」


　が、江森はまだ疑いの目を桜井に注ぐ。


「じゃあ僕、待ってますよ」


「そうなさい」


　歩きだす桜井の腕を、江森はガッシと捕らえた。


「先生のそばで待ちます」


「あのね……」


　桜井は呆れたという顔になった。


「君だけ、食べないでそばにいたら、あの人、きっと食べるの止めますよ？　それぐらい、分かるでしょう？」


「じゃあ、部屋の外で待ってます」


　それぐらいは譲歩した方がいいと、桜井はふんだ。これ以上、柴田を一人で放っておくわけにはいかない。


　プレジデンシャルスイートの前へ行くと、給仕がカートを押して部屋へ入って行く。が、また直ぐ出て来て困惑の表情を浮かべた。


「どうした？」


「あ、桜井様……デザートをお持ちしたんですが、鍵がかかっていて」


　胸騒ぎがして桜井は急いで中に飛び込む。


　プレジデンシャルスイートは、戸口から入った所は次の間になっていて、客室・書斎・そなえつけのキッチンの三方へつながっている。いつも開いている客室の観音開きの扉が閉まっていた。


「え？」


　桜井は両手で左右のノブを握り、ガチャガチャいわせるが、確かに鍵がかかっていた。


「デニス！　ここを開けろ！」


　嫌な予感がして声をかけると、中から争うような人声がする。


「おいっ、デニス！　こらッ！」


　必死でノブを回す。異変に気づき、江森も駆けつけて来た。


「柴田先生！　デニス！」


　大声を上げる桜井に「どーゆーコトですッ」と顔色を変え詰め寄る。桜井も真っ青になった。まさか、こんなことになるとは……給仕に「マスターキーを持ってこい！」と命じる。給仕が走って出て行った。江森は事態を察し、ノブをガチャガチャさせた。


「浩司さん！　中にいるの？　返事してよ！」


　次の瞬間、悲鳴とともに、「五月ッ」という柴田の声が中から聞こえた。


「浩司さんッ」


　もう、マスターキーを待っている余裕はない。桜井は「江森君、一緒にッ」と叫ぶと、肩を扉にぶち当てた。


　一緒に二度三度と扉にぶつかっていると、観音開きの扉が中に開く。もんどりをうって、二人とも中へ転がり込んだ。


「イテテッ」


　床に倒れた二人の眼に映ったものは、世にも恐ろしい光景だった……。


　ソファベッドの上に柴田が仰向けでグッタリと横たわり、上半身はナサニエルにガッチリと押さえられている。下半身は下着も着けず剥き出しで、足はデニスの肩に乗せられている。デニスはズボンを膝まで降ろし、片手で自分の猛ったモノを持ち、もう片方の手で柴田の足を抱え、まさに入れようとしている瞬間であった。


「浩司さんッ」


　江森は弾丸のように飛び出し、デニスに体当たりした。大きな二つの身体が重なり合ってソファの向こう側に落ちる。激しい乱闘が始まった。


「Who are you!（誰だッ）」


　ナサニエルもパートナーの危機に驚いて、柴田をほうり出すと参戦する。怒号が響く中、桜井は肩の痛みに呻きながら、ヨロヨロとソファへ近づいた。


　見ると、柴田は暴力を奮われてはいないらしく、特に傷ついた様子もない。しかし、下半身は痛々しく剥き出しのまま、呆然と天井を見詰め、横たわっている。


「先生、大丈夫ですか！」


　近くでの肉弾戦は無視して、桜井は床に捨てられた下着とスラックス、靴下を拾い集め、柴田のそばへ行った。


「先生？」


　暫くはこちらの顔も分からず、真っ青で唇をわななかせているので、余程の恐怖だったのだと、桜井は心底自分を責めた。とんでもないことをしてしまった……


　肩を貸して、ソファに座らせると、服を着けるのを手伝ってやる。スラックスを履かせ、ジッパーをあげてやった所で、やっと余裕が出、桜井は格闘しているゴリラどもを怒りの眼で睨みつけた。


「桜井さんッ」


　戸口から、太田と数人のスタッフが、泊まり客からの通報で駆け込んで来た。


「桜井さんッ、どうしたんですかッ」


「この大馬鹿どもを、大人しくさせてくれッ」


　普段は温厚な桜井が、本社の役員をバカ呼ばわりする異常事態に、皆、あたふたと縺れ合う肉体を引きはがしにかかった。
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　アルコールの抜けたデニスは、二周りも小さく見えるほどしょぼくれて、ソファに腰をかけたまま俯いている。


　反対に、ナサニエルはシラッとして、ホームバーで水割りを作っていた。


　桜井は仁王立ちのまま、交互に二人を睨んだ。


　江森は柴田を連れて、書斎の方へ行かせてある。引き離したあとも江森の怒りは凄まじく、押さえるのに太田とあと三人の男を必要とした。やっと少し静かになったが、デニスの顔を見るとまた飛びかかろうとするので、同席は避けたのである。


「……とんでもないことをしてくれたな」


　桜井が静かな声で口火を切った。穏やかなトーンの陰に、始めて見るこの男の強い怒りを感じ、デニスはまた小さくなった。


「すまん……」


「あなたは自分の命の恩人に礼を言うどころか、レイプしかけたんだ」


「そ、それは……」


　デニスが身体に似合わぬ蚊の鳴くような声で、弁解し始める。


「彼が、いいって言ったと、俺は思ったんだ」


「柴田先生がそんなことを言うわけがないでしょう！」


　桜井の糾弾は続く。


「だって、ヤらしい事をいっても怒らないし、ニコニコしてるし……」


　桜井の怒りがまた爆発する。


「彼は我慢をしていたんだよ、君の無作法を！　そんなことも解らないのか！　私だって、途中で何度も帰りたくなったよ、君の卑猥な言葉を聞いていたら！」


　ひとごとのようにお気楽な態度でウィスキーを飲んでいるナサニエルにも怒りの矛先を向けた。


「君だって、同罪だぞ！　暴行幇助だ！」


　ナサニエルはデニスほど実直な性格ではないので、シラを切り通す方針だった。


「レイプなんて、人聞きの悪い……あの子はいいって言ったんだ、俺も聞いたよ？」


　にやにやしながら、肩をすくめて見せる。


「まぁ、日本人は、解らないとにこにこする不思議なくせがあるからな？　それをオーケーと間違えた可能性はある」


（こいつ……）


　殴ってやろうかと桜井は思った。


「とにかく……反省している」


　デニスの方は殊勝にも自分の非を認め、頭を下げた。


「酒を飲んだ俺が悪かった。あのコネコちゃんに会って、ちゃんと謝るから」


　ソファを立って柴田の元へ行こうとするので、桜井は慌てて押し止どめる。


「今夜は会わない方がいい。彼の恋人がまた興奮する」


　会わせたら確実にまた江森は殴り掛かるに決まっている。


「私が君の謝罪の言葉を、伝えよう」


　相変わらず反省の色のないナサニエルを睨むと、客間から二人のいる書斎へと足を運んだ。


　戸口から覗くと、フロアスタンドだけが点けられた薄暗い書斎のラブチェアに、２人は並んで腰をかけていた。柴田は江森の胸に頭を預け、じっと眼をつむっている。両手は江森の膝に置かれていた。江森の方は柴田の肩を片手で抱き、もう片方の手で柴田の顔や首筋を摩っている。親密な恋人同士の雰囲気に、ちょっと桜井は照れてしまった。


　暫く見ていたが、決心すると、半分開いた扉を軽くノックして二人の目の前へ歩み寄る。


「済まないことをしました」と深く頭を下げた。


「……え？」


　柴田がうっすらと瞼を開く。細い眼は潤み、悲しみに溢れているので、桜井はまたギュッと胸が痛んだ。もう一度深く頭を下げる。


「柴田先生、大変申し訳ないことをしました。どうかお許しください」


「……桜井さんは悪くないです」


　柴田がぼそっと言うので桜井も江森も仰天した。


「そんなことはありません、元はと言えば、お誘いした私の責任です！」


「なに、言ってんのさ、浩司さんッ、こいつが悪いんじゃない、あんな変な奴らを連れてきてッ」


　口々に叫ぶ二人を、真面目な顔で柴田は交互に見る。


「いえ、桜井さんのせいじゃないです。それより、ありがとうございました」


　また二人が仰天して、同時に声を張り上げる。


「なに、お礼なんか言うのさ、浩司さんッ、こいつに礼なんて言って、どうすんのッ」


「先生、とんでもない、私のせいでこんなことになったんですから！」


　柴田は江森の顔を窘めるように見た。


「こいつなんて、失礼だぞ、桜井さんは俺を助けてくれたんじゃないか！　お前と一緒に、扉、破ってくれたから……俺、助かったんだから、お前からも礼を言ってくれよ」


「うう………」


　江森は立ち上がって、「バカヤローッ」と叫びたい心境になった。


　……そりゃ、柴田が世間のことに疎いのは、重々承知している。が……ここでライバルに、恋人をレイプされかけた礼を言うアホが、どこにいるというのか……。


　しかし柴田の顔は真面目で、本気でそう信じているというのも判った。仕方なく、青汁をジョッキで三杯飲み下した程の苦い顔で「お世話になりました」と言った。


　桜井は柴田の純真さにもたまげていたが、江森の反応は大きなライオンが猛獣使いの美女の鞭の一振りで伏せをしたようで、内心おかしかった。笑いを堪え「いえ」と一言答える。


「ほら、ちゃんとお礼を言ってくれよ」


「………ありがとうございました」


　柴田はホッとした表情になった。


「先生」


　桜井はまた声をかける。


「あの男達ですが、謝罪をすると申しております。ただ、今夜はもうお会いになりたくないでしょうから、後日、きちっとした形で……」


「もう、いいです」


　柴田は眼を伏せて桜井の言葉を遮る。


「俺、悪かったから……」


「え、ええーッ」


　また桜井と江森が同時にしゃべり出すのを、柴田は制して「俺がちゃんとヤッて言わなかったのが悪いです」と言った。


「あの、デニスって人のことも、怒ってません……だって、病気のせいだし」


　無論柴田は、この期に及んでもナサニルが言ったことに露ほどの疑いも持っていないのであった。それどころか、いつものくせで自分のとった態度が医者としてふさわしくなかったのではと反省し始めている。


　……ナサニエルは、デニスがあの病気のことで悩んでいると言っていた。


（俺、ひどいこと、言ったかもしんない……）


「病気？」


　桜井はデニスが病気などという話は知らなかった。あのでかいゴリラが病んでいるとしたら、唯一、性格だと思った。確かに酒を飲んで醜態をさらすことが、病気と言えば言えなくもない。


「いったいなんの病気です？」


「ＰＴＳＤって……もう一人の人が、教えてくれました」


「ＰＴＳＤ？」


「ええ、イラクで親友を亡くしてから、無理に自分を明るくするためにお酒を飲んではしゃいでるって。いやらしいことを言うのもそのためで……」


（あいつ！）


　桜井はほとほと呆れた。


（本当に、何と根性の曲がった男だ……）


　柴田は桜井の呆れ顔に気づかず、続ける。


「ただ、やらしい事、言うのは我慢したけど……まさか、そういう意味だなんて……でも、わかんなかった俺が悪いです」


　ここで柴田の誤解を解いてナサニエルの悪辣ぶりを暴露しても、事態は紛糾するだけだろうと桜井は考えた。あとでたっぷり絞ってやることにして「とにかく、謝ると申しておりますから、その気持ちだけは受けてやってください」と、オチへ持って行く。


「ハイ」


　柴田は大人しくうなづく。


「僕たち、帰りますから」


　江森はまだ不満げに桜井を睨みつけながら　立ち上がる。柴田の手を取って立たせると、抱きかかえるようにして、部屋を出て行った。


（やれやれ……）


　残された桜井は、どっと疲れを感じて今まで二人が座っていた椅子に倒れ込む。


（柴田先生の信用をどうやって回復したらいいだろう）


　プレゼントか……花でも贈るか……が、


（私のせいじゃないって言ってくれたからな）


　少しホッとする。とんでもない事件ではあったが、これを契機に、より親密になれるかもしれない。


　ふと、あの時のことを思い出し、顔がほころんだ。


　下履きをはかせるとき、震えているモノを、一瞬ではあったがじかに触れることが出来た。ほんのりと暖かく、ちょうと桜井のたなごころにピッタリ収まるサイズだっけ……フルフルと柔らかくて、柴田がボーッとしているのをいいことに、握った手に思わず力を込めてしまった……。


　スキー旅行の時、車の中で柴田と二人だけになる機会に恵まれた。柴田は桜井の服の上からの僅かな刺激で、眠っている間に達してしまった。小さく喘いで、自分にしがみついた柴田の官能的な表情を思い出し、股間が熱くなる。


　今夜はあの時より一歩前進した。この次はもう一歩、先へ進みたいものだ。


　桜井は目標に向かって燃えるタイプの男であった。
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　マンションに帰り着いた頃、江森は柴田の沈み様に、困り果てていた。


　確かにあんな目にあったあと、すぐに気持ちを切り替えられる人などいる訳がない。にしても時間がたつに連れて、どんどん暗くなっていくので、色々話しかけたり、手を握ったり、明るくさせるための手立てを尽くした。


　それでもまるで事態は好転せず、思いあぐんでホワイトデーのプレゼントを出そうかとも考えたが、どうも今の雰囲気に合わない。


『今夜はもう駄目だ』と諦める。一晩眠れば、気分も替わるかも知れない。プレゼントも明日の朝渡すことにして「もう、疲れたでしょ？　寝よう？」と声をかけてみる。


「……ん」


　先にシャワーを済ませ、ベッドで待っていると、大分時間が経ってから、柴田がバスローブを羽織って入って来た。身体からはプンプンと石鹸の香りがする。


「どしたの？　遅かったね？」


　尋ねると、俯いて「……うんと良く洗ってたから」と言う。


「浩司さん！」


　切なくなって、ぐいと引き寄せた。今まで暗かったのはそのせいだったのだ。


（汚れちゃったと思ってたんだ）


　口づけを与え、


「やられなかったんだから、気にしないでよ、もう」


　ぎゅっと抱き締めるが、柴田は身体を固くしたままだ。


　愛撫を始めても、眼を瞑って堪えている。


「どうしたの？」


　もう一度、尋ねると、急にしがみついて来て、しゃくり上げる。


「おッ、俺ッ、俺……っ」


「どしたんだってば？」


「俺ッ……イっちゃったんだ」


「え？　どこへ？」


　柴田は真っ赤になる。


「どこって、違うよッ……俺ッ、あいつのクチに入れられてッ……あっと言う間にッ、出ちゃったッ、イッカイッ」


「ううう……」


　本当は、「なんで出ちゃったのさ！　どーして我慢出来なかったの！」と怒鳴りたかった。が、柴田が口での愛撫に弱いのは分かっている。大体、インプリンティングの強い柴田に、最初にレイプまがいのフェラチオをしたのは自分で、それ以来、口でやるとすぐイッてしまう。そのことで責めたらネクラな柴田は本当に死んでしまうかも知れない……。


「うう……」


　柴田を抱いたまま、ぐるぐる思考は回路を駆け巡る。そもそも、桜井やあの男達に関わることになった原因は、去年の夏、信州の桜井のホテルに泊まったことにある。そしてそのホテルを予約したのは江森であった……あそこに泊まらなければ……デニスを助けることもなかった筈だ。


（あの時、あいつを助けなけりゃ……浩司さんが口ン中に、出しちゃうこともなかったんだッ）


　だがいくら怒っているとは言え、「あの時死ねばよかったんだ」と言い切るほど鬼にはなれなかった。


（そのおかげで、外で出来たしィ……スキーん時は、中も見れたしィ……）


　必死で「いいこと探し」をしてみる。なんとか腹の虫をなだめると、不安そうに涙目で自分を見上げている柴田に、にっこりして見せた。


「気にしないでよ、浩司さん、ね？　出ちゃったのはしょうがないよ、浩司さん、口に弱いしさ？」


「でッ……でも……」


　柴田は口ごもりながら続ける。


「……飲まれちゃった」


「ううう……」


　柴田のものは全て、自分のものなのだ。柴田の放ったものを味わった奴がいるなんて……怒りがまた爆発しそうになったが、柴田を責めることは出来なかった。もう一度、にっこりして見せる。


「イッカイぐらいなら、いいよ、僕。それにちょっとしか出なかったろうし」


「え？　どういう意味だ？」


「刺激で出ちゃっただけでしょ？」


　確かに、いつもの江森のとは違う強烈なフェラチオで、感じたのかどうか分からない程、あっという間であった。眼の中で花火が炸裂したようで、良かったのか、良くなかったのかさえ、今となっては覚えていない……でも……。


「ちょっとしか出ないって、どういうことだ？」


　江森を不思議そうに見詰める。


「やだなー、浩司さんたら、お医者さんのくせに、知らないのォ？」


　江森は自信たっぷりに微笑んでみせる。


「うんと感じると、いっぱい出るんじゃないの」


「ええッ、そ、そうなのか？」


「感じないと、ちょっとしか出ないんだよ？」


　医学的には、そんなことはあり得ないと思った。


（けど……）


　江森はなんといっても十五歳の時からいっぱいしている。自分より千回は多く経験している筈だ。その江森がそういうのだったら、そうかも知れない。


「そ、そうなのか？　ちょっとしか、飲まれなかったんだー」


　ほっとすると、つられてにっこりした。


（あーもーッ、ホント、トロいな……このひとって……）


　江森はまた嘘をついたことで、胸が少し痛んだが「ちょびっとなら、いいよ、僕」と鷹揚な態度を見せる。所有者の余裕といった所だ。


「そのかわり、あとはもう、ぜーんぶ僕が飲むよ」


「バ、バカッ」


　柴田は許されたので安堵のため息とともに、江森の首にしがみつく。耳元で小さく「……じゃあ……飲んで」と言った。


「浩司さん……」






　江森は柴田の身体を抱えると、枕を二つ重ねて寄りかからせ、上半身を起こしてやる。自分は股間に移動し「僕が舐めるとこ、見ててね」と口に含んだ。


「うんと、感じさせたげるよ」


　まだ力のないモノを指で支え、周りから舐め上げる。先端を舌と上顎の間に挟み、ぐいと扱くかと思うと、口から離し、息を拭きかける。そしてまた、根元から竿をゆっくり舐めていく。


「あっ……ああ……」


　いつになくゆっくりねぶるような愛撫だ。同時に垂れた果実をたなごころに包むと、柔らかく揉み始めた。


「うんと、出るようにね」


　太ももから足の付け根へと指を滑らせると、果実が身を竦めるようにキュッと縮むので、かわいくてたまらなくなってしまった。指で何度も引っ掻くと、その度にヒクヒク上下する。


「カワイー……動いてる、浩司さん」


「ア……ハァッ、ンンッ」


　その間にも、根元から括れへと舌は往復している。くすぐったいのと、快感が入り混じって、どちらがどちらだか分からなくなる……身悶えて下腹部に眼をやると、江森は大きな眼でまばたきもせず、じっと柴田を見つめている。


　自分だけ興奮しているのを冷静に観察されているようで、羞恥に官能が高まった。


　モノはもう支えを必要とせず、そそり立っている。


「スゴイ……もうパンパンだよ？」


「あッ……んんんッ」


　江森は自由になった両手で果実を掴み、ぎゅっと握って房の付け根へ絞り上げた。


「アッ、それ……はッ」


　痛みにも似た強い刺激が後ろへ伝わり、腰が浮く。


「う……んんッ、いいッ」


　いつのまにか、大きく股を開き、江森の手の動きに同調して、腰を揺らしていた。


「いいの？　これ？」


「あッ、んんッ」


　江森を見詰め、僅かに縦に首を振る余裕しかないので、


（感じてるんだ、すっごく……）


　江森は嬉しくなって、果実を揉み続ける。


「ジュース、うんと絞ったげるよ」


「ア……ヤ……アッ」


「このチッチャなのから、おいしいジュースが出るんだネ……」


「あッ、あッ」


「浩司さんのジュース、大好きだよ、僕、早く飲ませて？」


　いやらしい囁きに、柴田の眼に涙が滲む。


「うんと感じて、イッパイ、出して！」


　江森は先端を舌でつついた。


「もう、ちょっと出て来たよ」


　窪みから溢れる液を吸った。欲望を放つ、あの狭い１点を刺激され、下半身が痺れる。


「ああっ、いいッ、もっとッ、吸ってッ」


　江森はモノから口を離すと、いとおしそうに頬ずりする。


「ああ……カワイー……僕んだよ、これ」


「五月………」


「浩司さんのジュースもみんな、僕んだからね？」


　言うと、激しく愛撫を加え出した。


　ほどなく、柴田は昇ってくるモノを感じた。


「五月……ッ、来た……」


　身体をヒクヒク震わせるので、


「浩司さん、飲むとこ、見ててね！」


　江森は一言、言うと、強く吸い始める。唇と歯を使って、根元から扱いた。


「あッ、もッ」


　柴田は必死で意識が飛びそうになるのを堪え、自分のモノをしゃぶる江森の顔を見詰めた。一瞬ののち、下腹部がヒクリと波打つ。


「五月ッ、出るッ、アアアアアアッ」


「ンンンンッ」


　江森が飲み込むその瞬間を、しっかり見届けた。


　江森はゆっくりと、喉を鳴らしながら飲み込む。口をモノから離すと「イッパイ、出たよ、二回分くらいかな？」と言った。


「うんと感じてくれたんだね？」


「バ……バカッ」


　真っ赤になったが、柴田は自分からモノを掴むと、江森の手に擦り付けた。恥ずかしそうに言う。


「……もっと……飲んで」


「浩司さん、カラッポになるまで、飲んだげるよ」








　翌朝、柴田が目を覚ますと隣は既に空だった。


「あ……」


　肘をついて、ベッドに身体を起こす。全裸だったので、ちょっと赤くなった。昨夜は少し大胆に求め過ぎて、途中で分からなくなってしまった……が、眠りにつくまで江森が自分の中に入っていたことは覚えていた。


　寝室の扉が開いていて、バスルームから水音がしている。「五月」と呼ぼうとして、枕元の箱に気づいた。


「？　なんだ、これ？」


　バラの花柄の包装紙で、『浩司さんへ』とカードが添えてある。


「あ……」


　そういえば、柴田がうとうとしていると、江森が腰を使いながら、「浩司さん、僕、プレゼント、明日の朝、あげるからね」と言ってたっけ………。


「あのね、それつけて、一日中、やるよ？」


（つけてって……なんだ？）


　香水かコロンかな……？


　包装紙を開けて、蓋を取る、半透明のハトロン紙にくるまれたその物体は……。


「え……ええッ？」


　柴田は我が眼を疑った。






　そのころ何も知らずに江森は鼻歌を歌いながら、シャワーを浴びていた。シャンプーを泡立て髪を洗うと、ついでに下にもつけ、泡立てる。一晩寝て回復したモノを丁寧に洗った。


「もー、浩司さんたら、大胆なんだもん、やんなっちゃうよー……」


　言葉とは裏腹に、目尻はやに下がって、とても嫌という顔ではない。


　昨夜の柴田は嬉しくなる程大胆だった……たまには危険な目に会うのも、刺激があっていいかもしれない。


　だが本当のお楽しみはこれからだ。今日は朝から、一日中やるつもりでいる。順番にあの下着をつけさせ、それぞれ違う体位でやるのだ。


　タオルを腰に巻き、ルンルンでベッドルームに戻った途端。


「五月ッ、なんだッ、これはッ」という怒声とともに　顔を目がけて飛んで来た物がある。


「ウワッ」


　手で避けると、バサリと床に落ちて散らばった。見ると、高価そうなレースのビスチェとガードル付きパンティである。色は黒。もちろん女性用下着だ。


「え？　え？」


　拾って眺めていると、目の前に柴田がやってきた。バスローブを羽織り、仁王立ちして江森を睨みつける。


「五月ッ、てめーッ」


「浩司さん、これ？」


「こんなもの、俺に着せて、変態プレイ、する気かよッ、オメーはよッ」


「ええッ？」


「よくも、こんなもん、プレゼントにしたな……俺は女じゃねーんだッ」


　切れ長の眼には炎が燃えているようで、激しい怒りに江森は仰天した。


「ち、違うよおッ、浩司さんのこと、女なんて思ってないよオッ」


「たりめーだッ、俺はッ、れっきとした男だッ」


　ずっと小さい頃から女のようだと言われてきた柴田の、一番のコンプレックスを刺激してしまったのだと、江森は真っ青になる。


　にしても、なぜこんなものが……自分の注文した品とは違う。呆然と手の中の下着を眺めていると、


「そいつはお前が女にくれてやれよッ、どーせ、そーゆーのつけた女とやりたいんだろッ」


　柴田は吐き捨てるように言うと、横を擦り抜けてバスルームへと入って行った。ガチャリと鍵が降ろされる。


「浩司さーん……違うよォ……」


　半ベソでいると、インターコムが鳴った。


「え？」


　こんなに早く、しかも日曜の朝に……下着を手にもったまま、リビングに出て「はい」と応答する。


　すると「あー、江森さんですか、近藤です」と落ち着いた女性の声がした。


「ええ？　近藤さん？」


「すみませんね、朝早く。私、准夜の日勤入りだもんですから」


　近藤ナース長のキビキビした声が続く。


「江森さん、箱を間違えてお渡ししてしまったんで、お持ちしました」


「ああ！」


　そうだったのか……急いでオートロックを解除すると、江森は女性用下着を箱にしまい、包装紙で包む。玄関のチャイムに応えて出ると、ナース長が見慣れぬスーツ姿で立っていた。江森をじろじろ眺め、「お邪魔でしたか？」と言う。


「あ……」


　腰にタオルを巻いただけの姿であった。


　男の裸など見慣れたナース長はまるで気にせず、江森に箱を手渡す。


「こっちですよ」


　替わりに江森の持っていた箱を奪い取り、中を確かめてにっこりした。


「准夜勤が終わって家で開けてみたら、江森さんのだったんで驚きましたよ。よかったわ」と言うと、きびきびと包み紙を直す。そして「では」と帰っていった。


「あ………」


　暫く呆然と立ち竦んでいたが、江森は恐ろしいことに気づく。


「……てことは……あれ……近藤さんのだったんだ」


　ブルブルと首を振ってそれ以上想像するのを止めると、急いで箱を開けた。


（よかったー、こっちだ！）


　実物はカタログで見るより、数段セクシーである。紫のショーツは思っていたよりメッシュの網目が粗く、すけすけだ。革製の物もツヤツヤだが、柔らかく、つけ心地は良いに違いない。これを見せれば、誤解も解けるだろう。これなら絶対、気に入ってくれる。


「浩司さーん！」


　江森は大声を出すとバスルームへと走っていった。








ＥＮＤ　　







恋人たちのホワイトデー後日談








「浩司さんッ、浩司さん、起きてよ！」


　揺り動かされて柴田はぼんやりと瞼を開ける。江森が目の前に心配そうな顔をして立っていた。


　目覚まし時計を手にしていて「もう八時十分前だよ」と言う。


「え、ええッ」


　今朝は一番の手術に入らなくてはならないのだ。


「さっき、起こしたら、『起きる』ってゆーから、僕も油断しちゃったよォ」


　江森のほうはブルーグレイのビジネススーツにぴしっとネクタイを締め、すぐ営業に出られる格好だ。


「す、すぐ、いかなきゃ！」


　柴田は毛布を撥ね除けて起き上がろうとしたが、腰に力が入らず、江森の腕にすがりつく。


「大丈夫？　浩司さん？」


「……う……だ、だいじょぶだ……」


　昨日の日曜日、二人は久々に熱く求め合った。いつも精力抜群の江森が本気を出すととんでもないことになるのだが、昨日は一日中、そのとんでもないことが続いたのだ。


　いろいろそれに至るまで、理由はあったのだが、主たる原因は、バレンタインデーのお返しとして江森がホワイトデーのプレゼントに用意した、セクシー下着である。通販カタログで、江森はＴバックからメッシュのスケスケまで取り揃えた。一つずつ、かわりばんこに柴田に付けさせては責め立てたという訳である。


「浩司さん、シャワー、浴びる？」


「……いい。オペ室のロッカーで浴びる」


　柴田はベッドの端に腰を下ろし、江森を見上げて溜め息をついた。こうなったのは江森のせいではない。自分だって「もっと、もっと」とねだったのだから……が、腰が抜けるまでやったとは。ついぞ自覚になかった。


　江森は急いでクローゼットへ行くとワイシャツとジャケット、ズボンを選んでベッドへ持ってくる。


「じゃ、急いで着替えなよ。僕、車で病院まで送るから」


「ありがとう」


　パジャマの下を引っ張ってもらい、ズボンに足を突っ込む。ベッドに座ったまま、引っ張り上げ、続けて上を脱ぐ。


「……うわッ」


　キスマークが胸にも腹にもついているたので、慌ててワイシャツを着た。


　いつもはキスマークを付けさせない柴田なのだが、行為に夢中になると、自分から「吸って」とせがんでしまうことは自覚している。


「ああッ、俺って……」


　後悔先に立たずとは、このことだ。


「ネクタイは？」


「いい。どうせ、すぐオペ着に着替えるから」


　月曜日、第２外科は手術日で、ほとんど一日中、柴田はオペ着で過ごすのだ。


　江森はベッドサイドにひざまづいて、柴田に靴下を履かせてやると、いそいそとシャツのボタンも嵌めにかかる。


「ごめんね、浩司さん、僕がやりすぎちゃったから、寝坊さしちゃったんだね」


　大きな茶色の瞳に悲しそうな色をたたえて、じっと柴田を見詰めるので、柴田は顔を赤くした。


「……バカ、お前のせーじゃねーって」


　小さな声で付け加える。


「お、俺だって……シ、してッて、言ったもの」


　江森は途端にニッコリした。


「そーだね、浩司さん、すごくダイタンなこと、言ってたもんね、ほらさ、メッシュの上から舐めて、とかさァ」


「バ、バカッ、言うなよッ」


　柴田は首まで赤くなり、桜色の薄い唇を尖らせ、ツンと華奢な顎を突き出す。


（あー、かわいいッ、浩司さんって……）


　恥じらいで眼を潤ませ、困ったように眉根を寄せて自分を見るその表情に、また江森は欲情してきた。女性よりも繊細な美貎の持ち主でいつもは仕事以外興味がないといった禁欲的な柴田が、ベッドでは想像も付かぬほど淫らな姿態をとる。江森の求めるままに、身体を開く……。


（今夜も、やろうっと！）








　なんとか八時十分に柴田はＪ医大の手術部に飛び込んだ。


　既に執刀医達は着替えを済ませ、手指の消毒にかかっている。


「すみませんッ、寝坊しました！」


「珍しいじゃないか、柴田」


　声をかけたのは、第１執刀医の大月である、去年の秋に第２外科の講師に就任し、医局長も兼ねているという忙しい男だ。手術の腕もなかなかで、自分の助手にはやはり手が早く、有能な柴田を好んで指名している。


「今すぐ、着替えますッ」


「ま、そう、焦るな」


　だが真面目な柴田はロッカールームに飛び込んで、ロッカーにアタッシュケースを放り込む。オペ着が収納されている戸棚から、Ｓサイズの上着とズボンを掴み、シャワールームへと走った。


　手前でワイシャツを脱ぎ、ズボンを下ろしたところで、


「……え」


　柴田の手が止まる。


「え？」


　自分の下腹にじっと眼をやる。今ひとつ、理解が出来ないでいた。


「……あ」


　股間には黒い光沢のある革の切れ端が申し訳程度に張り付いていた。


「……え？」


　小さな逆三角形の上の頂点から両脇へ細い紐が伸びて、腰骨にようやくひっかかっている。


「え……」


　自分の後ろへ眼をやると、その紐は合体し、Ｔの字になって真ん中の谷間へと消えていた。


「アッ」


　昨日、最後につけていた下着を思い出す。革製のいわゆるバタフライといった形状で、やっとアレを包む程度の面積しかなかったっけ……。


「うわッ」


　下ろしかけていたズボンを急いで引っ張り上げ、周囲を見回す。幸い、ロッカールームには誰もいない。


　柴田は頭の中で脳みそがでんぐり返しをしたように感じた。こんないやらしい下着をつけたままではいられない。かといって、幾らなんでもノーパンでオペ着を着るわけにはいかないのだ。


「うう………」


　とにかくオペが終わるまでは仕方がない。観念してシャワールームへ入る。


　ところがこの下着はどうやって脱いだらいいか、分からない。どうも一旦脱ぐと、人の手を借りなければきちんとつけられないらしいのだ。そういえば、昨日も江森が付けてくれたっけ……柴田は思い出す。


　紐が食い込んで痛いと柴田が訴えても、締め上げる手を止めず、「だいじょぶ、革は伸びるから」などと言ったのだ。


（くそ……五月の奴……）


　もう時間がない。仕方ないのでつけたまま、シャワーを浴び、オペ着に着替える。


　濡れた革は着心地が悪かったが、柴田は深々と息を吐いて、諦めようと自分に言い聞かせる。


（どうせ、オペが終わったら、買ってきて着替えればいいや）


　急いでオペルームへ向かった。








　午前中の二例の手術を終えると、柴田はオペ着の上に白衣を羽織り、手術部を離れた。行く先は病院の売店である。売店といっても、入院患者の便利のためにほとんどの日用品が揃っている。無論、弁当も扱っていて、柴田が売店に着くと、昼時なのでかなりの買い物客で店内は混んでいた。


　柴田の目的は男性用下着である。しかし、顔見知りの三病棟のナースが何人も弁当を手にレジに並んでいて、


（……まずい）


　自分が下着を選んで一緒に並んだりしたら、何を言われるか分からない。


「センセ、お昼ですかァ？」


　一人が声をかけてくるので、


「……あ……ああ」


　俯いて答える。


「このオニギリ、美味しいですよォ？」


「……う……うん」


　結局、いりもしないお握りを三つ買って柴田は売店をあとにした。


（仕方ない……どうせ今日一日、我慢すればいいんだ）


　ところが思わぬ伏兵があった。


　朝、シャワーを浴びて濡れた革は、乾いてくるとどうも縮んできたようだ。


（う、嘘だろ……）


　生理的欲求を満たそうとしていた柴田は、自分の股間に眼をやって、また目を剥いた。三角形の革部分から自分のモノを取り出して行為を終えると、収められない。なんとか押し込めたが、今度はひどく締め上げられている感じがする。


（……い……痛い）


　泣きたくなったが、どうにもならない。しかも大股で歩くと、紐が擦れてヒリヒリと痛む。


（……うう）


　歩幅を狭め、すり足で歩き、ようやく医局へ戻った。食欲も全くなくなり、買ってあるお握りは弁当を平らげてまだ物足りなそうにしている研修医にくれてやる。朝飯も昼飯も抜いたので、身体がフラフラになってきた。


（なんてこった……）








　柴田がいつもより寡黙になり、歩き方も変というのはすぐ柴田ファンクラブのナース達にバレてしまった。綺麗でホモセクシュアルの柴田の一挙手一投足に、期待を込めた眼が注がれているのは当たり前で、皆、妄想をたくましゅうする。


「ヤリ過ぎってことォ？」


「そりゃそーよ、だって、日曜日にはヤルっきゃないでしょうが！」


「そうよねェ、エモちゃんだったら、何回かしらねェ？」


「あー、柴田センセ、壊れちゃったらカワイソウ！」


「でも、楽しい！」


　女達は結構、鬼畜が好きなのだった。


　悪い時には悪いことが重なるもので、午後、ナースステーションでカルテを書いていると、大月に「柴田、頼み事があるんだが」と話しかけられる。


「……なんです」


　いつもより更に暗く、冷たい眼で柴田が睨むので、大月はウッとなったが、かまわず押しの強さを発揮する。


「今夜、当直なんだが、すまんが八時まで変わってくれんか？　友達がどうしても会いたいって言ってきてな。夕飯、食う約束したんだ」


　八時までなら……柴田は考えた。


　どうせいつも、八時過ぎまで病院で仕事しているのだ。


「……いいですよ」


「すまん、この埋め合わせはするよ！」


　いつもの文句だが、実行された試しはなく、柴田は溜め息をついた。


　夕方からは病棟の診察で、柴田は痛みで全身に汗をかきながら、病室から病室へと患者を診て歩いた。が、適度の湿気と運動が良かったとみえ、革が少し伸びて締め付けが楽になってきたので、柴田はホッとした。


（あのままだったら血行が途絶えて、腐って落ちちまうとこだった……）


　六時過ぎ、医局に引き上げて休んでいると、研修医が「具合、悪いんですか」と心配する。


「……いや……大丈夫だ」


　人付き合いの悪い柴田に研修医が声をかけるなんて、よっぽど自分の顔色が悪いに違いなかった。アソコの痛みは男にとっては耐え難いものなのでそれも当然である。解放される八時までは、


（もう少しだッ）


　柴田は壁の時計を睨みつける。が、その時、テーブルの電話が鳴った。


「救急外来です。当直の先生、お願いします」


「う……」


　柴田は呻きながら立ち上がる。


「先生、代わりましょうか？」


　研修医が申し出るが、


「……いい」


　必死で脚を動かし、外へ出た。却って動いた方が革が伸びて、痛みが減るということに気づく。


「なんとか、なりそうだ……」








　一階の救急室の前へ行くと、何やらえらい騒ぎだ。興奮した人の声に混じって、キャンキャンと犬の鳴き声もする。


「え？」


　柴田が中に入ると、ナース達が右往左往している。品の良い老婦人が小型のテリヤを抱いていて、そのテリヤが茶髪の若者三人に向かって、激しく吠えている。若者の一人はぼんやりした眼で床に座り込み、手にはビニール袋を持っていた。


　一人は足から血を流し、もう一人はオロオロと辺りを見回すだけだ。


「どうしたんですか」


　柴田が尋ねると、老婦人が犬を抱いたまま、近づいた。


「私が説明しますわ」


　オロオロしている若者は、中山と名乗った老婦人の近隣の家の高校生だった。最近、ヤンキー風の友達とぶらついていて、中山は心配していた。


　父親は単身赴任しており、母親が父親の元にしばしば泊まりがけで世話に行っていた。その間、悪い仲間を家に引き込んでいることもあるらしかった。


「母親に注意しようとも思ったんですけどね……」


　なんだかお節介のようなので、言わずにおいたのだが、先程、中山が犬と散歩に出た所、駐車場の隅で三人がしゃがんでいる。見ると、一人はビニール袋に口を当て、どうみてもシンナー遊びをしているようで、さすがに黙ってはいられなかった。が、声をかけた途端、一人が殴り掛かってきて、


「レオちゃまが助けてくれたのよ、いい子ねェ、レオちゃまは」


「レオ？」


　どうみてもグレイの短い巻き毛の小型犬は、レオと名の付くような犬ではない。


「レオナルド・デカプリオからとったのよ」


「はぁ」


　とにかく、テリヤがそいつのふくらはぎに噛み付いた。「やめ」というまで離さない犬で、大泣きして謝るまで放置してやった。犬が離れるとすっかり大人しくなって、医者に連れてってくれと泣いて頼む。知り合いの子は、どうもつきあわされただけらしく、シンナーは吸っていなかったが、もう一人はベロベロになっていて、まとめて三人、連れて来たというわけだった。


「痛いよー、痛いよー」


　犬に噛まれた若者は医者の姿を見て安心したのか、泣き出す。シンナー中毒の方は近寄ると大声を上げ、腕を振り回す。ナース達は「どうしましょう、警備員を呼びましょうか？」と遠くから取り巻いた。


「この……シンナー中毒の人は、年は幾つ？」


　高校生に尋ねる。


「さぁ……」


「家はどこにあるの？」


「さぁ……」


　怪我をしている相方に聞いても、埒が開かない。


「シンナー中毒の方は入院させた方がいいかもしれない」


　一見したところ未成年で、いきなり警察に渡すのも気の毒に思えた。


「精神科に相談しよう」


　一時的に措置入院という手もある。


　ちょうど精神科の当直は、小早川哲雄という講師だった。柴田が講師室に連絡を入れると、快く承知する。


「じゃあ、こっちは怪我の手当をしよう」


　テリヤがまだ吠えているので、中山に犬を抱いて外へ出るよう頼むと、思いついて、「狂犬病の予防注射、してありますか？」と尋ねた。


「実は……」


　三カ月前、迷い犬だったのを拾ったのだった。


「とっても人懐こい犬で、前の飼い主が捨てたとは思えないわ。絶対、かわいがられていたはずよ」


　中山は言う。


「……だから？」


「だから、受けてるとは思うけど。私もやっとかなきゃいけないって思ってたんですけどねー」


　要するに、不明だった。


「仕方ない……」


　中山は、やっと安心して吠えるのを止めた犬を抱いて廊下へ出る。知人の子という高校生はすっかり改悛したようで、柴田に頭を下げると中山のあとを付いて行った。


　柴田は若者を処置ベッドに寝かせるとズボンの裾を捲り上げ、ふくらはぎを診る。かなり深い牙の跡が数箇所に付いている。噛み裂かれている所もあり、柴田は注意深く消毒を始めた。


「イテーよッ、イテーよッ」


　情けない声で騒ぐのを、柴田は無視した。だいたい、シンナーを吸ったあげく、注意した老婦人に殴り掛かるなんてこれぐらいは自業自得だ。


「すげーよーッ、早く、縫ってくれよーッ」


　ズボンの下の自分の傷を確認して、泣き始めた。


「おい、えらい騒ぎだな」


　明るい声がして、芥子色のボタンダウンにワインレッドのタイを締め、ベージュのゴルフズボンを履いた大柄な男が入って来た。片手に持った白衣を粋に背負っている。


「あ、小早川センセ！」


　ナースが嬉しそうな声を出す。


　がっしりした顎に太い眉、その下の奥二重の眼は優しく、ゴルフ焼けした彫の深い顔はなかなか男前で、ナースには柴田とは別の意味で人気の医者であった。さらに逞しい身体は、シンナー中毒の若者の二−三人は簡単に取り押さえられそうで、ここも柴田とはだいぶ違い、ナース達はホッとしていた。柴田では自分たちが守ってやらねばならないのだ。


　小早川は持っていた白衣をさっと羽織ると、まっすぐ柴田の所へ行って、親しげに肩を抱く。


「いやー、柴田先生が今夜の当直？　よろしくー、仲良くやろうぜ？」


「……いえ……大月先生です。俺は八時までです」


　柴田がボソッと答えるので、小早川は落胆して手を放した。


「ちぇーッ」


　ステディな恋人がいるのだが、相変わらず気が多いのである。男もオーケーという困った男であった。未練がましく、柴田に視線を注ぎながら、小早川は診療机に移動する。目の前の床に座り込んだ若者に、問診を始めた。


「あのな、ここは病院だ、分かるか？」


　柴田の方は、傷口の消毒を終えると、ソフラチュールを乗せる。ゲンタシン軟膏をたっぷり塗り付けたガーゼを上から置いた。


「い、糸で、縫ってくれないのか？」


　柴田は「縫わない」とボソッと言う。犬の咬み傷はすぐに縫ってはいけないのである。唾液には雑菌が多く、傷が深い場合には炎症を起こし皮下に膿が溜まることがある。傷口を縫って塞ぐと膿が外へ出られず、深部に菌が広がってしまうのだ。傷が化膿しないと分かった時点で、改めて縫合するのが正しい処置方だが、そこまで説明しなかったのが悪かった。


（ワクチンはどうしよう）


　狂犬病の発症の報告はほとんど国内ではなく、飼い犬のワクチン摂取率もほぼ百％だ。狂犬病のワクチンは副作用が大きいので、みだりには投与しない。あの子犬が狂犬病とわかった時点で投与してもまだ間に合う。


（けど、破傷風の注射はした方がいい。傷口は泥だらけだったし）


　ワクチンは薬局の冷蔵庫に保管してあるのだ。取りにいこうと俯いて歩きだしたので、若者は仰天した。てっきり見捨てられたと思い込み、「センセッ、行かないでくれよッ」と悲鳴を上げて腕を伸ばした。指の先にオペ着のズボンが触れる。


「センセッ」


　必死の思いで、布を掴んだ。


「あ……」


　Ｓ・Ｍ・Ｌの違いはあるものの、オペ着はある程度フリーサイズに作られている。特にズボンはウエストに紐が通してあって、縛って止めるようになっている。火事場の馬鹿力で、ズボンをぎゅっと握った手に、柴田は思いもよらなかったので足が縺れた。


「アアッ」


　たたらを踏んで前につんのめる。瞬間、ズボンの紐が緩んだ。


「あッ……」


　床に倒れた時は、それ程まずいことが起こったという認識はなかった。


　が、頭を上げると、ナース達の驚愕の表情が目に入る。


「おおーッ」


　嬉しそうな小早川の声がした。


「……え」


　小早川の視線を辿って、柴田は振り返る。自分の裸の臀部が視界に映り、とんでもないものが露出していることを悟った。


「あ、あああッ」


　すねまでずり落ちたズボンを必死で引き上げるが、若者も手を離さない。


「バカッ、離せ！」


「やだッ、いかないで、先生ッ」


「ち、違うって！」


　身体を捩った途端、若者の手が外れ、勢い余って柴田は仰向けに転がった。


「う……わッ」


「うっひゃーッ」


　小早川の眼前に、柴田の衝撃的な有り様が現れた。オペ着の短い上っ張りは、はずみで胸までまくれ上がって、まさにご開帳である。張りのある胸、キュッとくびれたウェスト、しまった下腹、それに黒い革の下着をつけ、かわいらしく膨らんだ股間が、足元に無防備に横たわり、小早川は息を呑んだ。


　一瞬ののち、柴田は必死で態勢を立て直し、ズボンを引き上げる。


　ナース達は息を殺して見守ったが、柴田が真っ赤な顔で立ち上がったので、急いであさっての方角を見る。これはもう、見なかったことにするしかなかった。柴田の性格は解っているので、「ここで何か言ったら、舌を噛んで死ぬかもしれない」と全員が思った。が、小早川はニヤニヤしながら、柴田にウィンクをして見せる。


「いやー、眼福、眼福、先生って、結構大胆なんだねー」


「……うう」


　柴田が泣きそうになったので、小早川は驚いてそばに近寄った。


「な、なんだよ、先生、そんなに恥ずかしがらなくてもいいじゃないか。いやー、いい趣味だと俺は思うぜ、普段のすました顔とは正反対だもんなー、ドッキリしちゃったよ。俺は大好きだな、それ、うん！」


　傷口に塩を塗り込まれたようなもので、柴田は俯いた。


「……わな……で……」


　蚊の鳴くような声に、小早川は「は？」と聞き返す。


「……誰にも……言わないで下さい」


　下を向いたまま泣き声を出すので、小早川はふるいつきたくなる衝動をこらえた。


（かっ、かわいいッ、こいつ……）








　江森は元気一杯で一日の仕事を終えた。今日は新薬の説明会が二つに学会の事務処理の手伝い、それに医局の訪問と相変わらずぎっしりのスケジュールだったが、昨日たっぷり鋭気を養ったので余裕の表情である。


　柴田とのセックスは生きる糧に等しい。エネルギーの放出というよりは、充填なのだ。


　足取りも軽くマンションに帰ると、まだ柴田は帰っていなかった。


「さー、用意、しとこうっと！」


　シャワーを浴びて自分のモノを磨くと、腰にタオルを巻いたままの姿で洗面所の洗濯機の蓋を開ける。


　タイマーで「つけおき洗い」の「ソフト仕上げ」モードにしておいたのだ。


「ふっふっふ」


　既に脱水の済んでいるそれを取り出す。あとはタオルの間に挟んで、余分な水気を取るだけだ。


「乾燥機にかけるとゴワゴワになっちゃいますからね」と、三病棟の近藤ナース長に今日、注意を受けたのである。


「あれ？」


　大きなタオルの上に広げると、黒とラベンダーのメッシュに、アーミー色の革製の三つしかない。


（確か、四つ買ったはず……）


「ベッドの横に落ちてんのかなぁ？　ま、いいや、とりあえず、この三つを乾かしとこーッと！」


　タオルに挟んでパンパンと叩き、


「乾いたかな？」


　手にとって頬擦りしてみる。


「うわーッ、なんか、ヤラシーッ」


　気分は下着ドロボーである。


　と、玄関の扉が大きな音をたてて閉まった。


「五月ッ、どこにいるッ」


　柴田の叫び声に、江森はイソイソとタオルを巻いた姿で飛び出す。


「なーにー、浩司さーん」


　リビングに入ると、柴田が仁王立ちしてこちらを睨んでいた。


「なーに？」


「なーに、じゃねーッ」


　怒鳴りながら、柴田はベルトを緩め、ズボンを降ろす。黒い革のセクシー下着をつけた股間が現れる。


「浩司さん、ダイターン！」


　江森は嬉しそうな声を上げ、ダッシュした。


「え、え？」


「もう欲しいの？　帰ってすぐズボンを降ろすなんて、浩司さんも好きだなー」


「なッ、ち、違う……」


　文句を言おうとする口を塞がれ、あっと言う間に抱き上げられる。


「ち、違うッ」


　手足をバタバタさせる柴田にかまわず、江森はベッドルームへ突入した。抱いたまま、ベッドに倒れ込む。


「一日中、この下着、つけてたんだー、すっごい、イヤラシー……ね、感じてた？」


　耳元に口をつけて囁くと、江森は股間を撫で始める。


「こんな下着、浩司さんがつけてるって、誰も知らないよね……僕だけしか、知らないんだ……浩司さんのコレ……」


「あ……ッ、んんッ」


　怒りたくても、下腹が疼き始め、柴田は喘ぎ声しか出せなくなった。


「ち……違う……っ、お前ッ……そ……うじゃなくて……」


「じゃ、こう？」


　江森は下着の端から指を入れた。


「ア……ンンッ」


「ピチピチだよ、もう」


「ああッ、ううッ」


　ぴっちりした革の下着の中で、体積を増したモノは外へ出たがっている。


「あ……ッ、あんんッ、外してッ……きつ……い」


　クスクス笑いながら、江森は紐をゆるめてやった。


　勢いよく頭を出したモノを握ると、江森はゆっくり扱き出す。


「僕の入れる前に、イッカイ、出す？　浩司さん？　濡れてきたしさあ」


　浮き浮きしたその声に、柴田は観念して江森を見詰めた。


（懲りない奴、こいつにゃ、かなわねー……）


　考えて見れば、間違えて履いたままで病院に行った自分が悪いのだ。


（だよな、俺が寝坊したんだし……悪いのは俺だ）


　愛する男の笑顔に、自分も顔が綻んでゆく。優しい愛撫にもう身体もすべてを許している。自分から腕を江森の首に巻き付け、引き寄せた。


「ううん……もう、入れて……」


　懲りない恋人はうっとりと目を細め、囁く。


「浩司さん……愛してるよ……」








　そしてここにも懲りない恋人が一人。


「いや、このページを捲る感が微妙にいやらしいな……」


　精神科医局のソファに陣取り、にやけた顔でiPhoneを操作しているのは言わずと知れた今夜の当直医・小早川哲雄講師だ。


「ネット通販は便利だなあ、こんなものもワンクリックで買えるんだからな。だけどつい買い過ぎちゃいそうだ。大量消費時代の罠だな」


　液晶には先ほど救急室で見た下着と同じタイプのものが映っている。革製で両サイドは紐、色のバリエーションも豊富だ。


「博基の毛は下も栗色がかってるからな。こう、赤とかオレンジなんかいいかも知れない」


　親指と人差し指で画像を拡大する。


「うーん、この指をこう動かすのがまたいやらしいな」


「何をぶつぶつ言っている」


　聞き慣れた厳しい声に小早川はiphoneを放り出しそうになった。


「ひ、博基！」


「お前がどもるときはたいがい悪いことを考えているか、もしくは悪いことをしているときだったな」


　第一外科講師の木田博基はソファの後ろから小早川の手元を覗き込んだ。


「なんだ？　出会い系サイトでも開いているのか？」


「博基、なんだよ、急に」


　焦って小早川は肩越しに恋人を見上げた。恋人はいつもの半袖白衣で、下には緑色のオペ着を履いている。手には紙袋を持っていた。


「お前、当直なのか？」


「いいや。さっきまで医局で勉強会があったんだ。それよりなにか？　当直でもなければ夜、ここを訪ねちゃいけないのか？」


　木田の眉がきゅっと吊り上がったので、小早川は「まさか」と首を振った。


「お前が当直だから差し入れに来たのに」


　木田は手に持っていた紙袋を小早川に押しつける。美味そうな香りが中から立ち上った。


「お、肉まんか！　お前も食べるんだろ？」


　紙袋を覗いて小早川は嬉しそうな声を出す。


「当たり前だ。まったく一緒に食べようとわざわざ買ってきたのに、恋人は出会い系サイトを覗いているんだからな」


「違うよ、それは。俺が見てたのはこれだって」


　誤解を解こうと、慌てて小早川はiPhoneを木田に見せた。木田は眉間に皺を寄せたまま、液晶を見入る。顔を上げ、小早川を睨んだ。


「なにが楽しくてこんなものを見ているんだ？」


「楽しい、というか、買おうと思って……」


　おそるおそる小早川は口を開く。


（怒るだろうな……変態と罵られるかな）


　以前、行為の最中にふと「今度、学ランを着てくれ」と頼んだところ、怒り出して強制終了になったことを思い出す。


（博基はくそ真面目だからな……柴田先生みたいに普段は真面目だけどベッドのなかではドッキリ・ダイタン、みたいのって理想だ）


　だが小早川の予想に反し、木田は「ふうん」と呟くと、iPhoneを返して寄こした。


「いいんじゃないか？」


「ええっ、いいのか、買っても？」


　当たり前だ、と木田はミニキッチンへと向かう。


「それよりコーヒーでも淹れよう。あ、お茶のほうがいいな、肉まんだからね」


（やった！）


　心の中で叫ぶと、小早川はソファに戻り、別の商品をクリックした。


「好きなの、買ってもいいか？」


「ああ。お前が買うんだ、好きにしろ」


　やった！　と再び小早川は心の中で叫ぶ。色違いの革製を二点、それからcockを筒状にくるむタイプも買い物かごに入れてしまった。


（これはかなり変態度が高いなあ……中世の拷問具っぽいし。でもまあいいか、博基が好きなのを買っていいといったんだしな）


　うきうきとiPhoneを見続ける小早川を木田は肩越しに振り返り、呆れ顔になった。


（まったく……なんて奴だ）


　手元に視線を戻し、茶葉が広がったのを確認する。急須から湯飲みに注ぎながら思った。


（ま、僕のじゃないからどうでもいいがね。人の趣味に口は出さない主義だし）


　へんてこな下着を身につけた小早川を想像し、ぷっと吹き出してしまう。


（しかし、哲雄も意外とお茶目なんだな……というか、ほとんどお笑いだが）


　笑いながらお盆を手に戻ってくる木田に、小早川は怪訝な顔になった。


「下着を買うのがそんなに嬉しいのか？」


「いや、別に。意外とお前は可愛いな、と思ってね」


「え、そうか？　いやー、俺もお前がそんなに喜ぶとは思わなかったよ」


　小早川はにっこりし、お茶を一口飲む。


「うん、美味い、お前が煎れてくれたお茶は一番だ」


「なにを言っている」


　それでも木田も笑みを浮かべる。


　誤解しあったまま、恋人たちの夜は穏やかに更けていくのだった。


ＥＮＤ　　











恋人たちの夜桜見物
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　火曜日の朝、ここ私立Ｊ医大付属病院３病棟はいつもより少しだけ慌ただしさがない。この病棟のベッドはおおむね消化器を専門とする第２外科の入院患者なのだが、その第２外科の定例手術が火曜日はないためなのだ。


　いつもだったら八時にはオペ室から呼び出しがかかり、オペ出しと呼ばれるナースが手術患者の申し送りの準備に忙しい。混合病棟なので、消化器内科に所属する患者もいて、朝の検査などは相変わらずあるのだが、それでもいつもより深夜勤のナース達の業務は少ない。


　病棟主任が日勤帯のナースへの申し送りに入ろうとしたところで、ふと、エレベーターから真っ直ぐに俯き加減で歩いてくる痩せた若い医師の姿に気づいた。


「まあ、柴田先生、おはようございます」


「……ん」


　ナースステーションに入ってきた医師はちらりと顔を上げ、口の中で答える。えらく愛想がないが、主任はにっこりと微笑みかけた。一見して冷たい風貌のこともあり、この無口さはひどく無愛想に見られがちなのだが、実は極端に内向的なためと主任は承知だった。切れ長の眼に細く高い鼻梁、華奢な顔立ちの美貌はナースに大人気なのだが、加えて「同性愛者」であるという暗黙の了解がさらに人気を呼んでいた。職場でオコゲの気分を味わえるからである。


　早速おかっぱ頭の若いナースが一人、柴田が腰の辺りに手をやることに気づいた。


「センセ、お疲れですかあ？」


　意味ありげな目つきに、隣にいたポニーテールにしたナースも嬉しそうに声を掛ける。


「腰、痛いんですか？　シップ、貼って差し上げましょうか？」


「うっ」


　柴田は真っ赤になって「いや、違う」と口の中で言い訳する。


　こそこそと脇を通り抜けた。


　もちろん、ナース達は柴田をからかっているのである。


　柴田の同棲相手が精力抜群ということは三病棟のナースは誰もが知っている。


　激しい夜の翌朝、柴田がだるそうにしていることなどお見通しなのだ。


「昨日も激しかったのよ、きっと！」


「うわーっ、一度でいいからホントのって見てみたーい！」


「やっだー、でも私も知りたいかも？」


　柴田はひそひそ囁き合うナース達を避け、カルテ棚へ行くと、受け持ち患者のカルテを出した。


　定例の手術はないのだが、今日は医局で症例検討会（カンファランス）がある。その前に診察をしておこうと、早めに病棟を訪れたのだった。


（朝からからかわれるなんて……）


　げんなりしながら温度板でバイタルをチェックしていると、「竹野さんのカルテ、どこかな」と低い声が傍で上がった。


「……あ」


　柴田が振り返ると、細身の半袖白衣を着た医師が戸口から覗き込んでいる。こちらも驚くほど整った顔だ。


「……木田先生」


「やあ、柴田先生」


　第１外科の木田（きだ）博基（ひろき）講師だった。額に落ちた栗色の髪を掻き上げ、縁なしの眼鏡の弦に指を添え、柴田に笑みを投げる。


「先生、３病棟に受け持ち患者さんがいらっしゃるんですか？」


　柴田はカルテ棚に目をやる。


「いや、ちょっと消化器内科の先生に移植の適応についての相談を受けたんだ」


　木田はナースステーションに入ると、柴田の傍にやってきた。


「ああ」


　柴田は納得して頷く。


　木田博基はアメリカ留学して臓器移植の研究をした。帰国をきっかけにＪ医大で科を越えた移植チームが結成されることになり、その中心的役割を果たしている。柴田も誘われて何度か勉強会に出ており、木田とは顔なじみだった。


　この三月に講師に就任したばかりだが、第１外科でも研究と臨床の両方で今一番実力があるとの評判の医師で、柴田も尊敬の念を抱いている。急いで竹野のカルテを出し、木田に手渡す。


「ありがとう」


　木田は丁寧に言うとカルテを受け取り、また微笑んだ。


「この患者さんは、劇症肝炎で肝硬変になってね、まだ三十代なんだが、積極的に移植を希望しているんだ」


　木田は丁寧に柴田に説明を始める。


（講師の先生なのに、俺みたいに下っ端にも、本当に親切ですごくいい人なんだよな……）


　柴田は尊敬と憧れの念でいっぱいになって、木田を見上げる。


「年齢的には、もう少し待ってもいいのかも知れないが、肝硬変が進んでからの移植は難しいからね。かえって早く踏み切ったほうが僕はいいと思うんだ」


「確かにQuarity of Life（Ｑ　　Ｏ　　Ｌ）から言っても、早く社会復帰したいでしょうね」


　柴田も賛成する。


「それで、実はＰＡＰの患者さんから、ドミノ肝移植をという話が持ち上がってね……柴田先生、君ならどう思う？」


「えっ、俺なんか……」


　意見を求められ、柴田は一瞬詰まったが、


「俺はいいと思います」


　ＰＡＰはアミロイドという物質が肝臓で生産され、全身に沈着して死に至る難病だ。ただ何十年にも渡る遅い進行なので、生体肝移植を受けるＰＡＰの患者さんから摘出された肝臓を、より重い肝臓病の人へ移植する、ドミノ肝移植という治療法がある。半年ほど前、木田が専門医を京都大学から呼んでドミノ肝移植についての研究会を開いていた。それに出席していた柴田は木田の意見に素直に賛同する。


「アミロイドが沈着するまでには二十年かかります。二十年経ったら、新しい治療法が確立されることもあるでしょうし、やっぱりＱＯＬからいって、それは正しいと思います」


　普段は口が重い柴田なのだが、こと医学に関しては滑らかに誠実さを滲ませて答える。


「そうだね……」


　木田は眼を細めて柴田を見ていたが、「そうだ」とまた話しかける。


「先生、土曜日の午後、空いてる？」


「え？」


　周りで耳をダンボにしていたナース達が息を呑んだ。


　木田博基はもちろん美貌でも有名だったが、輝かしい経歴と外科医としての優秀さで、柴田とはまた別な意味で人気が高い。その人気抜群の二人がツーショットで見られるという幸運に、ナース達は息を凝らして注目していたのだ。


　それが『いきなりお誘い？』と誰もが次の言葉を待つ。


「空いてますけど……」


　今週の土曜日、江森は確か、テニス同好会の練習へ行くと言っていたっけ……柴田は同棲中の恋人の顔を思い浮かべる。江森は会社のテニス同好会の練習に参加すると、今朝、ベッドの中でいちゃつきながら話してくれた……。


　柴田の答えに木田は「良かった、じゃあ、一緒に厚木病院の学術研究会に出ないか？」と言葉を続けた。


「ＰＡＰとＦＰのゲノム診断についての研究発表があるんだ。君の消化器外科にも関連があるだろう？」


　ＦＰ（Familial Poliposis）という病気は、遺伝性で、大腸粘膜にポリープというおできのようなものが出来る。高い確率で癌化することから、遺伝子診断を行って早い時期に手術を進める、という治療の研究が進んでいるのだった。


「ちょうど僕がＮＩＨに留学していたとき、そこで研究していた横浜国大の先生が、このたび帰国してね。その最新の知見を発表するというんだよ」


　木田はワシントンのＮＩＨに三年間留学していたのだ。


「はい、ご一緒させていただきます」


　憧れの木田に直々で勉強会のお誘いを受け、柴田は頬を紅潮させて答える。


「それじゃあ、詳しくはまたあとで」


　木田はカルテを手に持ち、ナースステーションから出ていく。


　背後からナース達の「はーっ」という溜め息が上がったので、柴田は怪訝な顔で振り返った。と、自分たちに視線が注がれていたことに気づく。


「え？」


　真っ赤になって、急いでカルテに顔を突っ込んだ。


「今日は朝からいいもの、見ちゃったわねー」


「ほんとほんと！　木田先生と柴田先生のツーショットなんて、ちょっとないわよ！」


　ナース達は勤務していて良かったと、肘で小突きあう。主任は「こほん」と咳き込んで一応たしなめる素振りを見せたが、『申し送りのあと、近藤ナース長に自慢しよう』と思っていた。近藤ナース長は三病棟の柴田ファンクラブの会長なのだった。








（厚木病院かあ……）


　柴田は診察を終え、医局のある研究棟へと向かいながら考えていた。


　厚木病院はＪ医大の関連病院で、神奈川県厚木市にあるベッド数の多い総合病院だ。Ｊ医大に勤務する医師達はローテーションを組んで出張している。柴田はまだ、そこで勤務したことはないが、柴田の同期で幼馴染みの内科医・相沢（あいざわ）和彦（かずひこ）は一年前、出張していた。その頃、一、二度、機会があって病院を訪れたことがある。


　実を言えば相沢和彦は柴田の片恋の相手でもあった。相沢の結婚で柴田が絶望的な恋に終止符を打ったのが、およそ一年前のことである。今や江森という情熱的なパートナーがいる柴田だが、当時は「死んだほうがまし」という落ち込みようだったのだ。


　そういうわけで、厚木病院はある意味、柴田にとっては長い間鬼門だったのだが、今、木田に誘われてもなんらの特別な感想はなかった。


（それって、五月がいてくれるからなんだな……）


　それよりも柴田にしては珍しく、積極的な考えが沸き起こっている。


（近くに七沢温泉てとこがあったよな……土曜日だし、五月を誘って一泊するってどうだろう……）


　だいたいこの三日間、かなり激しく愛し合って、腰は限界だった。それだけではない。週末に柴田はえらい眼にあったのだ。


　そもそも夏休みに江森と訪れたホテルで、蕎麦アレルギーで呼吸の止まりかけたデニスというアメリカ人を助けたことが発端だった。


　そのデニスが再び日本を仕事で訪れ、柴田に礼を言うため、ホテルのＧＭ(ジェネラルマネージャー)桜井真人を介して会いたいと希望した。


「一緒に食事を取ろう」


　誘われて断る理由もないまま、柴田は待ち合わせのホテルへ行った。


　ところがそのホテルのスウィートルームで食事中、桜井が席を外した隙に危うくレイプされるところだったのだ……。デニスと彼のパートナー、ナサニエルという男は危険きわまりないハードゲイだったのである。


　幸い、桜井と江森によって寸前で救い出されたのだが。


　だが騒動はそれだけではすまなかった。


　翌々日の月曜日にはホワイトデーのお返しにと江森から贈られたセクシー下着を、柴田は間違えて着替えるのを忘れ、つけたまま仕事に出た。その夜、救急外来で患者を診察する際に転倒し、弾みでちょうどそこへやって来た精神科講師の小早川（こばやかわ）哲雄（てつお）医師にその下着を見られる、というハプニングにも見舞われた。


　実は男もＯＫという小早川はうはうはと喜んだが、柴田はすっかり気落ちした。


　この三日間の精神的かつ肉体的疲労はなまじなものではなかったのである。


　もちろん恋人の江森と愛し合えば、すべてのストレスは吹っ飛ぶのだが、


（たまには温泉にでも入ってゆっくりしたいな……）


　ことのところ、江森と旅行に行ったのは二月のスキーが最後だ。それだって医局旅行だったのだから、二人だけのアツアツの時間など持てなかった、と柴田は思い、次の瞬間、


（でもないかな……）


と否定する。


（結構、ヤッたか……）


　それはともかく、


（江森に聞いてみよう！）








　内科学会の準備に駆り出されていたが、江森はなんとか日付の代わる直前にマンションに帰ることが出来た。ＭＲの仕事は薬品の売り込みだけでなく、学会の手伝いやら医者達の接待やらと、ほとんど何でも屋なのだ。


　今夜も仕事の終わったあと、医局長と講師達を飲み屋へ連れて行って労をねぎらい、タクシーで自宅まで送り届ける、というところまでやったので、ずいぶんと時間がかかってしまったのであった。


「はあー、『ご苦労様』ってねぎらって貰うのは僕の方だと思うんだけどなー」


　ぼやきながら江森はシャワーで濡れた栗色の癖毛をごしごしとタオルで拭く。


　洗面所から上がるぼやきに、ベッドで外科学書を読んでいた柴田は苦笑した。


「珍しいじゃないか、お前が文句を言うなんて」


　真面目で仕事熱心な江森は、他のＭＲが嫌がるような面倒な仕事も率先して引き受けるので評判だった。それも決して嫌な顔をせずに。


「だってね……今日、どこへ行ったと思う？」


　ベッドルームに戻ってきた江森は、パジャマを着ながらぼやき続ける。


　珍しく第３内科の医局長が接待先をご指名したのだが、


「そこがなんと、ＳＭショーパブだったんだよぉ、それも男同士の！」


　第３内科の医局長・野村は、以前、江森が心臓の痛みを訴えた時、夜間救急外来で世話になったことがあった。そのことを覚えていて、医局に江森が顔を出すと、「おう、江森君、恋の病は治ったかね？」とからかわれてしまった。


「その節はお世話になりました」


　神妙に礼を言うと、「では、今日はここに行きたいんだ」と言われ、言う通りにするしかなかったのだった。


「ええっ、ＳＭ？　男同士？」


　聞いた柴田も仰天する。


「野村先生ってすごく真面目そうな人なのに……そんな趣味があったのか！」


「じゃなくてねえ……」


　ＳＭといってもコミックショーに近いもので、「イッセイ薬品」という会社のＭＲに一度連れて行って貰ったことがあり、結構楽しかったので、また行きたい、と言われたのだ。


「でもさー、店の名前、覚えてないんだもの、僕、探すのに苦労しちゃったよー」


　江森はパジャマのボタンを留めながら、顰め面をした。


　仕方なく、「イッセイ薬品」のＭＲと連絡を取り、接待に使った店の名を聞いた。


　ところが野村を接待したＭＲが実はＪ医大担当ではなかったため、江森が連絡を取ったその男は場所を知らなかった。


「もう、色々な人に聞きまくって、やっと判ったんだよぉ。恥ずかしかったよー、僕。だってさ、『新宿で、ＳＭショウをやっているホモパブに行きたいんですけど、名前を教えてください』って、何人に言ったと思う？」


　さすがに柴田もこれには同情した。


「そりゃ大変だったな……でも、野村先生には喜んで貰えたんだろ？」


　江森は柴田の隣に滑り込むと「まあね」と答えた。


「けど、参っちゃったよー、だって、ホモっぽい人ばっかでさ。僕、ホモじゃないのに、なんか、寄ってくる人がいて……」


「え？」


　柴田は読みかけの本を閉じ、サイドテーブルに置く。怪訝な顔で江森を振り返った。


「だって、お前、俺と付き合ってるんだから、ホモじゃないのか？」


「違うよぉ、僕はね、男は浩司さんにしか欲情しないの！　だからホモじゃないんだよ」


　どうもその理屈が判らず、柴田は首を捻る。


　ちょっと心配な顔になって、江森を見上げた。


「じゃあ、俺以外だったら、女がいいのか、やっぱり？」


「違うって！」


　心配性の柴田にまた江森は焦って否定する。


「もう、あなた以外はいらないってことだって！」


　言いながらするりと腰に手を伸ばすが、さすがに柴田は「今日は駄目」とはねつけた。


「もう三日連続だもん、俺、一滴も出ないよ！　それに明日、朝いちの手術に入るから、絶対やらない！」


「入れないから、ちょっと触らせて？」


　未練がましく江森はおねだりする。


「駄目！」


　精力だけでなく、テクニックも並みではない江森だ。未熟な自分は一度許したら言葉通りの「ちょっと」ではすまないと、もう柴田も判っている。


「……はい」


　大きな栗色の眼が哀しそうに伏せられたので、柴田はちょっと胸がちくりとした。


「……ごめんな、俺が体力ないばっかりに……」


　どうもトロいのである。江森しか知らない柴田には、「普通はこんなにしない」という意識はなかった。


　思い出して土曜日のことを言ってみる。


「あのさ、じゃあ代わりに……てのも変だけどさ……お前、土曜日、空いてる？」


　先週江森は医療機器の展示会の手伝いに駆り出された。柴田がレイプされかけたのは自分が一緒にいてやれなかったせいと、ひどく後悔し、絶対今週は二人きりで過ごす、と決心している。


「うんっ、今週は大丈夫だよ！」


「じゃあ、俺、午後は厚木病院の研究発表会に行くけど、あっちで合流して、七沢温泉に一泊しないか？」


　江森は一気に明るい顔になった。


「うん、行く！　じゃあ、一緒に温泉だね、ヤッター！」


　既に頭の中は、露天風呂で一杯だ。もちろん柴田と中でやることまで想像は暴走している。


　クスクス笑いながら柴田の顔を両手で挟み、額にキスを落とす。


「それまで僕、取っとくよ！　で、うんと濃いの、浩司さんの中に出すからね！」


「もうっ」







２




　厚木病院は厚木市の横浜寄りにあり、東名高速厚木インターから降りてすぐだ。総合病院なのでかなりのベッド数である。勤務している医者は多くがＪ医大からの派遣であった。


「君、そこにもう一列、パイプ椅子を並べたほうがいい」


　厚木病院の三階、会議室で神崎（かんざき）健雄（たけお）はＭＲたちの筆頭に立って、学術研究会の準備に励んでいた。


「それからスライドの準備は？　長谷川先生から受け取ってきたかね？」


　今日の講義をするのは横浜国大理学部の長谷川准教授で、先ほど、厚木病院に到着したところだった。


「あっ、まだです！」


　若手のＭＲが飛び上がる。


「私が取りに行ってこよう。確か、医局にいらっしゃると思ったが」


　神崎は走り出そうとする若手を制し、自分が戸口へと向かう。


「すみません！」


「いいのだ」


　口調は怒ってはいないものの、『使えないものが最近多くて困る』と神崎は思っていた。


（本当にきょうびの若い連中ときたら……）


　心の中で舌打ちしているとも知らず、残された若手は神崎の有能ぶりに感心していた。


「やっぱ、気配りが違うよな、あの人は」


　別の会社のＭＲに囁く。


「それに格好いいし……医者に全然負けてないもんな」


　神崎はこの厚木地区の営業部長だった。五年前、東北地区の切り込み隊長として神崎は仙台へ移動した。彼が営業部長となってから、イッセイ薬品のシェアは途端に伸びた、という噂である。この秋から再び神奈川に戻ってきたのである。


　四十代半ばに差し掛かっていたが、背は１８８ｃｍと高く、髪はオールバックにしている。太い眉に射通すような鋭い眼差し、張った顎はちょっと強面で、ダークグレイのスーツを着ていると素人に見えないところもあった。基本的にヨイショマンなのだが、物腰は柔らかく落ち着いた物言いは知性を感じさせ、医者からの信頼は厚い。接待の席でもイヤミを匂わせない上品な態度で、他のメーカーのＭＲからも「あいつを見習え」と賞賛を受けているのである。


　むろん単なるヨイショだけでは、いまどき業績を伸ばすことなど簡単には出来ない。神崎は薬品に対する知識も豊富で、勉強熱心だった。新薬が開発されれば率先して学術論文などに目を通す。


　そうやって業績を伸ばし、個人的に信頼されるまでに多大な犠牲を彼は払っていた。神崎は仕事に生活の全てを捧げ、独身を貫いている。そして普通の男たちのストレス発散場所である家庭を持たないため、ストレス対策には非常に気を使っているのだった。


　いつも神崎は同僚や上司達から、「どうやって気分を変えているんだね、教えてくれないか？」などとからかいや羨望を含んだ眼で尋ねられる。女の影のない神埼にはゲイという噂もあったが、あまりにも有能なので、上司も突っ込んで詮索はしないのだ。それでもたまにはいやみを言われることもある。だがそのたびに曖昧に笑って誤魔化すことにしている。


　それは誰にも言えない秘密の方法なのだった。


（やれやれ、ここが終わってもまだ今日は仕事があるんだよな……）


　神崎は溜息をつき、エレベーターのボタンを押す。


　明日は七沢温泉リハビリテーション病院の整形外科のゴルフコンペがある。もちろん神崎は前の晩から温泉に泊まり、整形外科部長以下、非常勤の医師を含めて十人を接待しなくてはならない。泊りがけで、気を抜く暇がないのだ。


（仕方ない……来週の週末は絶対、あそこへ行くぞ！）


　エレベーターで七階の総合医局へ行くと、奥にある休憩コーナーのソファに人影が見えた。


　近づいて「失礼します」と腰を折る。


「長谷川先生には大変ご足労をおかけします、本日は研究発表会の講師を受けていただき、我々メーカーの者も勉強なると喜んでおります」


　小太りした内科部長の堀川が振り向き、「ああ、神崎君、いつもご苦労だね」と機嫌の良い声を出す。隣の眼鏡を掛けた真面目そうな男に話しかける。


「長谷川先生、紹介しよう、こちらイッセイ薬品の担当神崎君だ、今日の研究会も色々やってもらってるんだよ」


　手招きされ、神崎は進み出る。


「この厚木病院を担当させて頂いております、神崎です」


　長谷川は国立大在籍で、なおかつ理学部と言う地味な学部なので、あまりメーカーとの交流はない。理科系には見えない大柄な男で、少し猫背気味である。かけていた太縁の眼鏡を外し、「宜しく」と簡単に挨拶を返した。


　神埼も国公立大の医師が愛想がないのには慣れているので、にっこりと笑うだけでまた一歩下がる。


　長谷川の前に木田博基が座っているのを認め「木田先生、お久しぶりです」と言った。


「いつもＪ医大でうちのものがお世話になっています」


　木田講師はＪ医大の有名人で、神埼も何度か、学会の席上で顔を合わせていたのだった。木田の美貌は一度あったら誰もが忘れられない。もちろん神埼もそうだった。


　だがその隣の痩せた若手医師の顔を見たとき、神崎は一瞬身体に電流が走ったように感じた。いつもの社会的通念と常識で作った対人用仮面が剥がれ落ちてしまうほどの。


（こ、これは……）


　男は切れ長の冷たい知性的な眼に細く高い鼻梁、尖った顎で、ワイシャツの襟から少しだけ覗く喉は白い。黒々とした艶のある髪は七三に撫で付けられているが、幾筋かの毛が額に落ち、弧を描く細い眉を隠している。きゅっと締まった桜色の薄い唇は両端が少し下がり、への字型だ。


（嘘だ……信じられない……）


　今、理想の女王様が目の前に座っている。


　神崎はひれ伏して「踏んでください！」と叫びそうになり、必死で堪える。


　そう、彼の人に言えないストレス発散法はＳの女王様に辱められることだった……それもホモの。


　ＭＲの鏡とも賞賛される彼の秘密とはこのことだった……。


　一言も声を発することが出来ないでいる神崎に、木田はにっこりと笑う。


「紹介するよ、こちらは初めてだろう？　うちの第２外科の柴田浩司先生だ。今日は僕の誘いにつきあってくれたんだよ」


　口を半開きにしたまま、神崎はよろよろと前へ出た。そして震える手を差し出す。


　柴田は表情を変えずにその手を握る。


（ああ……これだけで達きそうだ……）


　冷静を装い、神崎は小さな柔らかい手の感触を楽しむ。この手で尻をぶってもらいたい、などと考えていることはおくびにも出さず、「お初にお目にかかります」と裏返った声で挨拶した。


「……柴田です」


　低い声が唇から漏れ、白い歯が少しだけ覗く。


（ああ……いい……）


　声も理想だ。高すぎず、低すぎず、冷たい雰囲気の中に高潔さが漂う……。


　また神崎は「そのお口で罵ってください、女王様！」と叫びそうになるのを堪えた。


「で、なんだっけ？」


　堀川内科部長が話を元に戻す。


　神崎ははっと我に帰り、「あの、スライドを受け取りに参りました」と答えた。


「これだよ、持っていってくれたまえ」


　長谷川からスライドを受け取ると、神崎はよろめく足取りで何とか医局の外へ出た。


　出た途端に壁に寄りかかり、背広の内ポケットから真っ白い絹のハンカチを取り出す。額の汗を拭き、溜息をついた。








　研究会の間中、ずっと神崎は他社のＭＲから柴田の情報収集に努めた。


　まだ入局三年目の若手と聞き、知らなかったのも無理はないと納得する。自分が仙台支社へ行っている間に、Ｊ医大に勤務するようになったのだから。


（しかし、知ってたら戻ってくるときに厚木病院じゃなくてＪ医大に担当を替えてもらうんだった……）


　くそっと神崎は歯噛みをする。


　どんなことをしても、あの柴田と懇意になりたい！


　木田博基医師とは所属が違うが、木田が柴田の優秀さを買っていて、自分の移植チームの一員としていることなども聞き出す。


（ああ、理想的だ……私は馬鹿が嫌いなのだ！）


　そう、同僚だけでなく医者の中にも馬鹿はいる。そういった馬鹿な連中と日ごろは付き合わなくてはいけないのだから、プライベートで自分を支配する女王は、顔はもちろん重要だが、とりわけ頭のいい男でなくては嫌だった。しかも柴田が冷たいと評されていることも知らされ、また小躍りする。


（いいぞ、いいぞ、きっと激しく罵ってくれるだろう……そしてうんと苛めてもらいたい……）


　神崎が会議室の壁に寄りかかり、場内を見ていると、やがて質疑応答の時間になって柴田が質問をしようと立ち上がった。神崎は思わず身を乗り出す。


「年齢的に何歳からゲノム変異を見越して、検査をするのが一番だと思いますか？」


　柴田の質問に長谷川は神妙な顔で答える。


「そうですね、悪性化はやはり二十代から見られますから、高校生になったらすぐに実施すべきでしょう」


　神崎はうっとりと柴田の横顔を眺めた。


　まもなく研究会が終り、ぞろぞろと医師たちが外へ出て行く。


　ＭＲはずらりと並び、医師たちに「ありがとうございました」と頭を下げる。


　他のＭＲたちと一緒に感謝の言葉を述べながら、神崎は必死で目の前を通り過ぎてゆく医者の間に柴田を探したが、もう影も形もない。


（嘘だろう……）


　ここで別れるつもりはなかった。「お茶でも」と何でもいいから理由をつけて、柴田と接近したい。


　列から離れて探していると、木田博基医師が長谷川と話しているのを見つけた。


（一緒に来たんだから、一緒に帰るかも知れない）


　急いで傍へ寄り、丁寧にお辞儀をする。


「木田先生、遠くからわざわざありがとうございました」


　木田は目を細め、「いや、僕は長谷川先生と話もしたかったし」と答える。


「それでは少しお時間を頂きまして、ご一献、いかがですか？」


　神崎は腕時計を確かめる。七沢温泉へ行くまでまだ少し、時間があった。


「そうだねえ……ハセ、お茶でも飲みながら話そうか？」


「いいね、立ち話もなんだからね」


　やった！　と神崎は長谷川のアタッシュケースを受け取る。そして木田に「あの、さっきご一緒だった先生は？」とさりげなく尋ねた。


「宜しかったら、ご一緒に」


　木田はしかし、優雅に手を振った。


「柴田先生はもう帰ったよ。僕もお茶でも飲もうと誘ったんだけどね、振られたよ。なんでも約束があるんだって」


　そしてくすりと笑う。


「彼は難しい性格だからね。神崎さん、ちょっとやそっとでは友達になれないよ？」


　なにやら見透かされたようで、神崎はうっとなったが「いえ、何をおっしゃいます」と流す。すると長谷川が横から、


「ヒロ、お前から『難しい性格』なんて言われるようじゃなあ。そいつ、そうとう変わり者なんだろうな」


と呆れ声を出した。


「変わり者というか……彼は内気なんだと思うよ？」


　さり気なくフォローする木田を長谷川は驚いて見る。


「ほんと、お前も丸くなったよな……誰のお陰なんだか？」


　木田は何も言わずに柔らかく微笑んだ。
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　柴田は病院の駐車場に赤いボルボを探していた。


　先程、携帯に連絡を入れたところ、既に駐車場に着いていると言われたのだ。


　車の間を歩いていると、


「こっちだよ、浩司さーん」


　明るい声で呼ばれ、柴田は目を凝らす。


　江森がにこにこして運転席の窓を開け、手を振っている。


「早く行こう、浩司さん！」


「うん！」


　柴田が助手席に乗り込むと、すぐさま江森は車を発進させる。


「どうだった、浩司さん？」


「すっごく勉強になったよ」


　真剣な声で柴田は答えた。


「今度、また木田先生に誘ってもらおうと思ってる」


　まあ木田博基医師なら真面目だから、柴田を誘っても別に変なことをしないだろうと江森は思った。


　柴田に近づく男に対していつもはひどく嫉妬する江森なのであるが、木田に関してはあまり心配していない。柴田は優秀な先輩として木田を慕っているのだ。それは当然のことだし、さらに理由もあった。


（木田先生は、別に付き合ってる人がいるもんな……チョーお堅い木田先生の性格だったら、絶対、浮気なんかしないだろうし）


　江森はだいぶ前、木田の引っ越しを手伝ったことがあった。


　正確に言うと「木田の引っ越し」ではなく、「木田の友人・小早川哲雄の木田のマンションへの引っ越し」であった。最初は気の合う友人同士が一緒に住むのかとも思ったが、どうもそうではないらしいと最近気づいている。それも自分が柴田と同棲することになったからだった。


（大人の男同士で、普通一緒に住まないよな……お金がなくてルームシェアするってことならともかく……）


　両方金持ちの医者なのだから、ルームシェアではないと思う。


（そりゃ、恋人同士ってことだよ）


　そう結論づけている。


　小早川哲雄は精神科講師で、堂々とした体躯の男だ。プレイボーイという評判で、さらに型破りな言動も院内では有名である。お堅い木田の相手としてはちょっと砕けすぎているような気もするが、様々な難問に誠実に取り組み、素早く解決する優秀な医者と評されている。加えて男気に溢れ、ＭＲたちに対しても丁寧で、江森も一目置いている。


（きっとあの二人は、すごく合ってるんだろうな……）


　自分と柴田のように、と江森は思う。


　運転しながら自分にはまるで判らない研究内容を熱心に話し続ける柴田に、優しい笑みを投げかける。


（ほんと、浩司さんて熱心で真面目で、いいよな……）








　七沢温泉は厚木市内から車で二十分ぐらいの距離だ。丘陵地帯にあり、ホテルや旅館の数は温泉郷というほど多くない。周りには有名なカントリークラブが幾つもあるので、ゴルフ客が前日から泊まって温泉を楽しむ、というのが宿泊客のパターンである。


　江森もコンペの手伝いに借り出され、七沢温泉に泊まったことがあるので、だいたいのことは知っていた。


　中でも一番大きな旅館の前に江森はボルボを乗り付ける。歴史のある和風の建物で、日本庭園に面した大きな露天風呂が有名だ。


　柴田に誘われた翌日すぐ、江森はしっかり予約を入れたのだった。


「浩司さん、ついたよ」


　江森は紺色のハッピ姿の番頭さんに誘導され、竜舌蘭の植わっている花壇の横にボルボを停めた。


「いらっしゃいまし、お荷物をお運びしましょう」


　番頭さんに江森は「少ないから大丈夫です」と断る。言いながら助手席を振り返ると柴田がアタッシュケースを手にして車を降りたので、ちょっと江森は呆れた。自分のほうは柴田の着替えも詰めた小さなボストンバッグである。


「浩司さん、それ、車の中に置いておきなよ。まだ勉強する気なの？」


「だって、さっき木田先生から長谷川先生の論文のコピーを貰ったんだ。せっかくだから読んでおこうと思って……」


　まあ仕方がないと江森は肩を竦めた。自分から先に立って、どんどん玄関へ入っていく。玄関ロビーには梅の花が生けてある大きな花瓶があり、春爛漫といった雰囲気だ。年代を重ね、黒光りする太い大黒柱や、磨かれた木の廊下は、ひなびた旅館特有の温かみがある。


「なんか、感じ、いいね」


　柴田は見回しながら江森に小声で感想を漏らす。


「でしょう？　ここ、穴場なんですよ？　結構ご飯も美味しいし。で、明日はこの近くのすっごい行列のできるラーメン屋さんへ行きましょうね？」


　一緒になって周りを見回していた江森は、ふと、お帳場の「歓迎」と書かれたところに「七沢リハビリテーション病院整形外科御一行様」という札が下がっているのに目を止めた。


「うわ、リハ病院の人だ、知ってる人がいたら困るなー」


　七沢リハ病院は厚木病院に近いこともあって、患者を紹介しあうだけでなく、勉強会を合同で開催することも多い。江森も何回かそういった会合に借り出され、リハ病院の医師たちと顔を合わせたこともある。


　後ろから付いてきた柴田は「そうか？」と首を傾げる。


「だってプライベートだろ？」


　それでも柴田を接待していると思われるのは困る、と江森は思った。


　柴田は接待嫌いで通っている。それが一社からは接待を受けていると思われるのはまずい。付き合い始めてすぐの頃もかなり江森は気を使ったのだった。


　それがどうも柴田のほうは、「プライベートはプライベート」と思い込む性質らしく、江森といるところを病院外で見られるのは平気なようだった。


（この人ってさあ……なんか、ずれてるんだよね……）


　でもこの社会通念から外れているところも、なんだかピュアな感じがして可愛いのだと、江森はきょとんとこちらを見上げる柴田に微笑んだ。


「そうだね、僕たち、二人で遊びに来たんだものね」


　チェックインすると二人は部屋に案内される。十畳ほどの和室に六畳の間が連なっているゆったりとした部屋だ。


　仲居さんは「明日は何時からのスタートですの？」とお茶を入れながら尋ねた。もちろん二人がゴルフに来たと思っているのだ。


「え、まあ……ゆっくりなんで」


　江森は曖昧に誤魔化す。


「それより……」


　柴田が「うわ、綺麗な庭だな」と窓へ寄っていった隙に、仲居さんに小声で尋ねた。


「あの、露天風呂って貸切になったりします？」


「申し訳ありませんね、貸切はしていないんですよー？」


　お茶請けの綺麗な桜餅をお盆から卓に移しながら、仲居さんは答えた。


「えーっ」


　江森の落胆は大きかった。露天風呂でのエッチを当然期待していたのだ。


　目の前の若いハンサムな男がすっかり気落ちしているのを見て、中年の仲居さんはちょっと気の毒になった。まさか江森がホモのパートナーと露天風呂の中でいたそう、などと考えているとまで思い至るはずもない。


（最近の若い子って、裸を人に見られたがらないんですってね）


　そう言えば、自分の息子が修学旅行へいったときも、パンツを穿いたまま入浴する子がいたと聞かされたっけ……。


「あのね、お客さん、今夜はあとはみんな団体さんですから、宴会時間に入ったらきっとガラガラですよ？」と親切に教えてやる。


「宴会はたいてい、６時から始まりますからね」


「そっかー、ありがとうございますっ」


　江森はニコニコして仲居さんに礼を言う。ハンサムにじっと見つめられ、仲居さんは気分が良くなった。


「じゃあ、こちらの夕食は７時半ごろにしましょうか？」


「お願いしますっ」


　一時間半もあれば、たっぷり露天風呂を満喫できるだろう……。


　一度、ホテルの風呂場で柴田とエッチをしたことがあった。でもそこは露天風呂ではなかったし、柴田はすっかりのぼせてしまったっけ。


（露天風呂なら、外だからのぼせにくいよね。きっとうんと長い間、出来るぞ！）


　江森は庭を見ている柴田の横顔に視線を移す。


　仲居さんが「ごゆっくり」と出て行くと、傍へ行って肩を抱いた。


「久しぶりだね、なんだか」


「……ん」


　柴田ははにかんだ様子で江森を見上げる。その途端に押し倒したくなったが、江森はなんとか堪える。ここでヤッたら、露天風呂ではとても許してもらえないだろう……。


「そうだ、飯の前に風呂でも行くか？　せっかく温泉に来たんだからさ」


　江森が企んでいるとは知らず、柴田は言いながらボストンバッグへと近づく。江森は急いで遮った。まだ６時まではだいぶ間があるのだ。


「あのね、６時からにしよう？」


「え？　なんでだ？」


「ここの露天風呂、有名だからさあ。きっと今は混んでると思うんだ？　さっき仲居さんに訊いたらその時間は空くっていってたよ」


　ころりと騙され、柴田は卓に着いた。


「じゃあ、それまでゆっくりしてようかな」


　江森はしらっとしてアタッシュケースを脇に運んでやる。


「ほら、論文でも読んでたら？　ちょうどいいじゃない」


「そっか、そうだな、五月、お前あったまいい！」


　柴田は嬉々として中から分厚い紙の束を取り出し、卓の上に広げる。ちらりと江森が見ると、英語で書かれている。


「英語じゃないの、すごいな、浩司さん、読めるの？」


　簡単な辞書もアタッシュケースの中に入っていて、柴田はそれを指差す。


「そりゃ、時々は辞書を引くよ？　でも論文で使う単語って結構決まりきってるからさ、小説なんかを読むより簡単なんだよ」


「へえーっ」


　とてもじゃないけど、そんな風に簡単とは思えなかった。江森はひたすら感心する。それでも論文を読んでいるときの柴田の顔は、いつもの勉強中のきりっとした表情で、見ていて楽しい。しばらくお茶を飲みながら見とれていたが、ふと、思いついた。


「浩司さん、ちょっと僕、旅館の様子を見てくるね？　ご飯のあと、お酒とか飲めるような場所、探してくるよ」


　いつもだったら、ひたすらヤリまくる江森なのだが、珍しく柴田から誘われたので、ひどく感激していた。特別にロマンティックな夜を過ごしたい、などと考えている。露天風呂のエッチはまあ、ともかくとして、カクテルでも飲みながら語らいたい……大人のムードで行こう、という気分になっていた。


（確か、この前来たとき、ちょっとレトロっぽいインテリアのバーかなんかがあったような気がしたけどな……）


　生返事で論文を読んでいる柴田を部屋に残し、江森はスリッパに履き替えて外へ出た。


「あのさ、五月……」


　しばらくして柴田が眼を論文から上げると、部屋の中はしんと静まり返っている。


「あれ？」


　とっくに冷え切ったお茶をがぶりと飲んで、江森の姿を探した。


「そう言えば、どっか行くとか言ってたような……」


　なんでも夢中になると、周囲の物音は一切聞こえなくなるたちなのだ。


　左手のバセロン・コンスタンチンを見ると、そろそろ六時である。


「まっ、いっか……先に風呂へ行ってようっと」








　神崎がリハ病院の医師たちと二台のハイヤーに分乗し、旅館に着いたのは五時過ぎだった。


　部下のＭＲが一人、前もって旅館に待機していて、「ゴルフバッグは部屋に運んであります」と報告する。


　チェックインしながら「宴会は何時から？」と部下に尋ねる。


「はい、藤の間で六時からです」


「あまり時間がないな……」


　左手首に光るパテック・フィリップで時間を確認する。


「菅原先生、いかがしますか？　風呂は宴会の後にします？」


　菅原は整形外科部長だが、プロレスの選手かと見まごうほどの大柄な身体だ。しかも頭はつるつるに禿げ上がり、角張った顎は短い髭で覆われていて、とても医者には見えない。そこにオールバックで光沢のあるスーツに身を包んだ神崎が寄り添うと、これはもう警視庁捜査四課俗に言うマル暴を呼びたくなる雰囲気だ。


　だが菅原部長の奇怪な風貌はもちろん七沢温泉では知れ渡っているので、旅館の女将もにっこりと出迎える。


「良くいらっしゃいました、菅原先生」


「おうおう、久しぶりだな」


　菅原は吼える。


「宴会が終わったら、カラオケをやるから、来てくれよ？『銀恋』、一緒に歌おうな？」


「もちろんですわ、先生」


　四十に手が届いたばかりの女将は、杏色の和服に髪を結い上げて色っぽく、以前は銀座のママさんだったという噂だ。菅原は大喜びして神崎を差し招く。


「二次会、頼むぞ。そうだ、宴会の前に一汗流しておこう」


「かしこまりました、お供仕ります」


　神崎はかしこまって頭を下げた。


　別れて客間に入ると、何人かの医師はすでに冷蔵庫からビールを出してくつろぎ始める。


　ＴＶを点けてゴルフ番組に見入っているのは、医局長の丸山だ。


　菅原はさっさと浴衣に褞袍（どてら）という温泉仕様に着替えると、何人かを引き連れて神崎の部屋にやってきた。


「さあ、露天風呂へ行こう！」


　菅原はとにかく気が短かった。


　露天風呂は大浴場の隣にあり、一度庭へ出てから石を敷き詰められた道を通って行くようになっている。水車小屋風の脱衣場がついていて、葦簾（よしず）で周りを囲われているが、一部から庭と人工の滝が見える造りだ。


　菅原は禿げ上がった頭になぜかアイスノンを乗せ、湯船に浸かりながら大声で唄う。


　神崎は腰に手ぬぐいを巻き、「お背中を流しましょう」と医師たちのサンスケ役に徹していた。元々Ｍなので仕えることが嫌いと言うわけではない。だがやはり、好みというものがあるのだと神崎は心の中で嘆く。


（ああ……あの柴田先生だったら……泥だらけの指先まで舌で清めて差し上げるのに……）


　すでに下僕の言葉で考えている神崎であった。


　目の前の冷蔵庫のような四角く広い菅原の背中をごしごしと洗う。


　そのあと入り口近くの打たせ湯の下でしばらく菅原は立っていたが、急に「出るぞ！」と吼える。


「頭が熱くなってきた！　俺は毛がないからなあ、脳の温度が外気温に影響されやすいんだよなあ」


　まだゆっくり温まっていなかった神崎であったが、仕方なくぞろぞろと出て行く医師たちの後を追う。


「熱い熱い」と文句を言う菅原の下へ、備え付けの扇風機を持っていってやった。


「おお、気が利いてるな」


　次にはきっと喉が渇いたと言うだろうと見越して、神崎は脱衣場に置いてある自販機へと寄る。スタミナドリンクを買うと再び菅原の傍へ戻って手渡した。


　と、その時である。


　ガラリと引き戸が開いて、新しい客が入ってきた。


（え……嘘だ……）


　神崎は持っていたタオルをはらりと取り落とす。


（しししし、柴田先生っ）


　目の前に先ほど夢想した男が立っている……柴田は想像の中で湯船に浸かり、長くすんなりと伸びた足を差し出している……自分は裸で床に這いつくばり、恭しく踵を持って足の指先に舌を……。


　はっと我に返り、神崎はタオルを拾い上げて自分の下腹を隠した。既にモノは形を変え始めていて、


（ううっ、危ないところだった！）


　柴田は表情を変えず、中へと歩みいる。もちろんすでに神崎の顔は忘れているのであった。さっさと棚から駕籠を引き出し、立ち尽くす神崎の前で着替えを始める。


「おい、そろそろ宴会じゃないか？」


　菅原が吼え、はっと神崎はまた我に返る。しぶしぶと柴田から視線を外し、浴衣を羽織る。視界の隅でちらちらとストリップをしている柴田窺いつつ、なるべくゆっくりと帯を締めた。頭の中では「タブー」の音楽が鳴り響いている。


（なんていい身体をしているんだ……）


　きりっと締まった肉体は思いのほか筋肉質だ。手足はすべすべで、むさ苦しい毛もなく、まさに理想的だ。細い腰はふるいつきたくなるほど色っぽい。


（ああ、あの腰に黒い革のパンティを穿かせたら……）


「ほら、早く！」


「あっ、申し訳ありません」


　ブリーフ一枚を残したところで、仕方なく神崎は菅原に付いて脱衣場を出た。


　肩越しに未練を残し、菅原と共に歩いていると、カラコロと下駄の音がして、血相を変えた大柄な褞袍姿の男がこちらへと走ってくる。手にはタオルを持っていた。なかなか二枚目のその顔に見覚えがあるような気がして、神崎は記憶の中を探った。


（あれは確か……）








　脱衣所に飛び込むと、江森は焦って辺りを見回した。人影はなく、柴田の服が入った駕籠がぽつんと一つ、棚に載っている。


「良かった、誰もいないや、危ないところだった！」


　柴田の裸を他の男に見られずにすんだと、江森はホッとする。自分も駕籠を引き出し、浴衣を脱ぎ始めた。


「本当にあの人って、わかっていないんだから、もうー」


　江森が部屋に戻ると「先に行く」とメモが残っていたので、慌てて飛んできたのだった。柴田からは自覚無しに「来て来てフェロモン」が振りまかれていて、たとえノンケの男でも安心出来ないのだ。現に自分だって、柴田に出会うまではノンケだったのだから！


「冗談じゃないよ、浩司さんと一緒に他の男がお風呂に入るなんてッ」


　と、先程何人かの宿泊客と庭ですれ違ったことを思い出す。


「大丈夫かなあ……見られていないといいんだけど」


　引き戸を開けて出ると、そこは黒い御影石の敷き詰められた洗い場だ。広い湯船は檜で出来ていて、周りを葦簀に囲われている。柴田がのんびりとした表情で湯船に浸かっているので、江森は「浩司さんッ」と大声を出した。


「なんだ、五月、遅かったじゃないか」


　江森はぷうと頬を膨らませる。


「どうして待っててくれなかったのさー」


「お前こそどっかいっちゃって、俺、先に行ってるのかと思ってたんだよ」


　柴田は白く濁った湯を手で掬い、指の間から零れる感触を楽しむ。


「ここのお湯、なんか柔らかいって感じだよ？　肌にいいらしいから女の人だったら喜びそうだなー」


　そして江森ににっこりと笑いかけた。


「俺、お前と一緒に入ろうと思って、走ってきたんだぜ？　なのに、お前いないんだもの、しょうがなくて先に入って待ってたんだから」


「浩司さん……」


　一気に機嫌が直り、江森は打たせ湯をシャワー代わりにすると湯船に近寄った。腰に巻いたタオルを取り、飛び込むと、柴田の傍へ波を蹴立てながら歩いていく。


　ざばざばと湯が顔にかかり、「五月ったら、もう」と柴田は苦笑いをした。


　江森は上機嫌で肩まで湯に浸かる。確かに湯はミルクのように白く濁り、いかにも健康に良さそうだ。温度も熱すぎず、ちょうど良い。


「温泉ってあったまるねぇ」


　江森の言葉に柴田も同意する。


「やっぱ、マンションの風呂とは比べもんになんないな、広いしさ」


「そうだねえ」


　うっとりと目を瞑りながら柴田は湯を手で掬い、顔を濡らす。


「なんか、香りもいいね……なんだろう、アルカリかなんかって書いてあったっけ？」


「そうだねえ」


　適当に相づちを打ちながら、江森は屈んだままじわじわと柴田に忍び寄る。


　白く濁った湯で見えないのをいいことにそよそよと水面下で腕を広げ、ほとんど獲物を狙うミミックオクトパス状態である。


「ねえ、浩司さん？」


「ん？　なんだ？」


　ひょいと顔を上げた途端、柴田は江森の胸に抱き取られた。


「あっ」


　と言う間もなく、もう太股（ふともも）に手が掛かったので柴田は仰天した。


「まさか……ここでやろうってんじゃ……」


「ピンポーン！」


「バカっ、止めろっ」


　クスクス笑いながら江森は柴田のうなじに口づける。


「しっ、大声出すと、幾ら離れでも外へ聞こえちゃうよ？」


「だから止めろって言ってるんだって！」


　バシャバシャと湯を撥ねて柴田は逃れようとするが、江森の手は忙しく動き続ける。


「あ……ううっ」


　首を吸われ、さらに耳朶を噛まれるともう抵抗は不能だ。それでも誰か来るのではと柴田はもがく。


「駄目だっ、見られたらどうすんだよ！」


「あのね、浩司さん、往生際悪い！　どうせ出すまで止めないんだからさ、抵抗すると却って時間がかかって、見つかっちゃうかもよ？　早く出しちゃいなよ」


　ことセックスにおいては江森がちょっとやそっとでは引かないのは事実だ。言われたとおり、早く出した方がいいのかも知れないと柴田は半分諦めた。しかも温泉の心地よさも手伝って、扱かれながら膝の上で揺られているとふわふわと雲間を漂っているようで、次第に手足から力が抜けていく。


「ああ……五月……」


　うっとりと目を瞑り、江森に寄りかかる。


「気持ちいい？　浩司さん」


　江森は股間の果実をまさぐった。内股を擦ると果実がきゅっと張り付くのを発見してから、ここへの刺激が好きになっている。


「うわっ可愛い！　浩司さん、ここ、動いてる！」


　張り付いた果実はまたすぐふわりと掌に落ちてくる。新たな発見に江森は驚きの声を上げた。


「なんでなの？」


「馬鹿……ッ、だから……そこはッ、温度が高くなるとッ、冷やそうとして下がるの！　医学的常識だろ！」


「だって、いったり来たりしてるよ？」


　内股をくすぐられ、柴田は背筋がざわざわしてきた。


「だから……ッ、そこを擦ると、精巣挙筋反射って言ってッ、持ち上がるんだってば！」


「ふーん、人間の身体って、良く出来てるんだねえ」


　言いながらも手の動きは止まらない。


「ああ……もう……」


　やがて柴田は江森の腕から逃れようと再びもがきだした。


「は……離して、五月ッ」


　苦しげな声に、「どうしたの？」と江森は心配になった。


「またのぼせちゃった？」


「じゃなくて……」


　柴田は桜色に染まった顔をねじ向け、潤んだ眼で江森を見た。


「で……ちゃう……」


「いいじゃない、出してよ浩司さん」


　嬉しくなって江森は扱く手を早めた。


「ああっ、ち、が……」


　柴田は悲鳴を上げ、必死で江森の手を阻む。


「まずい……よ、お湯の中に……出ちゃう……」


「大丈夫だよ、どうせ白いお湯だしさあ」


　江森がしらっと言ってのけたので、柴田は仰天した。


「駄目、だ、つ、次に誰か入ったら、バレちゃうって！　ま、まずいよっ、お願い……」


　柴田は必死で懇願する。


「さ、つき……や、だ……頼む……」


　涙を浮かべた柴田の眼に江森のＳ気は大いに満足させられた。


（この眼がたまらないんだよな……）


　いつもきゅっと吊り上がっている切れ長の眼は、僅かに目尻が下がり、泣き出しそうな子供のようだ。眉根は寄せられ、眉間には浅く皺が刻まれている。長い下睫にはきらきらする涙の粒が載っていて、今にもこぼれ落ちそうだ。


　この眼差しで見詰められたくて、つい苛めてしまうと言っても過言ではない。


　ただあまり度が過ぎると、終わってから酷く怒られるのも承知している。


　そろそろ頃合いと踏んで江森は柴田に囁いた。


「じゃあね、許したげるよ、もうちょっと我慢してね？」


　ひょいと柴田を抱えると、湯舟の縁へ移動する。湯から持ち上げて縁へ腰掛けさせた。


　そして股間に顔を埋める。


「口の中に出せばバレないでしょう？」


「ええっ」


　予想していない展開に柴田は腰を引く。するとその瞬間、まるで池の鯉が近づけた指に食いつくように、江森はパクリと柴田を吸い込んだ。


「あっ、なに……」


「ひーやない、だひなよ（いいじゃない、出しなよ）」


　言葉を発したために暖かい息が局部を刺激し、柴田は「あっ」と叫んだ。


　一気に奥から熱いものが駆け昇って来る。


　堪えるゆとりもなく、柴田は思わず股間の江森の髪を掴んだ。


「さ、五月ッ、出ちゃうッ、呑んでッ」


　任せろとばかり、江森は根元まで吸い付いて温かい液を受け止める。ビクビクと震えるモノを口で締め付けてやった。


「んんッ……くッ」


　声を押し殺す柴田が可愛くて、放出した後のモノを舌で名残惜しそうに舐（ねぶ）る。先端から強く吸い、道に僅かに残っていた液も吸い出す。一滴も余さずに飲んだ。


「さつき……出ちゃった……」


　ぐったりを上体を預けた柴田を抱えなおすと、また膝に抱き取った。首に掴まらせると正面から身体を抱える。両足を割り、自分の腰に絡ませる。


　到達の余韻で眼をぼんやりと彷徨わせている柴田に「安心してよ」と囁いた。


「全部呑んだから漏れなかったよ？」


　言いながらもう臀部の割れ目から指を差し込んでいる。


「うう……もう……」


　指が後ろを開こうとしているのを感じ、柴田は抵抗しようとしたが、到達の直後で全身に力が入らない。身体は意志に反し、言うことをまったく利かず、締め付けてもやすやすと指で門を開かれてしまう。指が退くとただちに太いものが捻りこまれた。


「ああ……」


　温かい湯でリラックスしていたこともあり、閉まっていた門は湯よりも熱い塊が入ってくるのを容認してしまう。


「浩司さん、すっごく気持ちいいよ、僕」


　江森はクスクス笑いながら柴田の身体を膝の上で揺する。


「浩司さんも気持ちいい？」


「……ん」


　馴染んだ感覚にすぐに身体は反応する。


　硬いものに貫かれ、湯の中で全身を揺られると、なんだか母の子宮に戻ったような気がしてくる……心地良さに頭が痺れ、柴田はうっとりと眼を瞑った。


　だが江森の次の発言に焦って眼を開く。


「中に出してもいいでしょう？」


「だ、駄目だよ、ここではッ」


「浩司さんのアソコ、締りがいいから平気だよ、漏れないよ」


「そういうことじゃなくてッ」


　なんぼなんでも繋がっている時に誰かが入ってきたらどうするのだと、柴田は気が気ではない。江森が出すまでなどと、あとどれぐらいかかるか判らないのだから。しかも満足するまでには何度も放出するかも知れない……。


「駄目ッ、誰かに見られたらどうすんだよ！」


「そう？　スリルがあって興奮しちゃうな、僕」


「信じられない……」


　恋人の意外な一面を発見して柴田は呻く。


「お前って露出趣味だったのか……」


「じゃないけどさ、ちょっと刺激的じゃないの」


　笑いながら江森は腰を動かした。


「早く終わりたければ、協力してよ、浩司さん」


「どうすればいいんだ？」


　小首を傾げ、本気で尋ねる柴田に江森はぐっときた。


（ほんとに浩司さんて、トロくて可愛いよな……）


　腰を抱え直し、足を大きく開かせると耳元で囁いた。


「いっぱい締めてよ、アソコ」


「うん」


　素直に柴田は頷くと、下腹に力を込める。


「もっと奥まで締めて！」


　自分のモノがキリキリと締め上げられるのを感じ、江森は陶酔の息を漏らす。


「サイコー、浩司さん！」


　湯面に波が立つのも構わず激しく柴田を揺さぶった。


「ああっ、五月ッ」


　突き上げられ、落下すると太い杭がまた待ち受けている。繰り返し貫かれ、柴田は身体を痙攣させた。熱い湯が大きな波になって身体に押し寄せる。次第に頭の芯が痺れてきた……。


「五月……だ、だめ……」


　弱々しい声が夢中になっている江森に聞こえるはずもない。必死で抗う柴田を江森はぎゅうぎゅう抱きしめ、突き上げを繰り返す。柴田が身体を捩ると内部の自分に微妙な力が加わるので、いっそう快楽を求めるのに夢中になった。


「いいよ、浩司さん！　もっと締めて！」








　重い瞼を開けると、柴田は全裸に浴衣を上から掛けられ、脱衣場のベンチに横たわっていた。


「だいじょぶ、浩司さん？」


　冷たい風が頬を撫で、そちらを見ると、江森が扇風機を手にして傍に屈んでいる。


「良かったー、扇風機が置いてあって」


　江森はホッとして笑顔を見せる。


　が、柴田が険悪な顔をしているので身体を固くした。


「何度、出したんだよ……」


（ま、まずい……）


　だが嘘はつけない。あとでばれて怒られるよりはと「さんかい……」と正直に言った。


　途中から柴田が湯あたりをしているのではと感づいたのだが、自分も止まれずに突っ走ってしまったのだ。急いで自販機へ行くとポカリを買い、戻る。冷たい缶を頬に押し付け、さらに扇風機で風を送った。


「うう……三回だと？」


　ポカリを何口か飲むと、柴田は目を吊り上げた。


「信じられねーッ、お前って、ほんと、どーしていつも、おんなじこと、すんだよ！」


「浩司さーん、ごめんよぉ」


「謝るくらいなら、最初からすんなよッ、このバカッ、ドアホッ」


　見られたらどうしようとひどく恥ずかしかったこともあり、一気に怒りが噴出する。


「だいたいさあ、俺が熱いのに弱いの、知ってんだろ！　それを三回だって？」


「知ってるけどさあ、露天風呂なら涼しいかなって思ったんだよぉ」


「涼しいわけ、ないだろっつーの！　温泉なんだぜ？　バカかてめーはッ」


　もうひとしきり怒鳴ると、やっと気が済み、柴田は「はあー」と溜息をつく。


「浩司さん、喉、渇いたでしょ、もう１本、ポカリ飲む？」


「お前のせいだろうが！」


　また柴田の顔が険悪になったので、焦って江森は自販機に走った。


　自分を睨みながら缶に口をつける柴田の機嫌を必死で取る。


「あのね、ご飯が終わったら、お酒を飲みに行こうね？」


「……どこへだよ」


　江森はタオルで柴田の汗を拭ってやる。


「ちょっとロマンチックなバーがあるんだよ、ここ。僕、浩司さんとムード一杯のところで楽しみたいなって思って、予約しといたからさぁ」


「……ふん」


　少し険悪な目つきが和んだので、江森はほっとしながらも言葉を繋いだ。


「ね、いつも忙しくて、甘々なこと出来ないじゃないの。今夜はうんと楽しもうね？」








　引き戸の影から窺っていた神崎は膝が震えるほど興奮していた。


　思わず股間を扱こうとする右手を左手で押しとどめたくらいである。「ちょめっ」と左の指で右手をシッペする。


　神崎はどうしても柴田のことが気になって、「腕時計を脱衣場に忘れた」と菅原部長に嘘をつき、戻ったところだったのだ。


　何を言っているかは分からないものの、漏れてきたＭＲを罵る柴田の怒声に感動で涙が出そうだ。


（ああ……いい……）


　彼が自分専属の女王様になってくれたら、ＳＭクラブなどへ行って憂さを晴らす必要はなくなるのだ。


　まさか湯の中でセックスをしていたとまでは思わず、単に接待のＭＲがなにかドクターの機嫌を損ねたのだと理解をしているが。


（それでもあのＭＲは柴田先生と懇意なんだな……）


　内部から声がまた漏れ、人が出てくる気配がしたので、急いで神崎はその場を離れた。宴会場へと戻りながら頭を忙しく回転させる。


　先ほど厚木病院で仕入れた情報では、柴田浩司という医師はあまりメーカーの接待を受けないとのことだった。木田医師の評したように性格が難しく内気なこともあるが、そもそも接待というものが嫌いらしい。どうやって近づこうと考えあぐねていたところだったのだ。


（それがあの若僧の接待だけは受けているんだな……）


　確か、あの若いＭＲはホフマン・フジ・ジャパンというメーカーだった。一度だけだが学会の会場で受付をしていたのを見ている。既に江森五月という名前も調べがついている。庭ですれ違った後、柴田の同行者ではないかと疑った神崎は、メールを打ちまくり、電話をかけまくって名前を突き止めたのだ。


　あのＭＲはきっと柴田のお気に入りなのだろう。


（何で気に入られたのか……）


　自分よりずっと若いくせにと神埼はむっとする。


　だが考えてみれば一社の接待を受けて他のを受けないはずはない。


　優秀な自分の頭脳とこれまでのＭＲとしての経験を持ってすれば、柴田と懇意になることなど朝飯前ではないか。まあ、とにかく突破口は出来たとほくそえみながら神崎は宴会場へと戻っていった。








　宴会が終わると菅原は神崎ともう一人のＭＲに命じ、二次会の席を用意させた。


　場所は一階の奥にある「寄港地（エスカール）」というバーである。名の通り、壁には船の錨やら操舵輪やらの模型がかかっている。帆船のプラモも酒瓶の並んだ棚の上に飾ってあった。木をふんだんに使った内装は、船室の中をイメージしていて、なかなかレトロで渋い雰囲気だ。まあ、渋いといっても温泉旅館であるから、カラオケも併設されている。菅原は女将に仕事が一段落したらここへ来るよう、頼んでいた。


　女将が来るまではと神崎は色々薬の売り込みにかかる。


「うちから今度、骨粗鬆症予防の新薬が出ますので、その節は宜しく」


　ふいに入り口のベルがカラコロと鳴って、泊り客らしき人影が入ってきた。褞袍(どてら)に浴衣姿の二人連れだ。照明が暗いので、神崎は眼を凝らした。


（なんと……）


　柴田とあの若いＭＲではないか！


　千載一遇のチャンスである。


　ＭＲ同士の掟として、偶然他社のＭＲが誰かを接待している場に出くわした際は、決して接待されている医師が顔見知りでも同席を望んではいけないというのがある。


　この場合、神崎は挨拶をするぐらいならいいが、江森の接待を見ない振りをせねばならぬのだ。


　だがそんなことにかまってはいられない。


（相手は若僧だ……こっちは営業部長なんだからな）


　タブーを破ることを決意する。


　ちょうど女将もやってきたので、神崎はその場を若手に任せると、菅原に「知っている先生がいらっしゃるので挨拶をしてまいります」と断った。


　下腹にぐいと力を込めると、二人のテーブルへと歩み寄る。


「失礼ですが、Ｊ医大の柴田浩司先生でいらっしゃいますね」


　柔らかな物腰はいかにも営業マンで、江森は振り向いてじっと顔を見た。


　江森のほうは入社四年目だから、ついこの間古巣の厚木に戻ってきた神崎を知らない。だが同じ業界というのは、菅原と同席していたことですぐ判った。七沢リハセンターの菅原は江森でも知っている有名人なのだ。


「私はイッセイ薬品厚木営業所の部長で神崎健雄と申します。先ほどは木田先生とご一緒に研究会へ出席頂き、まことにありがとうございました」


「……ああ」


　やっと柴田は思い出す。


「……どうも」と小さく頷く。


「ご同席させて頂いて宜しいでしょうか？」


　丁寧な物言いに無論、異議を唱えるはずもなく、柴田は「どうぞ」と小声で言った。


　見ていた江森は「なんなんだ、こいつは」と腹の中で驚いていた。


（ＭＲの掟を破るなんて！）


　だが考えてみると、現実に江森は柴田を社命で接待しているわけではない。接待であれば、同席を断る権利が江森にはある。一方プライベートであれば、礼節をもって頼んでいる同じ業界人の神崎を断るのは礼儀に反する。


（どうしたらいいんだ……接待ですからって断るのがいいのか……それとも……プライベートって言ったほうがいいのか……）


　江森がジレンマに陥っている間に、神崎はうまうまと柴田の隣のソファに腰を下ろした。


「ホフマン・フジ・ジャパンの江森五月君ですね、宜しく」と、人当たりの良い笑みを投げかける。


　柴田が内気で気難しいという情報を得てから、神崎は江森を利用しようと決めていた。ターゲットが気を許している男に取り入るのは戦略の初歩だ。


「柴田先生は接待がお嫌いと伺っていたのですが、さすが、江森君ですね。君の働きぶりはうちの営業部でも評判ですよ」


「へえ……」


　ちょっと柴田は嬉しくなった。江森が誉められているのを聞くのはひどく誇らしい。


「そうなんだ、お前、有名人じゃないか」


　温泉旅館でしかも仕事場から遠く離れていることもあり、思わずトモダチ言葉で話してしまう。


「ほほう」


　神崎は親しげに微笑む柴田に驚いた。江森にこんな表情を見せるとは、


「柴田先生のご信頼も勝ち得ていられるようですね、たいしたものですな」


　にっこりと微笑まれても、トロい柴田と違ってさすが社会人の江森は１００％そのまま受け取れないでいた。


（営業部長だって？　そんな上の人が、僕みたいな若僧を知ってるわけないよ！）


　何と言っても自分が首から下・誇れるのは体力のみだという自覚はちゃんとあるのだ。


（なんか、おかしい……）


　懐疑的な江森を神崎は続けて攻めまくる。


「さすが、富士製薬さんはドイツの製薬会社と対等合併するだけあって、若手の教育が素晴らしい！」


　基本的にヨイショマンである神崎だ、すらすらと言葉が出る。


「外資系の会社との合併は気苦労があったのではありませんか？」


　丁寧に尋ねられれば、応えないわけにはいかない。警戒の色を浮かべつつも江森はお行儀良く、


「いいえ、そうでもありませんでした」と返事をした。


「ただ、ドイツ語はちょっと難しくて……新薬の名前もドイツ語の発音だったりして」


　柴田が思わず「だよな」と口を挟む。


「あれって、慣れないと英語読みしちゃうからね」


　すかさず神埼が突っ込む。


「もちろん柴田先生に手伝っていただいたのでしょうね？」


　なんの警戒心もない柴田は「うん」とにっこりしてしまう。


　柴田が気を許したのに乗じ、「ところで」と言葉を繋いだ。


「先生、今回はホフマン・フジ・ジャパンさんのご接待でいらっしゃいますよね？」


（ええっ……ほんとは違うけど……）


　この場合、なんと答えたらいいのか。


　散々仕事の話に乗ったところで、今さら「違う」とは言えず、柴田は江森に眼で助けの合図を送った。江森が不承不承あとを引き取る。


「ええ。僕が是非にと頼み込みまして。ちょうど厚木病院に研究会でいらっしゃると聞いて……」


「ですよね、もちろん」


　勢い込んで神崎は続ける。


「では今度は、我が社の接待を受けていただけませんか？」


「え？」


　柴田は首を傾げる。


「俺なんか下っ端だから、接待してもあんまし、意味ないですよ？　もっと上の先生を……」


　神崎は焦って首を振る。ここで警戒心を持たれてはと必死で言った。


「とんでもありませんとも！　それに上の先生はいつも接待に出席して頂いてますから！　わざわざ厚木まで着て頂いたお礼に是非、一席設けさせていただきます」


「え……」


　もう一押しと、決めのカードを切る。


「それとも我が社だけの単独接待を受けるのがお嫌ですか？」


「う……」


　いかにも江森のところだけで独占していることが悪いように聞こえ、江森はうっと詰まった。困り顔の江森に神崎は余裕の笑みを見せる。


「でしたらこちらの江森さんと一緒でも宜しいですよ？」


　本当は断りたかったが……ここで断ったら、江森の立場が悪くなるのでは、と柴田は考えた。


（なんか、五月のこと、すごく誉めてくれてるし……そういう人を断ったら、五月が陰で悪口とか言われるかもしんないな……）


　仕方なく「はい」と頷く。


「本当ですか！」


「でも……」


　さっきの言葉を思い出す。


「えっと、さつ……いや、江森君と一緒なら」


「もちろんですとも、協力してご接待させていただきます！」


　神崎は嬉々として目の前のウィスキーボトルを手にし、オンザロックを作り出した。ステアすると恭しく柴田に差し出す。


「それでは計画を立てさせていただきます。そうですな……そろそろ時節柄、花見などはいかがでしょう？　そうだ、隅田川で屋形船を借りて」


　有能なＭＲの条件はすぐさま段取りを付けることなのだ。頭の中では既に計画の全貌が明らかになっている。おくびにも出さず、江森にも話し掛けた。


「どうですかね、なかなか風流で宜しいでしょう。江森君、一社では船を借り切るのはちょいと大変ですから、この際、一緒にやって柴田先生に喜んでいただこうじゃないか？」


　親切そうに江森に持ちかける。


（屋形船で花見かあ……）


　江森は頭の中に絵を思い浮かべる。ちらほらと桜の花びらが舞う中、のんびりと屋形船で酒を飲みながら川を下っていく……隣にはほんのりと頬を染めた柴田が……自分を見上げ……。


（なんか、いいかも）


　隣の柴田に「どうですか、先生」と尋ねてみる。


「いいよ、お前がいいなら」


　だが神崎の言うとおり、一艘船を借り切るなど、経費はかかりそうだ。確かになかなか金のかかる接待を、まだ下っ端の江森の裁量だけでは出来ない。


（そうだよね……いっつも浩司さん、僕が奢るって言うとすごく心配するし……会社のお金を使うと怒るし）


　たまにはちょいと贅沢な気分を味あわせてやりたい。自分がもうちょっとリッチな男で、柴田が普通のＯＬかなんかなら、素直にゴージャスなデートを承諾してくれるのに。


（僕にもう少し甲斐性があったら）


　男のつまらない見得と自覚しているものの、それは常に江森のプライドを刺激していることなのだった。


「判りました、神崎さん、是非ご一緒に」


　男の見得が高くつくことになるとは、まだ経験不足の江森にも世間知らずの柴田にも想像だに出来なかった。
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「今年の桜は開花が早くなりそうだ」


　いつもは三月の下旬に花見の話が出るのだが、江森が同じＭＲ仲間の田辺から声をかけられたのはその翌週のことだった。


「小児科の花見の手伝いを一緒にやってくれないか？」


　田辺は五十をとうに越し、現場を離れていたのだがその経験を買われ、特別に内科だけ担当していた。それが自分もやはり営業畑が好きとみえ、最近では若い者に混じって率先してＪ医大に入り浸っている。江森よりずっと上なのだが、自分を補佐する体力が必要な田辺はしょっちゅう江森に仕事を回すのだ。


「もちろんですとも！」


　小児科と聞いて江森はホッとする。


　整形外科や泌尿器科、産婦人科などのいささか荒っぽい外科系では花見もかなり荒れる。それが小児科では女医さんが多いこともあって、毎年大学から少し離れたところにある井の頭公園で焼き鳥やお弁当、それにケーキを食べながらの大人しい花見なのだ。


　昼休みに田辺に伴われて小児科の医局へ行くと、ちょうど小池医師が店屋物の蕎麦を食べているところだった。小池は小柄で痩せた中堅の女医で、ハキハキとした性格の世話好きということもあって、後輩やナースから慕われている。田辺が「私と江森君でお世話をさせていただきます」と言うと化粧気の少ない雀斑の浮いた顔に笑みを浮かべる。


「エモちゃんがお花見係なの？」


　ポニーテールの髪を揺らしながらひどく嬉しそうに言った。小池は最近病棟主任の国谷から江森と柴田が付き合っているという事実を知らされたばかりであった。第２外科の柴田は小池のお気に入りである。満面の笑みがどういう意味なのか、ちょっと判りかねたが一応江森は「はい、何でも言いつけてくださいね」とにっこりした。


「え、そう？　じゃあね、吉祥寺の『ラ・ボエーム』っていうパティスリーのケーキを用意してね？　パンプキンのムースとガトー・ショコラよ、お薦めは」


「ええっ」


　急いで江森はメモを取る。


「それから焼きたてのピザが食べたいって、ナース達が言ってるのよ。井の頭公園に面したお店で『ボッカチオ』ってピザ屋さんがあるの。そこのピザ・マルガリータとボンバ・ブロシュートがいいわあ。すごく並ぶらしいけど」


（うう……）


　まあ、準備が大変でも後片付けは簡単なのだからと江森は自分を慰める。ナースや女医さんたちはきちんと後片付けまで手伝ってくれるので、いつも助かっているのだった。


「お店の場所はどこなんですか？」


　手帳を開いたまま江森は小池に尋ねる。


「さあ……私は知らないのよ。いつでも買ってきてもらったのを食べるだけだから」


　さすが、貢（みつぐ）君に慣れている女医である。


　またうえっと思ったが、


（ネットのグルナビかなんかで調べればいいや）


　いくつか重要事項だけを決めると、事前の打ち合わせはまた詳しくやることにして、田辺は「俺達も食事に行こうか」と江森を誘う。


「院内は混んでるだろうから、外のファミレスにでも行くか？」


　医局のある研究等を出ると、二人は裏口から病院の敷地を離れた。


「ちょっと失礼」


　今までオフにしていた携帯を取り出し、田辺はチェックする。


「お、着信があるな……先、行っててくれ」


「判りました、席、取っときますね」


　数歩離れたところで田辺の声が後ろから追いかけてくる。


「おう、神崎君か！　そうか、戻ってきたって聞いてたけど……え？　どこにいるって？　なんだ、来てるのか、こっちに！　なんの用で……」


　漏れ聞いた名前に江森は驚いた。


（神崎？　あの七沢温泉で遭った人かな？）


　そう言えば、浩司さんの接待をするって約束してたんだっけ。


　「屋形船で花見」の件を思い出した。


　だがその後、神崎からの連絡はなかった。


（そのことかな？　でも浩司さんの接待なら、僕に直接連絡してくるはずだよな）


　気にはなったが、席を取らねばと思い、その場を離れた。


　先にテーブルを確保していると、数分後、田辺が「すまんすまん」と言いながら汗を拭き拭きやってくる。


　ランチセットを頼むと江森は「あの、神崎さんて、イッセイ薬品の人ですか？」と訊いてみる。


「おう、そうだよ。なかなかのやり手だ。今は厚木の営業部長だ」


（やっぱり……）


　すると田辺が真面目な顔になって江森を覗き込む。


「お前、あの人になんか恩を売ったのか？」


「ええっ」


「さっきお前と一緒に花見の世話をするって言ったら、ここ担当のイッセイ薬品のＭＲも使ってくれって行ってたぞ？　しかも『江森君の仕事を楽にしてあげたい』って」


　どういう意味なのか、江森には見当がつかない。


　だがその夜、マンションに帰って柴田と会った時、初めて合点が行った。


　珍しく柴田は先に戻っていて、パジャマ姿でいつものように外科学書を読みながら、ソファに座っていた。


「どうしたの、早かったねえ」


　浴室を目指しながら江森が言うと「うん、やっと落ち着いたんだよ」と答える。今週は受け持ちが重症でずっと遅かったのだが、今日は容態も落ち着いたのだった。


「あのさ、今日、医局に神崎って人が来たよ」


　江森がシャワーを使ってリビングに戻ると、本から目を上げずに淡々と報告する。


「え？」


「だからさ……」


　要するに柴田が午前中の手術を終え、医局に戻ったところ、イッセイ薬品の神崎が待ち受けていたのだった。


「でさ、花見の日。決まったから」


　柴田が告げた日付はなんと小児科の花見と同じ日だった。


「ええっ、聞いてないよ、僕！」


「だからさ、どーしてもその日じゃなきゃ、取れなかったんだって。でも俺もその日、都合、いいんだ。前の日は当直だしさ」


「でも……僕、行けないよ！」


　心配顔の江森に柴田は説明を始める。


「お前が終わってからでいいんだって」


「遅くなっちゃうよ」


「手伝いの人を寄越すからって。親切だな、あの人」


　要するに、イッセイ薬品のＪ医大担当を江森の補佐に回すから、途中で抜けられるように手配した、とのことだった。


　実のところそれは順序が逆で、神崎は田辺への電話で小児科の花見の日を聞きだし、そこに屋形船の接待を当てたのだ。そして恩を売るようなことを柴田に告げたというのが真相である。江森にそれが判る由もなく、


「そっかー、昼間の田辺さんへの電話、それだったんだー」


　一旦は納得した江森だったが、どうも上手く事が運びすぎているような気がする。


　もちろんこれが神崎の陰謀などと気づくはずもない二人だが、それでも動物の感という奴でなにやら江森は不安が胸を過ぎった。


（まさか浩司さんを狙ってるなんてこと……ないよな……）　


　だが先ほど昼食をとりながら田辺が話してくれたのによると、神崎は大変有能で真面目だということである。


（まあいいや……まさかそんな人がね……）


　外科学書を閉じた柴田に「寝よう？」と誘った。


「あのさ、今日、いい？」


　前日も前々日も柴田の帰宅は遅かったので出来なかったのだ。


「……うん」


　小声で返事するので、江森は有頂天になった。もう神崎のことはとっくに頭から消えている。


「じゃ、早く、やろ！」


「もう……五月ったら……」


　苦笑いする柴田をひょいと抱き上げ、ベッドに運ぶ。


　シーツに横たえると焦らすようにパジャマの上から腋の下をくすぐる。


「あっ、馬鹿……っ、もうっ」


　笑いながら柴田は身を捩り、江森を睨んだ。


「浩司さん、これ、嫌？」


「……でもない」


「でしょう？　じゃあもっと……」


　腋の下と首筋を江森は攻める。


　正月にラブホテルに入ったとき、くすぐると柴田がひどく感じるということを発見していた。


「駄目だって！」


　笑いながら柴田は江森の首を自分でもくすぐる。


「仕返しだ！」


　次第に仔犬がじゃれるようなくすぐり合いから行為は本格的な前戯へと移っていく。


「ああ……五月……んん……」


　やがて笑い声が間遠になり、熱い喘ぎへとトーンが変わる。


　江森はパジャマの下へ手を差し込みながら囁いた。


「浩司さんて、ちょっとＭだよね？」


「ば、馬鹿ッ、俺のどこがＭなんだよッ」


　だがくすぐられる合間にいつもよりきつく乳首を捻られると「ああっ」と大声を出してしまった。正反対の刺激を交互に与えられると、体の芯が張り、じんじんと痺れてくる。


「どう？　Ｍって認めなよ」


　笑いながら江森は指で両方の小さな突起を同時に捻った。すぐに離し、臍の窪みに指先を入れる。ここも性感帯なのだ。


「く……」


　柴田は唇を噛み締める。だがすぐにまた乳首を攻められ、鋭い痛みに思わず呻いてしまう。


「ああっ、うんっ、はあっ」


　大きく身体を波打たせ、涙眼になって江森を見上げた。


「お願い……もう……」


「入れてもらいたいの？」


　江森の問いかけに柴田は真っ赤になって横を向いた。


「五月……知らないっ、もう、意地悪っ」


　柴田が本当にＭかどうかは知らないけれど、自分がちょっとＳなことは確かだと江森は思った。


（ごめんね、浩司さん……僕ってちょっと悪い子かも）


　心の中で謝りながら柴田の中へ入っていった。








　神埼健雄の自宅は新宿に近い高級マンションの一室だった。場所は渋谷区代々木であるが、都庁やホテル群の夜景が望める一等地だ。


　神崎の担当は厚木だが、あちらには別宅を構えている。新宿は命の洗濯に必要な場所で、週末しか訪れないが、ここが本拠地といっていい。どうせ自分と同じ趣味の人間しか部屋に入れないので、内装もそのために特別に誂えている。


　神埼はベッドルームで届いたばかりの通販の荷を開けていた。


　以前、何人かＳＭショウパブで働く子を招き、プレイをしたことがあったが、いずれも満足する相手ではなかった。その時に使った小道具では柴田にはそぐわないと、何日も前からネットショッピングのＨＰで吟味に吟味を重ね、注文したのである。


「おお、素晴らしい！」


　先端の分かれた皮製の鞭を振ってみる。革は硬からず柔らかからず、この感触は完璧だ。


「さすが、専門店のことだけはある……」


　うっとりしながら頬に押し当て、肌触りを楽しむ。


　次は特別性の下着だ。柴田のサイズが不明なので、一応Ｓを頼んだものの、ちょっとこちらは自信がない。


　七沢温泉の脱衣場でちらりと見た腰はたいそう細かったっけ……。


　サイドの紐で調節できると知り、一安心する。


　せっかく頼んだコスチュームが使えなかったら興醒めだ。プレイは細部まで完全でなければいけない。幻想の世界に飛び、日常からの完璧な離脱こそがＳＭの真髄なのだ。


「ふんっ、言いたい奴はなんとでも言うがいいさ」


　黒革で出来たヴィスチェを身体に押し当て、鏡の前でポーズを取りながら独り語つ。


　だいぶ前のことだが、某週刊誌で変態セックスを愛人に暴露された政権政党の山○幹事長に、神崎は同情心を覚えていた。だが週刊誌を「事実無根」と訴えたのには呆れた。


「あいつも意気地のない奴だ。男らしく『俺はこういうプレイが好きなんだ』とでも言えばいいのに」


　セックスの好みは個人的なものだ。閉まったドアの向こう側で何が行なわれようと、他人の知ったことではない。覗くほうが罪なのだ。少なくとも合意の下で行なわれたのであれば。


　そこが今回は良心の呵責を覚えるところだったが、


「だが仕方がない。あの柴田先生こそ理想の女王様なんだ……」


　自分の身体に押し当てた下着を柴田が着ているところを想像し、神崎は陶酔の呻きを漏らす。


「最高だ……」


　理想を手に入れるためなら、多少の危険（リスク）は侵そうと神崎は決意していた。


　ペイオフ解禁になってからは「ハイリスク、ハイリターン」は常識なのだ。


　下着を横へ置くと、箱の一番下から銀色に光るものを取り出す。これも同じ店から注文した特別製である。


　チャラリと鳴る金属音とともに引っ張り出されたのは精巧に出来た手錠だった……。








５





　開花宣言が出たかと思うと、一気に東京の桜は満開となった。


　ちょうどその週の水曜日に花見を予定した早めの予想が大当たりし、田辺も江森も小児科の教授にひどく誉められた。


「水曜日、宜しく頼むよ。あ、二次会のカラオケを病棟のナース達がしたいっていってるんだけど、そっちも都合、つけといてくれないか？」


　小児科の串本教授はおっとりした品の良い紳士だが、ナースにやたら受けたがる傾向があった。最近は若い者に混じってＡＫＢを歌うという噂である。


　なるべく早く宴会を抜けたいと思っていた江森はうっとなる。


　だが神崎の約束したとおり、Ｊ医大担当のイッセイ薬品のＭＲが手を貸してくれることになった。


　イッセイ薬品の工藤は小柄な男で、小児科の医局で江森に会うと「どうでした、あそこ？」と片目を瞑った。


「え？」


「あの店ですよ」


「ああ！」


　循環器内科の野村医局長に請われて行った店だ。店の名前が判らず工藤に携帯で尋ねたのだが、結局工藤も知らなかった。同じ営業部の別なＭＲを紹介してもらい、なんとか突き止めたのだった。


「俺、行ったことないんだけど、一度行ってみようかな」


　興味津々の目つきに江森は助言する。


「うーん……そちらのほうの趣味がなければ、あんまりお勧めは出来ませんよ」


　工藤は肩を竦めると、「ま、小児科にはあんまり過激な医者はいないから楽だよね」と応じる。すぐに田辺を交え、花見の打ち合わせに入った。


（良かった、真面目そうな人だ……）


　太鼓もちだけで、実際にはあまり動かないＭＲもいる。医者の覚えはめでたいのだが、仲間内では嫌われるタイプだ。働き者の江森はそういったＭＲには苦汁を飲まされるほうだった。


　そして花見の当日がやってきた。


　その夕方、医局で退院患者の総括（サマリー）を書いていた柴田は突然の訪問者に作業を中断した。


　言わずと知れた神崎健雄である。


　神崎はこれから悪いことをいたそうなどとは微塵も感じられない、上品な英国風スーツをびしっと決めていた。今日この日のためにあつらえた、ブルーグレイによく見ると細い紅色の格子が入っているという派手なダブルのスーツである。


　まだオペ着に白衣の柴田に、「そろそろ出発いたしましょう」と微笑みかける。


「え、でもまだ江森が……ここで待ってようと……」


　柴田が逡巡すると、神崎は急いでたたみかける。


「先に船宿で待っていましょう。若手の先生方は医局に残っていると暇と誤解され、色々仕事を回されてしまうこともありますでしょうから」


　さすが経験のあるＭＲだと柴田は感心した。


「先生のご都合が悪くなったら、せっかくの江森さんと一緒にした手配が無駄になってしまいますからね」


　確かに他社と合同でわざわざ船を借り切るということをしてくれたのだ。無駄にしては申し訳ないと柴田は納得した。


（それに俺がドタキャンしたら五月の奴も困るだろうし……）


　駐車場に柴田を案内すると、神崎は自分の黒いウィンダムの扉を開ける。


「さ、さ、先生、どうぞ」


　少しだけ躊躇したが、柴田は大人しく助手席に乗り込んだ。まったく危機管理能力に欠けているのである。


「さつ、じゃなくて江森は……知ってますよね、どこか」


　ベルトを締めながら柴田は小声で尋ねる。


　今朝、出かけるとき、江森は「今夜は楽しみだね」とは言っていたが、詳しいことは訊いていなかったのだ。


「船宿は隅田川の河口近くにあるんですよ。そこから屋形船が出ましてね。もちろん江森さんと打ち合わせをして取ったのですから、ご存知のはずですよ？」


　それは事実である。だがこれからの計画に関しては、一切知らせていない。


　神崎は安心させるように携帯を取り出した。


「病院から出れば携帯で連絡がすぐ取れますから、何かあったら電話しますよ」


「そっか……」


　院内では電磁波が医療機器に影響を与えるため、もちろん江森だけでなく皆、携帯の電源はオフにしている。だが花見の現場では大丈夫だろうと柴田は安心した。


「じゃあ、いいです」


　神崎はにっこりすると、リヤシートに置いてあった鞄を取り上げた。


「ところで先生、ドリンク剤をお飲みになりませんか？　江森さんに頂いたんですよ？」


　一本取り出すと栓を捻り、口をつける。もう一本取り出して蓋を取ると柴田に差し出した。


「さ、さ、どうぞ」


　手渡され、柴田はじっと瓶を見た。


（五月んとこのだ）


　江森はドリンク剤が大好きで、自社製品は必ず冷蔵庫に冷やしている。それ以外にも「精力増強」というタイプを大量に試していた。柴田のほうはまったく興味を示さないのだが。


　断ろうとも思ったが、「江森さんに頂いた」という言葉を思い出す。


（なんかここで飲まないと、あいつの会社の、信用してないみたいだもんな……）


　何の疑いも持たず、頷いて口をつけた。


　見ていた神崎は少々驚いた。


（この人は少し、社会性に問題があるのでは……）


　こんな無防備に渡されたドリンク剤を飲んでしまうなんて。


（確か、出会い系サイトで引っ掛けた女に睡眠薬を飲ませて、車からおっぽり出した奴、いたんだが……）


　まあ、そういったことがまさか自分に起ころうとしているとは思っていないのだろう。一気飲みした柴田を横目で見る。


（とにかく上手くいったぞ！）


　心の中で快哉を叫びながら神崎はエンジンキーを回した。








　船宿は浅草橋の袂にあった。正確にはここは隅田川ではなく、神田川だ。少し先に柳橋という小さな橋があり、そこで二つの川は合流する。水量は増し、橋げたには荒波が立って、隅田川が昔は大川と呼ばれていた姿を髣髴とさせる。


　そろそろ空は暗くなり、「桜祭り」といった派手な商店街の飾り付けがネオンを反射してきらきらと輝いていた。


　神崎が予約したのは柳橋の袂の「船まさ」という古い船宿で、江戸前の魚のてんぷらを船で揚げ、食べさせるのが自慢だ。


　神崎がウィンダムを駐車場に入れ、柴田を案内すると、もう親父は捻りハチマキにハッピ姿ですっかり準備を整えていた。


「花見だったらちょいと駒形から上っていくのがいいね」


　もう八十を越しているのだが、禿げ上がった頭には染みもなく、肌も艶々だ。粋な江戸っ子そのままである。


「でずにーらんどの花火も見るかい？　沖に出て、浦安のほうへ漕いでいけば見られるぞ？　昔はあそこではたんと魚が捕れたもんだがな」


　機嫌よく親父に出迎えられ、神崎はまた「さ、さ、どうぞ」と柴田に手を差し出す。


「え？」


「船の中で待ちましょう、乙なもんですよ、波に揺られながら人を待つなんて」


　神崎の言葉に親父も頷く。


「揺られ揺られて、波と揺れるよりあんたの腕に揺られたい、なんっつてー」


「都都逸（どどいつ）ですかな？　粋だねえ、さすが江戸っ子！」


　船宿の親父にもヨイショを欠かさない神崎である。


「ささ、親父さんもああ言ってくれている事ですし。先にビールでも飲んでいましょう」


　断る理由も見つからず、さらに神崎を信用しきっている柴田は言われるままに船に乗り込むことにした。


（やった！　第二段階も上手く行ったぞ！）


　ほくそえむと神崎はちゃっかり渡し板を歩く柴田の手を握った。


　屋形船は本来ながら二十人ほどの定員のもので、中は畳のお座敷になっている。卓が並び、座布団が敷いてあった。今回の接待は豪華に三人で貸切と聞き、船宿のほうも料理を弾んでいる。既に卓の上を伊勢海老やら鯛やらの生け造りに鮨桶が豪華に飾っている。


　神崎は柴田を座布団に座らせると、隣に腰を落ち着け、ビールの栓を抜いた。


「とりあえず乾杯！」


　ひどく嬉しそうな神崎に柴田は内心首を傾げたが、これも断る理由もなく、グラスに口をつける。


「ちょっと失礼、行く先の打ち合わせをしてきますから」


　神崎は一口ビールを飲むとそそくさと腰を上げる。舳先へ行くと操舵室を覗き込んだ。運転は親父で、賄いは孫息子の板前がやるというシステムになっている。親父がキセルを吹かしていたので神崎は懐から財布を取り出した。万札を小さくたたんだものを手渡す。


「親父さん、先に出してくれないかな。もう一人は遅れそうなんだ、あまり遅くなると花見どころではなくなってしまうし。携帯で連絡を入れてるから、到着したら一度戻るということで。ガソリン代は余分にお払いするから」


　親父は嬉しそうに札を受け取った。


「そうさな、んじゃあ孫が来たらすぐ出そう」








　柴田はなにやら揺れが大きくなったと感じた。


（あれ？）


　窓の外を窺うと、ちょうど大きな屋形船が波を蹴立てて通り過ぎるところだった。


（なんだ……）


　またグラスに口をつけていると、神崎がいそいそと戻ってくる。


「おや、もう空ですね？　では日本酒にでもいたしましょう。ビールではお小水ばかり出てしまいますからね？　船端からというのもちょっとなんですからな、ハッハッハッ」


　本当はその「聖水」が欲しいなどとはおくびにも出さず、笑いながら神崎は徳利に手を伸ばした。


（だよね……）


　柴田は頷いてお猪口で受ける。


　もちろん今どきの屋形船には水洗トイレぐらいは当たり前だ。だが屋形船初体験の柴田の頭はそこまで回らない。


「ささ、ささ」


　神崎はやたらと勧める。


　そにうち酒が回ってきてほんわりと心地良くなってきた。窓に寄って顔を出す。と、


「ええっ」


　いつの間にか船は隅田川を進んでいる。


「神崎さん！　船が動いてます！」


　焦って振り向くと、「ああ」と神崎は余裕の笑みを浮かべた。


「先ほど江森さんに携帯で連絡したところ、少し遅れそうだとのことです。ですから先に始めることにしたんですよ」


「で、でも五月は……」


　神崎はまたにっこりして内ポケットから携帯を出した。


「江森さんが船宿に到着したらすぐ戻りますから」


　それより、と神崎は膝でにじり寄る。


「桜は言問橋の先、墨田公園あたりが一番だそうです、もうじきですよ？」


　外の景色は普段見慣れているものと随分違う。屋形船が橋の下を通るのは面白く、柴田は思わず景色に見入った。


「ほら、あれが有名なビルですよ、吾妻橋の袂の……」


　ライトアップされた屋上のモニュメントは金色に輝いている。有名なビール会社の建物で、柴田は「ああ、ウンコビルですね」と答えた。酒の影響もあって、少し気が大きくなっている。


「ええっ」


　真面目な医師と思っていたのが大胆な言葉、しかも言って欲しい言葉のうちの一つだったので、神崎はちょっと引いた。だが、


（いいぞいいぞ……親しさを感じてくれているのかも）


　親しくなればひどくいやらしいことを言ってくれるかも知れないと神崎は胸が躍った。


　やがて船は言問橋を過ぎ、墨田公園の辺りにつく。既に多くの屋形船が錨を下ろし、波間に漂っていた。どの船でも酒宴は盛り上がっているようで、笑い声やらカラオケの歌声が届く。


「なんか、盛り上がってますね」


　呟く柴田に神崎は「我々も。ささ、ささ」とまた酒を勧める。


　隅田川沿いに植えられた桜の並木はまさに満開で、ライトアップもされ、桜色の霞がかかっているようだ。


「木の下もいいけれど、少し離れたほうが酔客の煩さもなく宜しいですね」


　神崎は柴田に話し掛ける。


「ほんとですね！」


　船は錨を下ろしてはいるが、ふわふわと波に揺られ、地面に足がついていないとはこのことだとお猪口を唇に当てながら柴田は思った。


　これで傍に江森がいてくれれば……。


　はっと気づいて神前を振り返る。


「あの、江森は……そろそろ……」


「ああ、そうでしたな！　今、連絡して見ましょうか」


　神崎は携帯を取り出し、液晶画面に見入る。


「お願いします」


　脇で聞いていると、神崎はなにやら話を始めた。実はワンギリをしたのだが、柴田は知るわけもない。一人芝居を続ける。


「ああ、どうかね？　もうじき？　もう少しかかりそう？　え？　ああ、切れちゃった」


　柴田に渋い顔をしてみせる。


「切れてしまいました。電波の状況が良くないのかな？」


「ええっ」


「ほら」


　神崎は携帯を柴田に指し示す。もちろん携帯を持っていない柴田には使い方どころか、機能などが判る筈もない。電源がオフになった携帯の液晶は完全に沈黙していた。


「戻ってください。江森が来るのを元んとこで待ってたいから」


　急に心細くなって柴田は頼み込む。


「そうですね……じゃあ、船頭さんに頼んできましょう。では、その間にどうぞ」


　神崎はもう一本、徳利を手にした。


「ささ、どうぞ」


　ユーターンすると決めたと聞き、柴田は安心した。勧められるままに杯を重ねる。


　そのうち親父が「戻るって？」と操舵室から現れた。


「一旦戻って、じゃあ、レインボウブリッジのほうへ行くかい？　夜景が綺麗だぞ？」


「それはいいですね」


　神崎が賛成する。


「隅田川もあっちのほうは広々としてるから」


　すると江戸っ子の親父が蔑みの眼差しを投げかけた。


「お客さん、冗談じゃないやね、永代から先は品川沖でさ」


　要するに永代橋を越したらそこはもう川ではなく海だというのである。


「ほほう、さすが江戸っ子！」


　おだてられ、親父は得意そうに操舵室へと戻っていった。


　程なく屋形船は錨を上げ、川を下り始める。


　次々と名の通った橋の下を屋形船はくぐり抜けていく。周囲の建物も川面から見上げるといつもの見慣れた姿からはずいぶんと違う。


「へえ……あれ、国技館だ」


　柴田の言葉に、ビールを運んできた船頭の孫息子が答える。


「はい、そうですとも。この橋は両国橋と言いましてね、橋のたもとには有名な『ももんじや』と言うイノシシの肉を食べさせるところがあるんですよ？」


「ええっ、イノシシ？」


　柴田は眼を丸くする。神崎は「それはいい、いつかそこにご案内しますよ」と繋いだ。


「イノシシは馬肉と同じで精力増強作用があるんですよ。また江森さんと一緒に接待致しましょう」


「ええっ」


　江森にこれ以上精力増強されたら適わないと柴田は首を竦めた。


　やがて屋形船は出発した地点を遥かに越え、ヨットの帆のような形の青色の美しい橋を過ぎる。清洲橋（きよすばし）と言って、もうこの先にあるのは永代橋で、隅田川は河口に近づいている。


　その頃から柴田は胃に違和感を感じていた。


（ま、まずい……）


　まさか川舟で船酔いをするとは思わなかった。


　飲みすぎたのかとも最初は思ったが、せいぜい二合である。それもこの不快感は飲みすぎのときと全く違う。


　冷や汗をお絞りで拭っていると、神崎が心配そうに覗き込む。


「先生、ひょっとして船酔いですか？」


「う……だ、だいじょぶ……です」


　だが我慢していても冷や汗が額から流れ落ちる。


「先生、お顔の色が真っ青です、船を下りたほうが宜しいでしょう」


「で、でも……」


「先生のお体のほうが大事です！」


　神崎はきっぱり言って柴田の額を自分のハンカチで拭った。


　せっかく接待をしてくれているのに、まるで台無しにしてしまったようで、柴田はすっかり恐縮した。


「すみません……せっかく呼んでいただいたのに……」


「何をおっしゃいますか！　そんな機会はこれからいつでもございますから」


　神崎は優しく微笑んだ。だがそれは「上手くいった」という意味なのだった。


（効いてきたな）


　神崎が先ほど飲ませたドリンク剤の中身は「シアナマイド」。アルコール中毒の患者が禁酒をするために飲むドリンクだ。これを服用してから酒を飲むと、ひどく気分が悪くなるのである。酒が嫌いになるように、わざと「二日酔い」を起こさせる薬だ。


　計画通りの展開に神崎は悦びを押し隠しながら、柴田の背中を摩った。


　そして内ポケットから今度は薬剤のヒートを取り出す。一錠掌に載せると、「ささ、これを飲むといいですよ」と勧めた。


「これは酔い止めですから」


「……ん」


　生返事をすると柴田はろくに見もせず受け取って口に含む。傍にあったグラスの水と共に飲み下した。


「完璧だ……」


　思わず呟く神崎に「え？」という眼差しを投げる。


「あ、いえ、これで吐き気も完璧に治まるという意味ですよ」


　にっこり神崎は微笑み、またお絞りで柴田の額を拭くなど、いそいそと世話を焼きだした。


「船頭さんに頼んで戻っていただきましょう」


　なんだか頭の芯が朦朧としてきて、柴田は力無く眼を閉じた。








６








　井の頭公園の桜は満開で、すでに昼過ぎからはあちらこちらで花見の酒宴が始まっている。


　江森は場所を確保するために、同僚の加藤と早くからビニールシートを手にうろうろと歩き回っていた。


　加藤は別の区域の担当なのだが、花見のシーズンはお互いに協力し合っている。今回も夕方まで場所取りの手伝いに来てくれていた。


「女医さんやらナースやらが多いんだろう？」


　辺りを見回しながら加藤は江森に尋ねる。大学では演劇部に所属し、卒業後しばらくマイナーな劇団の下積みをやっていた加藤は、なかなかの苦労人である。


「トイレに近からず遠からずってとこがいいぞ。女性陣は男性よりトイレに行く回数が多いからな。男性はいざとなりゃそこら辺で出来るけどさ」


「なーるほど！」


「いやさ、ピクニックに行くと結構弁当を食う場所、探すのに苦労すんだよ、俺んとこ」


　加藤の家は奥さんと二人の娘、という女系家族なのだった。


　結局「列が出来てるかどうか見える場所」という抜群のロケーションを確保した。


　やがて田辺とイッセイ薬品の工藤が大きな荷物を抱えて到着する。加藤と交代すると、工藤は「じゃあ江森さん、一緒にピザとケーキを買いに行きましょう」と申し出た。


「いや、ピザは直前のほうがいいでしょう。僕、予約して時間を言っておいたから」


　工藤は「さすが、江森さん」とおだてる。


（なんか、ここってみんな、ヨイショが上手いのかな）


　神崎を思い出し、なにやら江森は可笑しくなった。


　六時過ぎに小児科の一行が到着する。リクエストしたケーキやらピザが用意されているのを見ると、小池は上機嫌になった。


「エモちゃん、こっちよ、私の隣に座りなさい」


「ええっ」


　途中でふけようと思っていた江森は内心困った。


（小池先生って、背丈が浩司さんぐらいのがタイプって聞いたよね）


　工藤の腕を引っ張り、傍へ行く。


「あの、イッセイの工藤さんです。今日、手伝ってくれることになりまして……」


「ども！」


　元気よくお辞儀する小柄な男に小池は目を細める。小池の夫は同じＪ医大の心臓外科の講師だ。背は低く太り気味の気のいい男で、ムーミンというあだ名だった。


「まあ、ありがとう。工藤君ていうの？　ここ、座んなさいな」


　やった、と江森はほくそえんだ。








　江森が待ち合わせの船宿に駆けつけてきたのはそれでも八時過ぎだった。


　桟橋には一艘、屋形船が繋がれているが、灯は点いていない。


　船室を覗き込んだが誰もおらず、江森は船宿のほうへと引き返した。


　中に入り、「あの、イッセイ薬品の人は？」と尋ねてみる。


　たたきの向こうに畳敷きの帳場があって、そこで老人が粋に煙管を吹かしていた。


「ああ、実は中止になったんだよ」


「ええっ？」


　親父は二人だけを載せて先に船出をしたのだと江森に告げる。


（そんな連絡、なかったのに！）


　江森は唖然とした。


「で、途中まで行ったんだけど、なんでもお客さんがひどい船酔いになってね」


（浩司さんのことかな？）


　江森は老人に近寄った。


「僕、一緒に接待するはずだった会社の者なんですけど、船酔いになったのって、痩せた小柄な人でした？」


　船宿の親父は「ああ」と頷く。


「なんか歌舞伎の女形みたいに綺麗な男だったなあ、ほらさ、玉三郎みたいな」


（やっぱり浩司さんだ！）


　青くなって江森は親父に詰め寄る。


「で、帰ったんですか？」


「だと思うよ」


　その場で江森は携帯を取り出す。マンションに連絡してみたが留守電に繋がるだけだ。神崎のほうへとかけてみた。こちらは「電波の届かない地域か電源がオフになっています」とアナウンスが流れる。


　この期に及んで何かおかしいと江森は感づいた。


（まったく僕に連絡を入れないなんてこと、ありえない！）


　とにかく神崎を捕まえなければならない。柴田は拉致されたのだと結論付けた。


（そう言えば最初から変だった！）


　ＭＲの掟を破ってあいつは浩司さんに近づいてきた。熱心に誘って接待に持ち込み、二人だけになって柴田をどこかへと連れて行った……。目的は決まっている。


　貞操の危機と江森は真っ青になった。


「どこへ行ったか判りますか？　重要なことを伝えなきゃいけないんですが」


　ちょうどそこへ、板前の白服を着た親父の孫息子が食器の入った行李を肩に担いで入ってくる。


　親父が「なんだか車に乗ってったよね」と話し掛けた。


「え？　誰のこと、祖父ちゃん」


「さっきのお客さんたちだよ」


　ああ、と孫息子は頷いた。


「なんか、大きな人が小さいほうの人に自分の家へ行きましょうって言ってたよ」


（信じられない……）


　柴田がトロいのは知っていたが、うまうまと神崎の車に乗ってしまうなんて。


　だが「船酔いしていた」と言った親父の言葉に引っかかるものがあった。車酔いも飛行機酔いにも無縁の柴田だ。


「まさか一服盛られたんでは」


　こうなったら一秒一刻を争う。神崎の住所を知っているものを捕まえねばならない。携帯を握り締め、江森は自分のボルボへと走った。


「工藤さん、僕、江森ですけど」


　携帯の向こうではカラオケの騒音が聞こえる。


「なに、江森さん？　大丈夫、こっちはオッケーだから」


　工藤は若いナースたちに取り巻かれ、ひどく機嫌のいい声を出す。


「え？　なに？　聞こえないって」


「だから、君んとこの神崎さんって、どこに住んでるか判る？」


　江森は真剣な声で尋ねる。


「知らないなあ……営業部が違うしね。なんで？」


　首を捻る工藤に江森は本当のことを打ち明けることにした。工藤は自分と年も近く、なかなかさばけた性格で、彼を信用することに賭ける。


「あのね、なんかおかしいんだ、あの人。浩司さん、じゃなかった柴田先生をどっかに連れてっちゃったんだよ」


　まさか拉致したとは思わないので、工藤はのんびりと「二次会じゃないの？」と答える。


「ほらさ、こないだのショウパブとかさ。循環器内科の野村先生、連れてった。あそこ、あの人の行きつけなんだって。接待によく使うって言ってたよ？　君に訊かれて俺、調べただろう？　俺もこないだ、初めて知ったんだけどさ」


「ええーッ」


　まさか神崎があの野村講師を接待したパブの常連とは。


　だがそう言えば、


（野村先生は厚木にいた時、イッセイ薬品のＭＲに連れてってもらったって言ってたっけ……）


　それが神埼だったのだ。


　点と点が繋がって線になり、矢印の先っぽに神崎の顔が浮かび、江森はあっと思った。


　それって神崎はホモってことじゃないの！　と江森は危うく叫びそうになって何とか堪える。


（だとしたら浩司さんは……）


　柴田の貞操はまさに炉心溶融（メルトダウン）寸前だ。


「住所、判らないかな？」


　必死の声音で江森は食い下がるが、工藤は「うーん、ちょっと」と答えた。


　携帯を切った江森は必死で頭を巡らせる。


　厚木の営業部へ連絡すればもしかしたら判るかも知れない。だが今の時間、営業部に誰も残っていない公算は大だ。


（だったら……もしかして）


　一か八かと江森が目指したのは新宿だった。








　新宿は二丁目のビルにそのパブはあった。「善悪の彼岸」という結構とんでもない名前で、これがニーチェの書物の題名からきているなどと知りようもない人々が集まる店である。


　二十人ほども入れば一杯というフロアで、奥には一段と高くなった舞台がある。


　ちょうどショウタイムの間で、江森はけたたましい声で笑う数人の男たちの間をすり抜け、中へと入った。すると「やだ、エモちゃんじゃないの、奇遇だわぁ」と呼び止められる。


「え？」


　振り返ると髪をポニーテールにまとめ、いかにも業界人といったコムデの服を着た中年男性だ。テーブルについてウィスキーのボトルを前に店の若い子をはべらせている。


「花村さん！　こんなところに……」


　花村恵（めぐみ）、柴田の患者・トレンディ俳優朝比奈繁樹のメイクアップアーティストである。考えてみれば朝比奈はバリバリのゲイでその彼と親しいのだから、花村もゲイといってもおかしくはなかった。ひょんなことで江森と柴田はとある強姦未遂事件に巻き込まれ、朝比奈の伝を頼って二丁目で犯人探しをした事があった。これはまた別の話になるが、その時、花村にも紹介されたのである。


　だがＳＭショウパブで会うとは……。


　花村は嬉々として江森の腕にぶら下がる。


「いやだわぁ、趣味が同じなんて、嬉しい！　エモちゃん、もちろんＳよね？　あたしもＳなのよぉ」


「うえっ」


　オカマのＳというのも想像がつかず、江森は思わず引いてしまった。


「一緒に飲みましょうよぉ」


　腕を引かれ、江森は「それどころじゃないんですってば」と首を振った。


　と、席についている若い子が「あら、こないだの」と眼を輝かせる。


「あ、君は……」


　野村医局長を接待したとき、やたらと江森にべたべたした坂戸という二十代後半の男だった。ピチピチのシャツに見せパンの覗くローライズデニムを穿いている。


「うっ」


　まずいと逃げ出そうとしたが、ふと思いついて「君、イッセイ薬品の神埼さんて知ってる？」と尋ねた。


「え、うちの常連さんだけど……」


　江森は隣の席に身体を捻じ込むと「頼む！」と頭を下げた。


「この通り、なんでも言うことを聞くから彼の住所を教えてくれないかな！」


　坂戸は顔を顰める。


「こーゆーとこでは、お客さんの情報って絶対漏らしちゃいけないのよね……」


「そこを何とか！」


　江森はガバと床に膝をつき、額を擦りつけた。


「この通り！」


　柴田の貞操を守るためなら、なんだってする。この前は嫌だと断ったが、ショウタイムのとき、舞台に上がってホンバンをすることだって辞さない。


　そう告げる江森の真剣な目つきに坂戸は「んまあ」と呟いた。


「んもう、いい男なんだものあなたって……仕方ない、一肌脱いであげるッ」


　意を決して坂戸は「タネちゃあん」と同僚を呼んだ。


「あのね、あたしはＭ役なんで直接神崎さんは知らないのよ。でもタネちゃんてＳの子とは個人的なお付き合いがあったみたいよ？」


「ええっ」


　ということは……神崎はＭなのかと江森はまた眼を剥いた。


（うう……人は見かけによらないんだな……）


　にしてもその神崎が何でまた柴田に目をつけたのか、江森にはどうも解せない。


　だが「タネちゃん」と呼ばれた子が現れたとき、なんとなく神崎の好みがわかったような気がした。


　タネちゃんは細身で切れ上がった眼をしており、つんと尖った顎はいかにも女王様といった雰囲気だ。もちろん柴田のほうが何倍も綺麗だし色っぽいが、と江森は思った。


　こちらもぴっちりとしたシャツに臍下何センチというデニムを穿いている。半袖から出た腕には濃い毛が生えていて、下腹の毛も濃い。ここがちょっと柴田とは違うなと江森は思わず見入ってしまった。股間は盛り上がって、どうもプロテクターをつけているようだ。


　江森の視線を感じ、羨ましがられていると誤解してタネちゃんは得意そうに腹を突き出した。


「タネちゃん、この人、あたしのいい人なの。彼のために神崎のこと、教えてやってよ」


　坂戸は頼み込む。


「坂戸ちゃんがそういうなら、仕方ないなあ」


　タネちゃんは結構軽く話し出す。


「彼とは二、三回頼まれてプレイしたよ？」


「どこで！」


　江森が突っ込むとタネちゃんはひどく険悪な顔になった。


「なんだよ、こいつ！　僕が話、してんのにさ！」


「タネちゃん、続き、話してちょうだいよう」


　坂戸が機嫌をとり、またタネちゃんは話し出す。


「…………でさ、僕が鞭を振るってもそのやり方が気に入らないって、結局プレイは途中で止めちゃってね。あいつ、結構うるさいのよ。でもま、払いはいいけどさ。それで一緒にあいつの部屋でスカイパーフェクのＡＣミランとパルマの試合見て、帰ってきたんだよねー。でさ、二回目はロープを使ってさ……」


　長い話の腰を途中で折るわけにも行かず、江森はたっぷりと神崎の趣味に付き合わされるはめになった。やっと話の区切りがつくと、江森は「頼む、神崎の住所を教えてくれないか」と頭を下げた。


「いいよ、坂戸ちゃんの彼なら信用できるもんね」


　タネちゃんが告げた住所はこのすぐ傍と知り、江森は飛び上がった。


「このお礼は必ずするから！」


　叫ぶと脱兎のごとく走り出す。


「待ってるわよぉ、今度絶対抱いてよぉ」


「なんだか知らないけど、また会いましょうねー、そうだわ、坂戸ちゃんと３Ｐしましょうよ」


「じゃあな」


　背中に三者三様の掛け声が飛んだ。
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　目覚めた時、柴田はどこにいるか判らなかった。


　神崎の運転する車に乗ってマンションへ向かったところまでは覚えている。


　酷い吐き気を感じている柴田に、神崎は親切にも「私のマンションで少しお休みください。良くなったらご自宅まで送ってまいりますから」と言ってくれたのだ。


　それが途中で眠り込んでしまったらしい……。


「いてて……」


　柴田は顔を顰める。


　頭が割れるように痛い。明るい光が眩しく涙に滲み、眼を細めた。


「眩しいよ……五月、消してよ」


　大柄な影を視界の隅に認め、柴田は呟く。顔の前に手を持っていこうとしたが、何故か腕が動かせない。


「あれ？」


　次第に明るい光に網膜が馴染んだのか、ぼんやりではあるが辺りの状態が見えてくる。


「え？」


　自分がバンザイした格好でベッドに寝ているのが判った。


「ええっ？」


　首をねじ曲げると、とんでもない物が目に入った。自分の両手首は頭のほうのベッド柵に金属の手錠で固定されているのだ。さらに身体のほうを見るともっととんでもない物が。


「ど、どういう……」


　困惑して呟く柴田の前に神崎が現れた。裸の上にバスローブを羽織っている。


「お目覚めですか、柴田先生」


　この状況下に置かれても、柴田には神崎が全てを仕組んだなどとすぐ結論が出せないでいた。


「神崎さん？　俺、夢、見てるのかな……」


　首を捻る柴田に神崎は優しく微笑む。


「気に入っていただけたでしょうか、その衣装」


「え……」


　もう一度、柴田は首を上げて自分の身体を見る。


　胴には黒革のぴっちりした短い胴着、股間にはあそこを隠す僅かばかりのやはり黒い下着がつけられている。ご丁寧にも黒いガードルと網タイツも履いていた。


「夢だよね、これって……」


　神崎は丁寧に「夢ではありませんよ、先生」と柴田の疑問に答えた。


「神崎さん、ど、どういう……」


「申し訳ありません、柴田先生。でもどうしても私にはこうするしかなかったのです」


「はあ？」


　柴田にはまるで理解不能だ。じっと神崎を見上げる。


「先生、打ってください、この私を」


　神崎はがばと床にひれ伏した。


「へ？」


「この鞭で」


　神崎は背中から革の鞭を取り出す。やっと柴田はおぼろげながら事態を呑み込み始めた。


（そういえば五月がＳＭショウパブに行ったことがあったな）


　もちろんそのパブの常連であるまさに当人が目の前にいるとは感づいていない。


（て……この人、Ｍってことなのかな……）


　でもそれと自分の今の状況とどんな関係があるのか。


「なんで俺が……」


　尋ねてみた。


　神崎は再び顔を起こすと、「先生は私の理想なのです」と呻く。


「失礼とは存じましたが、どうしても抑えられなく……無理を承知でお連れしたのです」


　次第に柴田の頭は覚醒し始めた。


「それって……つまり俺を誘拐したんじゃないの、ひょっとして」


「まあ、有り体に申せばそういうことになりますな」


　しらっと答える神崎を柴田は穴の開くほど見つめる。


「で、俺をどうしたいんだ」


「ですから私の女王様になっていただきたいのです。その小さな柔らかい手で、私を打ち、そしてその可愛らしいお口で罵っていただきたいのです！」


　神崎は手を合わせ、柴田の傍に跪いた。


「何、馬鹿なこと言ってるんだよ！」


　神崎の答えに衝撃を受け、柴田は思わず大声を出す。


（嘘だろ……）


　手錠で繋がれていることを忘れ、身体を起こそうとするとじゃらりと金属音がして、柴田はまたベッドに大の字になった。


「これを外してください」


　込み上げてくる怒りを抑え、柴田は低い声で静かに言う。だがこれは切れる兆しなのだ。


　神崎はにっこりと微笑んだ。


「駄目です。打ってくれると約束していただけなければ」


「何、言ってるんですか！　なんで俺がこんな格好で、あんたを打たなくちゃならないんだよッ」


　こんな服を着せられていると言うことは、自分は意識がない間に裸にされたのだと柴田は驚愕した。まあ、男であるから別に裸を見られてもどうってことはない。だがそれにしてもこれは犯罪ではないか。


「あんた、今までいい人だと思ってたのにッ、これじゃあ犯罪者だぞ！　早く手錠を外せよ！　でないと警察に言うぞ！」


　激しく自分を責める声に神崎はぞくぞくしてきた。


（いいぞいいぞ……）


　だが警察というのは困る。丁寧に頭を下げた。


「申し訳ありません、ですが私にも覚悟があります。柴田先生、あなたのそのお姿は、まあ私の趣味の一環ではありますが、一部始終、デジカメに収めさせていただきました。もちろん先生の出方次第では個人コレクションの一部に留めさせていただくつもりですが」


「それって……脅迫？」


「はい、有り体に申せば。このことを二人の間だけの秘密にしていただけなければ、ＳＭ系サイトに流します」


　ここにいたって完全に切れ、柴田は思いっきり叫んだ。


「ざけんな！　もう怒った！　さっさとこれを外せよ！」


　顔を真っ赤にし、眉をぎゅっと寄せ、目を吊り上げて怒る柴田の顔に神崎は震えるほどの悦びを感じた。


「そうはいかんざき、なんちゃって。けけけ」


　ナチュラルハイになっておどける。


「バカッ、そんな親父ギャグ、全然面白くないよ！　どーゆーセンスしてんだ！　アホか、てめーは！」


「ああっ、いい……もっと罵って！」


「あんた、サイッテーだなッ」


「そうです、私は最低な男です、はははは。蔑（さげす）んでください」


　何を言っても逆効果なのだと柴田は呆れる。だがまだまだ事態はそんなものではなかったのだ。


　神崎がおもむろにバスローブを割って股間のモノを取り出したので柴田は仰天した。


「バカッ、そんなもん、しまえッ、俺に見せるなッ」


「そうおっしゃらずに……」


　神崎は太くなったものを見せびらかしながら柴田の身体にすり寄った。


「お願いです、女王様、お情けをこのあなたの下僕に……」


　言いながら片手の手錠を外し、その手に鞭を押しつける。


「打ってください、女王様」


　片手が自由になった柴田は思わず鞭を振り回す。


「さっさとこっちも取れよ！　でないとぶつぞ！」


「ああ、打って、打って！」


　歓喜の悲鳴を上げ、神崎はバスローブを下に落とし、背中を向ける。


　これが逆効果とは知らず、柴田は背中に鞭を振るった。他に出来ることがない以上仕方がない。神崎は身悶えて悦びの呻きを漏らす。


「ああっ、いいっ、もっとっ」


　振るっている腕が疲れたころ、屈んでいた神崎が法悦の表情を浮かべて立ち上がったので、柴田はちょっと引いた。


（う……うんとぶったから怒ったのかな？）


　だがこちらに向けた下腹部は明らかに極度の性的興奮を示している。神崎は自分のモノを扱きつつ、喘ぎながらベッドに載った。


「ああ、先生、もっと叱ってください」


　大きな裸体に圧し掛かられ、柴田は息が詰まりそうになる。


（な、なんなんだよッ）


　柴田は鞭を放し、神崎の背中を掻きむしる。


「く、苦し、どけって！」


「いいっ、先生っ、もっと痛くして！」


「どけよ、バカッ」


　叫んだ瞬間、神崎が上体を起こす。すると暴発寸前の銃口が顔に突きつけられているので柴田は息を呑む。次の瞬間、熱い白濁が顔にかかった。


「う……嘘……」


　神崎は歓喜の声を漏らしながら柴田の顔にかかった液を舐め始める。


「ああ、下僕風情の汚い精液で尊いお顔を汚（けが）してしまった私めをお叱り下さい！　厳重な罰をお与えください！」


　ここに至ってあまりにも予想を越えた展開に、柴田の頭は返って冷静になった。


　涎を垂らしながら柴田の上で腰を振る神崎をじっくりと眺める。


（そうだよな……精神科で習ったな、「性倒錯」って……）


　医師としての職業意識、とでもいうのか、神崎の精神状態を分析し始めた。


　学生時代だからだいぶ前のことではあるが、教科書に載っていた性倒錯の豊富なバリエーションに柴田は感心したものである。もっともその当時は自分が許されない性的嗜好を持っていると悩んでいたので、「同性愛」が性倒錯から外されてることを知り、免罪符が与えられたと喜んだが。


（仕方がないんだ、こいつがこんなことで興奮するのは）


　ただ、相手が柴田でなければ。


　同じ性的嗜好を持った人と仲良くやればいいのに、とも思ったが、同時に自分が相沢を片恋していたこととも重なってちょっと可哀想になっている。


（俺だって、相沢がホモだったら全然悩まなかったもん）


　だがすぐに「そしたら江森と恋人同士になっていなかったんだ」とも思い当たった。


（世の中ってどうなるかわかんないよな……）


　妙に覚めた頭で神崎の痴態を眺めていたが、はっと今の現況に立ち戻る。


（それとは別に、なんとかしなくっちゃ！）


　いつまでもこんな変態プレイに付き合ってはいられないのだ。


　決心すると、股間の再び太くなったものを自分の下腹に擦り続けている神崎の身体を思いっきり蹴飛ばした。神崎はあっと言う間もなくベッドから転げ落ちる。したたかに打ったらしくゴンという鈍い響きが聞こえた。と同時に「ああっ」というまた嬉しそうな叫びが上がる。


「う……逆効果だったのかな」


　しかしさすがに神崎は興奮しすぎて疲れたらしく、よろよろと立ち上がると、「先生、ちょっとお休みしましょう」と言った。


「ああ、やはりあなたは素晴らしい……私の想像したとおりだ……」


　嗄れ声で言うと、サイドボードに置いてあったペットボトルを持ってきて自分でごくごく飲む。


「はあー、疲れた……喘ぎすぎてすっかり声が嗄れてしまいましたよ。先生、お飲みになりますか？」


　別のペットボトルを持ち上げ、グラスに注ぐ。


「どうぞ、お飲みください」


　柴田の手から鞭を受け取るとにっこりして代わりにグラスを押し付けた。


「……あんたって」


　プレイが終わると、いつもの礼儀正しいＭＲである。柴田はあまりの変貌に眼を剥いた。


　そうは言っても、自分もすっかり喉が渇いているのでありがたく飲む。舌がいやに苦味を感じ、口の中がからからなのに気づいた。


「あの、俺に何か盛りましたか？」


「はいっ」


　神崎は嬉しそうに答える。


「申し訳ありません、シアナマイドとハルシオンを」


「信じられない……」


　呆れる柴田にまた神崎は語りかける。


「それほど、私めのあなたに対する憧れが強かったとご理解ください。だが甲斐がありました、あなたは理想だ。素晴らしい！　こんな興奮したプレイは生涯初めてです」


　そんなことで誉められても一つも嬉しくない。睨んでいる柴田に神崎はまた丁寧に頭を下げた。


「今夜は一晩中付き合っていただきますよ」


「冗談じゃないッ」


「ま、抑えて抑えて。まだ第一ラウンドですからね。さ、そろそろ……次は何にしましょう、衣装は色々あるのですが」


　床に落ちたバスローブを羽織ると、神崎はクローゼットへと向かった。


「『医者と患者』というのもありますが、先生はいつも白衣でいらっしゃるから今さら燃えないでしょうし……サッカーの監督と選手、なんてどうです？　トルシエと中村俊輔なんちゃって。あっ、ちょっと古いですけど」


　うきうきと喋りながら神崎はジャパンブルーのユニフォームを取り出した。


　と、微かにインターホンが鳴る。インターホンは隣のリビングなので、ここでは応答できない。神崎は舌打ちした。


「今どき、なんだ？」


　顔を顰めるが、インターホンは執拗に鳴り続ける。


「先生、ほんのしばらくですが席を外させていただきます」


　神崎は一礼すると寝室のドアへ向かう。


「ちょ、ちょっと！　その前に手錠を外せって！」


　大の字に寝たまま柴田は叫ぶが、


「申し訳ありませんが、そのお願いには沿いかねます」


　あくまでもプレイ以外は礼儀正しい神埼なのであった。


　取り残されて柴田は唖然とした。


　まず手錠で繋がれたままの左手を何とか抜こうと試みる。


　だがもちろんそんなことが可能のはずもなく、すぐに左手首は赤く擦り切れてしまう。


　次に大の字になっている身体を捻ってうつぶせになった。


　うつ伏せになると、仰向けのときよりも頭を高く上げ、辺りを観察出来るようになる。


　広い十五畳ほどのベッドルームで、窓には分厚いカーテンがかかっていて、ここが東京のどの辺りなのか見当もつかない。


（それとも厚木なのかな……）


　心細くなって柴田は江森の顔を思い浮かべた。


　自分がこんな目に会っているなどと、絶対江森は知らないだろう……。


（俺が悪いんだ……トロくてすぐ騙されちゃうから）


　なんでも江森に頼ってきた自分の愚かさだ、と柴田はいつものように自分を責め始める。


　だがそれよりも今は脱出することが先決、と柴田は再び冷静になって部屋の中を見回す。


　サイドボードにクローゼット、それからテーブルがあって、なんと百目蝋燭のような太い蝋燭が立っていた。その隣には木製の三角木馬がある。


「うっ」


　さらに部屋の隅に洋式のポータブルトイレを見つけ、柴田はぞっとした。


　もうあいつの趣味にこれ以上付き合えない！　今夜は一晩中、などと言っていたが、


「絶対逃げてやる！」


　ベッドは頭のほうが壁に押し付けられているいるものの、両脇には十分空間がある。色々なプレイが出来るようにらしい。


　手錠を弄っていた柴田ははっと思いついた。


「あっ、そうか」


　左手は柵につながれていたが、セミダブルとあまり幅は広くないので左端に身体を寄せると、楽にベッドから降りることが出来るではないか。


　気がついて柴田は身体を捻る。床に両足で降り立った。


　次にベッドを両手で引っ張る。


　分厚いマットレスの載ったかなり頑丈なタイプで重かったが、火事場の馬鹿力という奴で、次第に動き出す。


　まだ何をしようという明確な意図はないものの、とにかくベッドを引きずりながらドアへと進み始めた。
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　都庁や初台の高層ビルの夜景を望む絶好のロケーションにその高級マンションはあった。


　もちろん玄関はオートロックで、閉ざされたガラス扉の前に江森は立ち尽くす。


　まず中へ入らなければいけないが、そんなことは簡単だ。宅急便やら帰宅する人やらと一緒に入ってしまえばいい。その先が問題だ。


　神崎に部屋の扉を開けさせなければいけない。尋ねてきたのが江森であるとばれたら、もちろん神崎は知らぬ振りを決め込むだろう……。


　思いついて、裏側の集塵所へと回ってみた。


「あった！」


　大きなゴミバケツが何個も並んでいるところに、解体されたダンボール箱も積み重ねられていた。


　その中からを一つ拠り出す。かなり大きなのを選んだ。


　ボルボに戻ると、医者への土産物として常備しているステイショナリーの袋を開けた。


　中から粘着テープを出すと、ダンボールを組み立てる。


「よし、これでいい！」


　肩に担いで玄関に戻ると、ちょうど奥様風の中年女性が真っ白なシーズーを曳きながら入っていくところだった。


「すいませーん！」


　明るい声をかけると、女性は親切に自動ドアを抑えていてくれる。


　重そうなジェスチャーに騙されて、「まあ、大変ね」とにっこりした。


「ありがとうございますっ」


　一緒にエレベーターに乗り込むと、シーズーがしきりに江森の靴の臭いを嗅ぐ。


「まあ、ごめんなさいね」


「いえ、僕、犬大好きですから！」


　栗色の髪のハンサムに微笑まれ、女性はひどく得した気分になった。


「お仕事、頑張ってね」


　江森は女性に別れを告げ、エレベーターを降りた。


　先ほど聞き出した神崎の部屋は十五階だった。


　人気（ひとけ）のない長い廊下を表札を頼りに探す。


「ここだ！」


　電気メーターを調べる。メーターはぐるぐると回っており、中に人がいることは間違いない。


　頭の中で計画を練りながらインターホンを押した。


　しつこく押し続けると、やっと不機嫌そうな「なんですか」という神崎の声が返った。


　江森は鼻を摘むと、「宅急便でーす」と応えた。


「間違いだろう」


「いえ、イッセイ薬品厚木営業部長神崎健雄様宛てです」


　部屋の中で神崎は首を捻る。社会的には厚木のマンションが本宅として認知されているのだ。この住所を知る者は数少ない。


「差出人は？」


「えーと、『善悪の彼岸』というお店から承ってまいりました」


「ああ！」


　お得意様へのプレゼントかと神崎は相好を崩した。あそこのパブではよく、常連へ色々なグッズを中元やら歳暮やらに送ってくる。


（ちょっと季節が早いが……私の誕生日は来月だから、それかな？）


　ドアについたレンズから外を窺うと、大きなダンボールしか見えない。


（なんだろう……）


　チェーンをかけたまま少しドアを開けた。


「大きくて入らないんですよー」


　ダンボールの陰から言われ、チェーンを外した瞬間、


「この野郎ッ」


　太い声が響き、神崎はそのまま床に押し倒された。


「なっ、なんだ？」


　自分に何が起こっているのか判らないまま、数発頬を張られる。


「ええっ」


　腹の上に載っているのがＭＲの江森と知り、仰天した。


「なっ、なんだ、君は！　失礼な奴だ、すぐそんなことは止めるんだ！」


「うるさいっ、浩司さんはどこだ！　浩司さんを返せ！」


　江森の剣幕はすさまじく、あっと言う間もなく神崎は腹を拳で打たれ、息が出来なくなる。


「浩司さんはどこだッ」


　もう一度襟首を掴まれ、耳元で喚かれる。


「あ、あっち……」


　思わず寝室のほうを指差す。


　江森は神崎を放りだすと、ベッドルームへと走った。


　ノブを回すと鍵は掛かっていない。


　僅かに扉を開けるとなぜか中は真っ暗だ。


　最悪の事態を予想し、江森は中に肩を入れた。その瞬間、いきなり扉が閉まり、江森はしたたかに手首を挟まれてしまった。


「いったーい！」


　叫ぶ間もなく、低いドスの利いた声がすぐ傍で上がる。


「おい、俺は本気だ、手首を折られたくなかったら手錠の鍵を寄越せ。知ってるんだ、バスローブのポケットに入ってるのは」


　聞き慣れた声に江森は仰天した。


「浩司さんじゃないの！　僕だよ、僕！」


「ええっ、五月か！」


　扉が開いて江森は中へ入る。灯のスイッチをＯＮにしたところでとんでもないものが視界に映った。


「浩司さん……どうしたの、そのカッコ！」


　柴田は黒いぴっちりした胴着とビキニのやはり黒いショーツ、それにガードルと網タイツだ。しかも左手には手錠がかかって、扉のすぐ傍に移動したベッド柵と繋がれている。


「神崎の仕業なんだね！」


　だが江森が目を吊り上げる間もなく柴田は「それよりすぐ、あいつのバスローブから鍵を取ってきてくれ」と遮った。


「手錠を外してからだ、説明は！」


　江森はすぐさま、まだ身体を二つ折りにしてうんうん唸っている神崎の傍に戻った。


「あったよ、浩司さん！」


　鍵を開け、手錠を外すとやっと柴田は安堵の溜息をついた。


「まいった……お前が助けにきてくれなかったら、どうなってたか……」


　腫れた手首を摩りながら柴田はベッドに腰を下ろし、江森を見上げる。


「ありがとう、五月……」


　その姿を江森は複雑な心境で見ていた。


（うーん……神崎の奴は殺したいぐらい許せないけど……なんか、いいもん見ちゃってるかも……）


　思わず「浩司さん、色っぽーい」と言ってしまう。


「アホか！　俺の服、探してくれ！」


「うん」


　江森はクローゼットに走ると中のものを調べ出す。


「うわっ、すごいよ、浩司さん、色んな服が入ってるよ！　あっ、アンナミラーズのもあるよ？　どーやって使うのかなあ」


「んなの、ほっとけって！　早く俺の服、見つけてくれよ！」


「わかったよぉ」


　ちょっと残念だったが、なんとか奥から柴田の服を発見し、戻る。


　柴田はさっさと黒革のコスチュームを脱ぎ捨て、着替え出した。


「うわ、いきなり脱がないでよぉ、こんなとこで」


「アホか、俺、いつもお前に裸を見せてるだろうが！」


「でもさあ、ちょっと刺激的過ぎる……」


　細い腰を見せ付けられ、江森はムラムラしてきた。神崎のマンションでなければ飛び掛っていただろう。


　江森の煩悩に気づくはずもなく、着替えると柴田はふと気がついて振り返った。


「あのさ、クローゼットにデジカメ、なかったか？」


「デジカメ？　ないよ」


「じゃあ、探してくれ！」


　神崎は柴田のあられもない姿をデジカメに撮ったといっていた。


　柴田がそう告げると江森は「えーっ」と眼を丸くした。


「僕、ちょっと見たいけど、とんでもない奴だね、ほんと、神崎って！」


　自分自身は見たいけれど、


（浩司さんのそんな写真、残しておけない！）


　神崎の奴は毎晩それを見てマスをかくに違いないのだ。どころか、


（ネットに流されたら大変だ！）


　だがサイドボードにもクローゼットにもデジカメは見つからず、柴田は探すのを諦めた。


　きっとリビングを睨む。


「こうなったら神崎の奴に落とし前をつけなくちゃな！」


「浩司さん、かっこいい！」


　凛とした表情に江森はまた煩悩してしまった。


　先ほど自分の手首を戸に挟み、ドスの利いた声ですごんだ様子は今までにない柴田だった……新たな魅力を発見したと思った。


（浩司さん、結構男らしいよな……間違ったこと、許せないし）


　考えてみれば真剣な表情で勉強をしている時の表情は、きりっとして男らしく、いつも江森はうっとりと見ているのだ。自分は知らないけれど手術室で執刀している時など、きっと男振りが良いに違いない……。神崎の柴田に鞭で打たれたいという気持ちが少しだが判る気がした。


「惚れ直したよ、浩司さん！」


　感心して言う江森に「アホか、お前は」と柴田は呆れて応える。


「さ、行こうぜ！」


　リビングへ行くと、神崎はやっと身体を起こしたところだった。すぐさま江森は取り押さえ、両手と両足をまとめてバズローブの紐で縛った。


　床に転がされ、神崎は嬉しそうに、自分の傍で恐い顔で仁王立ちする柴田を見上げた。


「先生……緊縛プレイは第３ラウンドと思っていたのですが……こんな形とは残念至極です」


「あんた、ほんとに懲りないんだな」


　反省の欠片もない神崎に柴田は呆れ声を出す。


「当たり前でしょう、この趣味に命をかけてますから」


　神崎は胸を張ろうとしたが、ちょっと海老反っただけだった。


　柴田は溜息をつくと脇にしゃがんだ。


「あのなあ……あんたのそういう趣味を非難する気はない。好きにやってくれていい。俺の知らないところでなら」


「浩司さんたら！　こいつを許すの？」


　江森は大声を出し遮った。


「こいつはあなたのこと、騙して誘拐し、ひどいこと、したんだよ？　警察に突き出してやんなよ！」


　江森は怒りを爆発させた。この数時間、自分がどれほど心配したと思っているのか……しかも、神崎は柴田の身体に手を触れ、裸にして秘密の部分まで見たに違いない……。それを写真にまで撮ったのだ！　羨ましい……じゃなくて酷い奴！


「公然ワイセツ罪なんだよ、営利誘拐だよ？」


「いやそれは、ちょっと違いますな」


　転がされていた神崎は冷静な声で反論した。


「密室の中ですから公然ではありません、強制ワイセツには問われましょうが。さらに営利誘拐ではありません。個人的な趣味の範囲ですから」


「んもう、あんた、何言ってんだよ！」


　腹立たしくなって江森は神崎を足で小突いた。


「あいたたた！」


　神崎は悲鳴を上げ、江森を睨む。


「江森さん、それなら私こそあなたを『過剰防衛と傷害と監禁』で訴えますぞ？」


「なんだよ、あんた、Ｍなんだろ？　僕が縛って蹴ったら嬉しいんじゃないの？」


　神崎は真剣に反論する。


「君はＳＭの精神がわかっていない！　誰にやられても良いというものではないのだ！　私は柴田先生に苛めていただきたいのだ！」


　自分も巻き込んだＳＭ理論に柴田は「もういいって」と割り込んだ。


「とにかく神崎さん。俺以外の同じ趣味の人とそういった理論は実践してください。俺はそういう趣味、ありませんから！」


「いいえー、先生にはその素質がおありですよ、私を罵るお口など、実に滑らかで生き生きとしていらっしゃる……鞭の振るい方なども堂に入って、実に気持ち良かった……」


　思い出して神崎はうっとりと眼を細める。


「もうそれ以上、言うなって！」


　柴田はきっぱりと遮った。


「とにかく俺に今後、近づくな！」


「そうだよ」


　江森もしゃがみこむと神崎の顔を覗き込んだ。


「それにね、だいたい浩司さんはＳじゃないの。Ｍなんだからね！」


　得意げに宣言する。


「ええっ」


「ええっ、本当ですか！」


　同時に神崎と柴田が叫んだ。


「何、言ってるんだよッ、五月！」


「だって、本当じゃないの……いつだってちょびっと痛くしたりするとうんと感じるでしょう？　ほら、こないだだって、乳首を抓（つね）ったら……」


「馬鹿ッ、止めろッ」


　二人の会話に神崎は呆然と目を見開いて聞き入っていた。


（そうだったのか……柴田先生はゲイ……しかもこの男とデキていたのか……）


　だが心が躍った。


　ゲイとなれば話は早い。男相手のプレイに抵抗はないだろう。それにＳＭの素質は自ら気がつかないこともある。ゆっくり開花させてやればよい……。これからが楽しみだ……女王様が美しい花を開かせていくのを傍で見守る……こんな美味しい役はない……。


「なに、にやついてんだよ！　いやらしい奴！」


　江森は目を細めて柴田を見つめる神崎をまた足で蹴った。


「五月、あんまり乱暴するなよ」


　さすがに縛られている男を攻撃するのも気が引け、柴田は江森の肩に手をかける。不意に「五月、カメラとか持ってる？」と尋ねた。


「うん、ほら、花見から直行したでしょう？　インスタントカメラなら……」


　内ポケットから使い捨てカメラを取り出す。


「こいつの写真、撮ってくれ。うんといやらしそうなとこ」


「ええーっ？」


　そういう趣味が柴田にはあるのかと、江森は驚いてカメラを取り落としそうになる。


「違うって！」


　デジカメが結局見つからなかったことを思い出したのだ。


「だからさ、こっちも撮っておけばいいだろう？　もし俺のを発表されたらこれを持って会社に乗り込んでやる。いいな、神崎」


　最後のセンテンスは神崎に向けられたもので、神崎は不承不承頷いた。


　何枚か神崎のあられもない姿を撮ると、「もうここにいる必要はない、早く帰ろうぜ」と柴田は宣言する。


「どうする、こいつ？」


　手足をまとめて縛られ、猟師に狩り出されたクマかイノシシ状態の神崎を江森は指差す。


　柴田はちらりと眺め、肩を竦めた。


「このまま転がしておこう。口は使えるから、自分でそのうち解くだろう」
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　マンションに戻って冷たいビールで喉を潤すと、柴田はやっとほっとしてソファに身を沈めた。


　隣の江森を見上げ、「ありがとな」と礼をまた言う。


「お前が来てくれなかったら……でもごめん」


「ええっ、なんで謝るの？」


　柴田はもう一口ビールを飲むと「だって、俺が頭悪いからさ」と答える。


「すぐ騙されちゃって……薬も盛られちゃって、どうして俺ってこう頭、悪いかなー」


「頭悪いんじゃなくって、浩司さん、人がいいんだよ」


　トロい、とは言わずに江森は慰めた。


　神崎に対しての怒りはまだ収まっていない江森ではあったが、今回、何しろ責任の大半は自分にあると思っている。


（あいつの口車に乗って接待なんかしようって言わなければ、浩司さんはあんな目に会わなかったんだもの）


　営業部長という肩書きがなかったら、もう５発は殴っていただろう。


　思い起こせば最初から怪しい素振りだったのだから、


「僕のほうこそ、頭悪かったんだ……」


「違うよ、お前は頭、いいよ。人がいいのはお前のほうだって」


　真面目に柴田が返すので、江森はまた『ほんと、この人って』と思った。そうは言わずに柴田の肩を抱く。


「あいつに犯られてないよね、浩司さん」


　それが一番心配だ。柴田は安心しろと言うように首を振る。


「神崎の趣味はそういうんじゃないから。あいつ、ぶたれたりすると感じるんだからさー。俺に鞭を持たせてさ」


　柴田は背中を打ったら神崎が発射したという経緯を話して聞かせる。


「もう俺、たまげちゃったよ。顔にもろ、かかっちゃって……」


　そこまで来ると江森は「ええっ」と叫んだ。


　柴田にガンシャするなんて、なんという奴だ！　とは思ったが、


（ちょっと羨ましい……）


　あの柴田に横恋慕している俳優の朝比奈繁樹も柴田にガンシャしたっけと思い出す。


（僕だってやりたくても我慢してるのに！）


　またそれは隠して、「じゃあ、僕、犯られてないかどうか調べていい？」と囁いた。


「……うん」








　たっぷりと中に白い液を注ぎ込むと江森は満足して身体を離した。


　ベッドに並んで横たわると、柴田の身体を綺麗に拭ってやる。神崎がガンシャしたと言うことを思いだし、特に顔は綺麗にしてやった。


　終わると胸に抱き寄せてまだ名残惜しそうにバラ色の小さな突起を弄い続ける。


　柴田が眠そうにぼうっとしているのを良いことに、続けて肩や胸、腹に口づけを落とす。


「んん……」


　やっと眼を擦りながら柴田は自分の身体に気づく。


「あ……駄目だって！　こんなにつけちゃ！」


　江森はクスクス笑いながら柴田の制止を聞かず、口づける。


「浩司さん、綺麗だよ……」


　情熱的に愛し合ったので、柴田の滑らかな肌は桜色に染まっている。そこに濃い小さな斑点を無数に散らす。


「花びらが張り付いてるみたいでしょう？　桜の木の下のエッチみたいでさ、ロマンティックじゃないの」


　柴田は眼を閉じてその様を思い浮かべる。


　夜桜を二人で見るという願いは適わなかったけれど……二人が桜の下で横たわっているのだと想像してみた。


「うーん、ちょっといいかも」


　自分から仰向いて江森の唇を求める。


　口づけが終わると、「でもさあ」と柴田は言った。


「神崎の奴と知り合って良かったよな」


「ええっ、どういう意味さ、それっ」


　拉致され、あんな恥ずかしいカッコをさせられてどこが良かったのだ？


（どーいう人なんだよ、浩司さんって）


　呆れて見つめる江森に、柴田は真面目に答える。


「だってさあ、俺ってホモってすげぇ異常だと思ってだけどさ、えーと、今でもちょっと思ってる……普通じゃないって」


「浩司さん……」


　柴田が自分の性的嗜好を恥じていたのは知っている。それは長い年月に渡って柴田を苦しめていたので、江森と愛し合うようになったからといってただちに解消されるものでもない、というのも判っていた。


　だがこの場面で何を言うのかと江森は柴田の顔を覗き込む。


「それがどうしたの？」


「だからさー、俺って、たった独りの好きな人とえっちしたいだけなんて、すげー地味で普通じゃないか？　神崎はすげー普通じゃないもんね。俺、なんか安心しちゃったよ」


　得意そうに言う柴田に江森は呆れながらも心の中では思っていた。


（だよね……僕も新しい浩司さん、発見しちゃったもんな）


　考えてみれば知り合ってまだすぐの頃、柴田のことをちょっと「女王様」と感じていたこともあった。凛とした表情、医師としての有能さ、きびきびした態度に心を奪われ、江森は恭しくあとをついていったものだった……。


　先程の黒革のコスプレもちょっと興奮したっけ。


（意外とあーゆーのも燃えるかも）


　高慢なお嬢様を肉体で征服し、思うさまいやらしいことをする、なんて設定はどうかな？


「お前なんかに抱かれるものか、卑しい奴！」と怒鳴る柴田を抱いてベッドに放り出し、押さえつける……「そんなことを言っても、カラダは抱かれたがってるぜ、お嬢様」なんて言いながら嫌だと泣く柴田から服をむしり取る……。


（うわーっ、僕って結構いやらしいかも！）


　考えていると下腹に力が満ちてきたのを感じ、江森はさりげなく柴田の腰を抱き寄せた。


「あっ、お前、またかよ！　もう駄目だぞ、今日は！」


「ちょっとだけ、ね、サキッポだけ入れさせて？」


　クスクス笑いながら江森は柴田の首筋を吸う。


「……もうっ」


　抵抗を止めた柴田の中に入りながら、江森は、よからぬことをちらりと考えた。


（神崎の奴にプレイを教えて貰おうかな……）






ＥＮＤ　　







補足。江森がＪ医大第２外科の医局で、この病院の担当に交代させてもらったと嬉しそうに柴田に告げる神崎を目撃するのは、一ヵ月後のことである…………。










サクラサク










　穏やかな春の日曜日だ。


　地下鉄浅草駅はたいへんな人出で、まるで通勤ラッシュ時のようだ。地上への階段は上っていく人々で一杯だが、その足は観光の定番の浅草寺（せんそうじ）や仲見世通りではなく川の方向へと向かっていて、その中に江森と柴田の姿もあった。


　吹く風は暖かいが少しばかり強く、アスファルトの道路には小さなピンクの紙吹雪のようなものが舞っている。


「うわー、今日来れてよかったね、浩司さん！　来週だったらもう桜、散っちゃってるよ」


　混んでいることをいいことに、江森は柴田の肩を抱き寄せる。


「……だな」


　周りの人々から頭一つも高いハンサムと、小柄だが切れ長の艶のある目に整った顔立ちのカップルは、いつもなら周囲の注目を集めるのだが、今日の主役は満開の桜だ。柴田も気を許して江森の胸にしなだれかかる。


　お花見をしようと思っていた二人は、とある騒動に巻き込まれ、今日は仕切直しというところだった。


　その騒動を思い出しつつ、江森は心の中で『まあ、来られたからいいか』と考えていた。


（でないと仕事が忙しいから、浩司さん、行こうって言わなかったかも）


　楽しみにしていた夜桜見物が台無しになり、柴田は江森にすまながって自分から行こうと言いだしたのだ。


（こーやって日曜日にお花見デートなんて夢みたいだよー）


　ニコニコしながら混雑の中を人の流れのままに歩いていた。


　すぐに隅田川にかかる橋のたもとに出る。


「浩司さん、橋、渡ろうよ。あっち側のほうが空いてるし、向こう側から見たほうがいいよ」


「そうなのか」


　隅田川の両岸には吾妻橋から上流へと桜並木が続いている。台東区側は整備された公園になっていて、人の流れは確かに橋のたもとでその方向へと向かっていた。対岸は小高い堤になっている。


　二人は人の流れから別れて橋を渡り始めた。


　真ん中あたりで足を止め、上流へと視線を投げる。


「うわー、ホント、綺麗だね！」


　両岸の桜並木はまさに満開で、ピンクの霞がかかったようだ。


　川面にはたくさんの屋形船が出ている。中では宴もたけなわといったところだ。


「そーいや、こないだ屋形船に乗ったときも、ここ、通ったなあ」


「来年はきっと、船で花見をしようね？」


　ううん、と柴田は江森を見上げた。


「船に乗ってるとあんまりちゃんと桜、見られないぞ？　どっちかっつーと、酒を飲みたい奴が乗るんじゃねーのか？」


　ううむ、と江森は考えた。


「まー、確かにお花見っていうより、それを口実にお酒を飲んだりご馳走食べたりしたいだけの人、多いよねー」


　二人は対岸の墨田区のほうに再び歩き出した。


　こちらもなかなかの人出で、「言問（こととい）署」と書かれた腕章をつけた警察官が車を停めて交通整理をしている。


　墨堤（ぼくてい）通りと呼ばれる川沿いの通りは歩行者天国になっていた。


「うわー、こっち側もいいねー！」


　台東区側に負けない桜並木だ。さらにたくさんの屋台が出ている。醤油の焦げる香ばしい香りに江森は思わず唾を飲んだ。


「浩司さん、焼鳥やお好み焼き、売ってるよ！　何か食べる？」


「お前な……食う前に花を見ろよ……自分で言ったばかりじゃねーか」


　呆れ顔の柴田に江森は首を傾げる。


「は？　なにを？」


「たくもー……」


　柴田のぼやきをよそに、江森は喜々として焼き鳥屋台へと近寄った。「向島（むこうじま）町内会」と書かれたのぼりが立っている。どうも町内会の奥さん連による奉仕活動らしく、三角巾に割烹着と給食のおばさんといったなりだ。なかなかどうして、玄人はだしの素早い手つきで串を返している。江森は思わず見入ってしまった。


　ハンサムにじっと見詰められ、焼いている中年女性は張り切って手を動かす。


「どう、兄さん、食べていかない？　美味しいよ？　なにせ比内地鳥だからねえ！　たれは銚子のたまりを使った秘伝だよ！」


　いかにも下町の元気な女性で、滑舌がいい。


「奥さん、焼き鳥二本ください」


　礼儀正しくオバサンと呼ばない江森に女性は顔を綻ばせる。ちょっと離れたところでこちらをうかがっている連れも痩身の超絶美形で嬉しい。


（くーっ、眼福眼福！）


　ネギマ二本につくね二本を足して、たれが落ちないよう紙コップに入れた。


「おまけだよ、兄さん！　お連れさんと食べな！」


「やった！　ありがとう！」


　受け取りながらついでに江森は「ここらへんの名物ってありましたよね？」と尋ねてみる。


「そうだねえ、やっぱり向島と言えば言問い団子に今時分じゃ桜餅だねえ」


　丁寧に礼を言うと江森は柴田の元に駆け戻った。


「浩司さん、ほら！」


　まだ腹は空いていなかったが差し出された串を取ると、柴田は口に入れた。


「うん、美味しい！」


「でしょう？　なんたって、比内地鳥にタレは銚子のたまりだからね！」


　柴田は眼を丸くして江森を見上げる。


「お前、よく知ってんなー」


「えへへ、受け売りです」


　二人はぶらぶらと桜の植わった土手の上を歩いた。木の根元にはビニールシートが敷かれ、まだ昼だというのにかなり盛り上がっている。


　川縁はすぐ傍まで降りられるテラス風の護岸になっていて、土手の上と同じように弁当や飲み物を広げているグループで一杯だ。本格的なバーベキューをしているグループもいる。


「すごいねえ、みんな」


　やがて上流の橋が見えてくる。


「言問（こととい）橋だ」


　さっきの女性の言葉を思い出し、江森はきょろきょろと辺りを見回した。


「ねえ、浩司さん、ここらの名物を買っていこうよ。ほら、相沢センセんとこにでもさあ。薫センセ、甘いもの好きなんじゃないの？」


「……そうだな」


　女性に教えられた通り、江森は柴田を伴って土手から降りた。目指すは大きな瓦屋根の載った寺である。


「長命寺」と名の付いた寺で、その門前の和菓子屋で売られる桜餅はそのまま「長命寺」と呼ばれる江戸時代からの名物だった。


　ところが桜餅を売るその店へと行くと、かなりの人々が列を作っている。


「え、こんなに待つんですか？」


　江森は列の最後に並んだ女性に尋ねてみた。


「そんなに待たないと思うわ。列が長いのは今日は一時半から売り出すからなのよ」


　二枚目には弱い。女性は丁寧に説明をしてやった。


「そっか……」


　腕時計を見ると、もう数分で売り出しの時間だ。


「浩司さん、僕、並んでるから、浩司さんはベンチかなんかで座って待っててよ」


「いいよ、俺も並ぶ」


　江森の後ろにくっついた柴田であるが、「二人で並んでても意味ないよ。列が長くなっちゃうしさ」と言われ、納得する。


「じゃあ、あっちの公園で待ってる」


　柴田は列から離れ、ぶらぶらと歩行者天国になった墨堤通りを歩き始めた。








「いかがです、花見の屋形船は格別でしょう、天満（てんま）先生？」


　窓から外を眺めていたダークスーツの男は声のほうを振り返った。


　実を言えば柳橋の芸者衆と毎年屋形船を借り切って花見をしている。だがわざわざ言問署署長が接待してくれているのである。天満英資(えいすけ)は人当たりの良い笑みを浮かべ「そうだねえ」とうなずいた。


　屋形船は両国の船宿を出て、ゆっくりと上流に向かっている。


「桜はやっぱり日本人の心情に合うねえ……サクラサク、だねえ」


　ただ、屋形船の中は男ばかりだった。それも警察官ばかり。それだけが残念だ。そしてもちろん、酒もなかった。


「すみませんなあ、こんなもので」


　天満の残念そうな表情に気づき、言問署の大田原平助署長はジュースの瓶を取り上げてグラスに注ぎ足す。


「いや、最近は世間の目も厳しくなりましたからね」


「その通りです。しかし私が大川署にいた頃は、先生に本当にお世話になりました。先生がいらっしゃったおかげで大過なく過ごせましたよ」


　大田原署長は一昨年まで、下町は日本橋の大川署副署長だった。叩き上げから署長にまでなったのは警察組織の出世競争ではすごろくの上がりに等しい。副署長時代、大川署の警察医・天満にひとかたならぬ世話になった大田原署長は、屋形船での接待を計画したというわけだった。


「ほら、留置場で留置人同士が大げんかをした際も、先生の迅速な処置で事なきを得た……」


「まあ、過ぎたことはいいではないですか」


　オレンジジュースで乾杯をしながら、天満は船の窓から過ぎゆく桜並木に視線を投げかけた。


　遠目で見ても、集う人々はカップルか家族連れだ。


（どちらも今の僕には遠い存在だなあ……この性格がなせる技か……）


　天満英資、由緒ある病院の院長にして、遊び人、地元の名士、と肩書きには不自由しないが、「独身・目下のところ恋人なし」だけは本人にとってありがたくない肩書きなのだった。


　溜め息の代わりにジュースを飲み込む。


　船は上流を目指し、言問橋の下をくぐった。


（確か、向島芸者がこの辺りで野点（のだて）をやっているはず……）


　柳橋だけでなく、神楽坂や向島なども遊び人を自認する天満のテリトリーで、そういった情報は向こうから集まってくる。


「センセ、ぜひ来てちょうだいなあ」と言われていたっけ。


（公園でやってると言ってたな。せっかくだから顔を出してみるか……）


「署長さん、ちょっと岸に寄せてくれないかな」








　公園の中はまさに宴会場そのものだった。家族連れやカップルはむろんのこと、会社の同僚とおぼしきグループやお揃いの法被を着た町内会といった雰囲気の人々もいる。ベンチも当然占領されていて、柴田は所在なげにぶらぶらと小道を歩いた。


　風が吹くとピンク色の花びらが木から落ちるだけでなく、地面からも舞い上がる。桜吹雪の中を歩きながら柴田は記憶の海の中をたゆたっていた。


（サクラサク、かあ……）


　柴田の母が幼馴染みの男性と手に手を取って駆け落ちしたのは、柴田が小学五年生の夏休み直前のことだった。そして秘めた初恋の相手・相沢和彦が共通の友人だった橋爪薫と結婚すると告げたのも夏のこと。親戚の中で唯一、愛情を表してくれた祖母が亡くなったのも夏だった……。


　夏は柴田にとって別離を意味する季節なのだ。


　だが春は……。


（中学に入って相沢に会った……）


　そして同じ高校に進学した。熱い思いを抱きながらも決して告げることが出来ず、ただ一緒に机を並べるだけで満足しようと思った……。それだけの望みから、同じＪ医大を目指し、首尾よく合格した。


（もう六年、一緒にいられる、そう思ったっけ……）


　満開の桜の中、Ｊ医大の門をくぐった……。


　桜と春は好きな人とまた一緒にいられるという希望の象徴だったかも知れない……。


（そして今も……）


　なんだか感傷的になって、柴田はぐいと目をこすり、桜から視線を外した。その先に一段と一画で人だかりがしているのを認める。見ると、赤い毛氈の敷かれた長椅子に日傘がさしかけられ、どうも野点が行われているようだ。さらに白化粧を施し、高下駄に着物姿の芸者衆が道行く人にお茶を振る舞っている。男も女も我も我もと群がっていて、とても花見といった風情ではない。


　人混みを避けて別の方角へと足を向けると、小高い丘のようになっていて、そこにとびぬけて見事な桜の古木が植わっていた。まさに満開で、どの枝にもこんもりと花がつき、まるで花束がくくりつけられたかのようだ。


（すげーな……）


　近くによってぼーっと見上げていると、タタタと脇を五歳くらいの男の子が擦り抜ける。芥子色のスモックに斜めに肩掛けを下げ、リボンのついた帽子を被っている。


　桜の根元の空いていたベンチに辿り着くと、振り返って「ママ！　お姉ちゃん、早く！」と叫ぶ。


「ここ、空いてるよ！」


　確かになぜかその木の周辺だけはがら空きだった。


　男の子のあとから少し年上の少女と母親とおぼしき小柄な女性がやってきた。腕には柳のバスケットを下げている。


「はやく、はやく！　おなか空いちゃった！」


　柴田の見ている前で三人連れはベンチに腰を下ろした。


　女性がはっとして柴田を見上げる。急いで端っこに詰めると、子供たちにも注意を促した。


「あ、ごめんなさい、ここ、まだ座れますから、どうぞ」


「いいです」


　三人の横を通り過ぎ、ちらりと見やると、蓋を開けたバスケットの中身が見えた。手作りのおにぎりにサンドイッチが詰まっている。コンビニの弁当でないところが柴田の胸を打った。


（いいお母さんなんだな……）


　そういえば柴田の母も、家を出るまでは学校行事の時には必ず柴田に手作りの弁当を持たせてくれた……。


（俺は食べるのが遅くて……時間内に食べられなくって残して帰ると、まずかったのかと思ってすっごく悲しそうにしてたっけ）


　なんだか今日の自分は感傷的になっている、そう心の中で苦笑しつつ、柴田が歩き続けていると、後ろから「おい、どけ」とだみ声が聞こえた。


（え？）


　自分に言われたのかと振り返ると、桜の古木の陰からいかにもその筋といったスキンヘッド男が立ち上がる。「龍虎」などと描かれた品のないピンクのポロシャツに、だぶだぶのガテン系ズボン、裸足には雪駄を履き、金鎖のついたサングラスを首から提げている。


　男は母子連れのベンチへと歩み寄った。


「てめーら、ここは俺が場所とってるんだ、出ていけ。ここにロープが渡してあるだろ？」


　確かに古木を中心に、辺りの木にはぐるりと梱包用の白いビニール紐が渡され、風にたなびいている。だが場所取りにつきもののビニールシートなどは見えず、しかもロープで囲われた範囲はかなり広く、言われなければとうてい解らない。


　花見の場所取りは珍しいことではない。しかしビニールなどを敷き、常識の範囲内の面積にとどめるべきで一人占めは避けるものだ、と柴田は反感を覚える。


（そうか、それでここだけ空いていたのか）


　きっと誰かが来るたびにああやって脅していたに違いない。あまりの反社会的な態度に思わず歩みを止め、成り行きを見守った。


　小柄な母親は子供たちを背中にかばうと「すみません」と謝る。


「わかりゃーいーんだよ、さっさと行きな」


　スキンヘッドは母親に近づき、肩を押した。ついでに「お、うまそーじゃねーか」とバスケットに手を突っ込み、お握りをつかみ出す。周りの花見客はちらちらと視線を投げかけるものの、男の行動を止める者はいない。男は傍若無人な態度のままかぶりつくと「うめえ」と叫んだ。


「迷惑を掛けた詫びに置いていきな」


　母親のバスケットを奪い取る。こらえきれずに男の子が泣き始めた。


「ちょっと、君」


　我慢ができなくなって柴田は男に声をかけた。


「ずいぶんと不作法じゃないか。だいたい、ここは公共の場所で、場所取りをしてはいけないことになってるだろう」


「なにーい？」


　スキンヘッドは柴田に向かって白目を剥いた。


「すっこんでな！　誰に向かって話してると思ってんだよ！　俺を○和会のもんと知ってのことかよ、え？」


　それが有名な暴力団の名だと柴田にも解った。だが逆に「ヤクザ嫌い」の柴田には逆効果で、柴田は冷静な表情のまま、男に近寄るとバスケットに手を掛け、ぐいと引いた。


　女のように綺麗な優男がまさか逆らうなどとは思っていなかったので、スキンヘッドはやすやすとバスケットを奪われ、唖然とした。柴田は素早く母親にバスケットを手渡すと「あっちへ行きなさい」と促す。


　母子連れは強張った表情のまま、急いでその場を走り去った。


　男の手の届かぬところへ行ったのを確認すると、柴田は振り向いて男の顔を見る。


「じゃあ、失礼」


　一言言うと、柴田はまた歩き出す。こんなクズ男にもう用はないのだった。


「はあー？」


　スキンヘッドははっと我に返ると、柴田の肩に手を掛けた。


「おいっ、ざけんなよ！　てめー！」


「ふざけるなはそっちのほうだ！」


　大声が自分の後ろから聞こえたので、スキンヘッドは何事かと後ろを向いた。その瞬間、ポロシャツの胸倉を掴まれ、宙に浮く。目の前にはハンサムな顔を怒りに歪めた大男が立っていて、自分はその男の片手で軽々と持ち上げられているのだった。


「このっ、なにしやがる！」


「てゆーか、何しやがるはそっちだ！　浩司さんに乱暴しようとしたな！」


　江森は空いている手で男の両腕をまとめ、宙づりにしたまま柴田を見た。


「大丈夫、浩司さん？」


「五月！」


　男は抵抗を試みたが、完全に宙に浮いた状態で、しかも両手をまとめられているので、足で蹴ることもかなわない。振り子のように身体を揺らし、口汚く罵るが、これが逆効果で自分の体重で首が絞まり、そのうち声も出なくなった。


　金魚のように口をパクパクさせている男に、柴田は見かねて「下ろしてやれよ」と言った。


「俺、別に殴られたわけじゃねーし」


「何、言ってんだよ、僕が間に合わなかったら絶対殴られてたよ！　もう、浩司さんて、ほんと、無茶するんだから！」


　桜餅をゲットし、公園に柴田の姿を求めてやってきた江森の目に映ったのは、ちんぴらに絡まれてる柴田の姿だったというわけだった。


　スキンヘッドの息が荒くなってきたので、そろそろ潮時と江森は地面に下ろしてやった。


「くっそー、このままじゃすまさねえ！」


　地面に這いつくばった男はきょろきょろと辺りを見回すと、嬉しそうに「兄貴！」と叫ぶ。


　いやな予感に江森が男の視線を辿ると、サングラスをかけた熊のような体格の男がこちらへとやってくる。紫色のポロシャツは麻葉模様で、どう見ても常識のある人間の選ぶ品ではない。半袖から出た腕には、アンダーシャツかと見まごうような刺青が施してある。


「兄貴、こいつらが……」


　スキンヘッドは熊男に走り寄ると、「締めてくださいよ」と懇願した。


「おうよ」


　熊男はゆっくりとサングラスを外す。


「浩司さん、後ろに」


　江森は柴田を背中に隠すと、男を睨みつけた。


　その瞬間、ぽんぽんと手を叩く音が聞こえた。


「花見の会場で喧嘩はよくないなあ」


　古木の陰から今度は背の高いダークスーツの男が現れた。オールバックの髪、ピンクの縞のシャツ、ネクタイは臙脂でクロコダイルの靴を履いている。こちらもどう見ても堅気には見えず、睨み合っていた全員が緊張した。


「うっそ、別のヤクザ？」


　眼を丸くして江森が柴田に囁くと、同じ意見とみえ、熊男とスキンヘッドのカップルも、新参者へと身体の向きを変える。


「てめえ、どこの組のもんだ！」と熊男。


「すっこんでろ！」


　スキンヘッドも口を添える。


　ダークスーツの男はくすくす笑いながら近寄り、江森達とヤクザの間に立ち位置を置いた。


「組、か……うーん、そうだねえ、強いて言うなら『大田原組』かな？」


　男の口に出した名に熊男は唇を歪める。


「そんな名前、聞いたことねーぞ！　どこのシマだ！」


「それはそれは。では君たちこそ、ここのシマのものではないってことだ」


　男はゆっくりとやって来た方角を向いた。


「大田原さん、このちんぴらはあなたの名前を知らないようですよ？　ちょっとヤキを入れてやりましょうか？」


「天満先生、いやー、先生は足が速いですなあ、もう汗だくですよ」


　素っ頓狂な声をともに、小道からハンカチで禿頭を拭きながら張られた白いロープを乗り越え、警官の制服を着た小太りの中年がやってきた。さらにそのあとからも小道をぞろぞろと制服警官が続く。


　熊男はさすがに一歩後退りをした。


「野点はどこでやってるんです？」


　まるで事態を把握していない大田原署長は、ハンカチを握ったまま天満に近づいた。


　スキンヘッドと熊男は凍り付いたまま大田原署長の肩章に視線を張り付かせる。


「君たち、大田原親分の顔を知らない？　ダメだなあ、ショカツの署長の顔も知らないのでは向島でやっていけないよ？　ねえ、署長さん？」


「は？」


　署長は天満から江森達へ、そして熊男のほうへと視線を移す。当然のことながら熊男のほうが反社会的分子であると見て取った。


「なんだ、君たちは」と怖い顔になった。


　熊男とスキンヘッドはぐっと息を呑み、もう二歩、後退る。


「署長さん、この公園で花見の場所取りはいけないんだよねえ？」


　天満は風にひらひらとそよいでいる白いロープを指さした。


「なんだね、場所取りのいざこざかね？」


　署長は江森と柴田にも視線を移す。以前所属していた事件の少ない大川署で培われた「民事不介入」原則、別な言葉で言えば「事なかれ主義」魂で、署長は不機嫌な顔になった。こんなところで時間を浪費せず、早く向島芸者衆の手による野点を楽しみに行きたい。


「違います！　僕たちは因縁をつけられたんですよ！」


　江森の言い分に天満が「その通りだよ」と口を添えた。


「ほら、あそこの母子連れがね、自分を救ってくれた人たちが代わりに絡まれてるって僕に助けを求めてきたんだよ」


　天満の指す先を辿ると、さっきの母子が心配そうに木の陰からこちらをうかがっている。


　さすがにこれでは署長も重たい腰を上げざるを得なかった。


「おい、こいつらをしょっぴいて、ちょいと反省文を書かせろ」


　すると天満が「まあ、ここはいいじゃないか」と署長を止める。


「そうなると、あの母子連れにも事情を聞かなくちゃならないし、せっかくの花見が台無しになっちゃう。この乱暴者には花見の場所取りをやめさせるぐらいでいいんじゃないかな？」


　天満がそう言ってくれたので、署長はほっとした表情になった。


「まあ、それならいいだろう。さっさとロープを外しなさい」


　慌てて走り出したスキンヘッドと熊男を見送って、天満はぱちぱちと手を叩いた。


「さすが、大田原親分。大岡裁きだね」


　そこで思わず江森は「いや、桜吹雪だから金さんじゃないですか？」と口を挟んでしまった。


「おお、君、いいことを言うね、座布団一枚だ」


　天満は笑いながら柴田と江森を交互に見た。


　もともとバイだったが、最近はゲイの性志向が強くなっている天満で、オスの本能が二人の関係を鋭く嗅ぎつける。犬だったら実際に柴田の背後に回ってくんくんと匂いを嗅いだかも知れない、と天満は心の中で苦笑した。


（うーん、強いフェロモンを出しているな、この子は……）


　艶のある切れ長の眼で自分を見上げる柴田をとっくりと鑑賞した。


　天満のねっとりとした視線に、江森は胸が騒ぎ出す。慌てて柴田の腕を引き、「お世話になりました」と、署長に礼を言う。


「騒ぎにならずに済んで良かったなあ」


　ここで騒ぎになれば、野点にも行けないのだ。いや、野点はどうでもよく、向島芸者衆が目的なのだが。署長は心の底からほっとした。


　柴田は離れたところでこちらをうかがっている母子に手を振った。


「こっちのベンチで、お弁当を食べたらいいよ」


「仲良きことは美しきかな、ですなあ」


　署長はご満悦で、天満は苦笑いをしながら「それじゃあ、行こう」と柴田と江森に軽く会釈した。


「じゃあね、君たちも花見を楽しんでくれ」


「あ、あの……ありがとうございました」


　ちょっと失礼だったかな、と江森は反省し、天満に深く頭を下げる。それでも天満の視線が相変わらず柴田に注がれるので、江森はぐいと柴田の腕を引いて歩き出した。


「浩司さん、あっちへ行こう」


　手を引かれた柴田はきょとんとしながらも江森に従う。


　固唾を呑んでいた周囲の花見客も、一件落着にカラオケやら酒盛りやらに戻っていった。


　歩きながら柴田は「良かったな」と江森を見上げる。


「そうだね、あの背の高い人が来たときは、もっとことが大きくなるかと思って心配しちゃったけど……」


「じゃなくてさ、お前が来てくれてよかった。俺って、やっぱ、社会性がないよな。お前がいないとダメだ」


　自分を見詰める切れ長の眼に江森は胸が熱くなる。


（ほんと、危なかったよ……浩司さんを一人に出来ないよな）


　ヤクザのことだけじゃなく、あのテンマとか言う男だって柴田のことを物欲しそうに見てた……。


（それも桜餅を買いに行ったせいで……）


　そこまで思い出して、江森は「あーっ」と大声を出した。


「そうだ、桜餅！」


　江森は急に立ち止まり、唖然として自分の手を見た。


　もちろん片手は柴田の手をしっかりと握り、そしてもう片方の手にはなにもない。


「え？　買えなかったのか？」


　柴田が男に絡まれているのを見た途端、せっかく買った桜餅を放り出して駆けつけたのだった。


「そうだったのか、ごめんな、俺のせいで……」


　事情を聞いて、柴田は頭を下げる。


「ううん、いいんだよ、浩司さん。また今度のお楽しみに残しておこうよ。目的が全部達成されちゃったらつまらないでしょう？」


　江森はにっこりすると、頭上の桜を指さした。


「僕だってたまには『花より団子』じゃなくて『桜餅より桜』でいかなくっちゃね？」


「……だな」


　桜吹雪が二人を包み、はっと柴田は既視感に襲われる。


「だな、来年も再来年も、一緒にお花見、するんだしな？」


　江森を見上げ、勢い込んで続ける。


「ほら、クリスマスの時にも言ったじゃねーか。これから先、ずっと一緒だって」


　そう、今年の桜がとりわけ嬉しかったのはそのせいなのだ……。


　前向き発言に江森は驚いて柴田を見た。


「浩司さん、今日は明るいねー」


「うん、俺、桜が大好きだから」


　ぶらぶらと二人は歩き続け、川縁のテラスへと降りた。


　川面には相変わらずたくさんの屋形船が浮き、向こう岸の桜も咲き誇って、いかにも下町風情と言った言葉に相応しい。


「春のうららの隅田川、ってこれだねえ」


　感心した声で江森が言う。


「だな……」








　江森は今までぴったりとつけていた上体を起こし、大きく開いた柴田の足を抱え直す。腹の間で擦られていた柴田のモノがふるんと揺れて、明るい電灯の元にそそり立った。


「あ……は……っ」


　先端に与えられていた摩擦刺激を失って、柴田はもどかしげに腰を揺らす。


「さ、つき……擦って……」


「も少し、鑑賞させてよ、浩司さん。だってすっごく可愛いんだもの、浩司さんの」


　お預けを宣言され、無意識のうちに柴田は掴んでいたシーツを離し、下腹へと手を移動させる。


「ああ……」


　柴田が自分で慰めるのを江森は腰を引いたまま楽しんだ。細い指が先端を擦ると湿った音が響く。さらに内部がヒクヒクと痙攣して、江森の先端を刺激する。


（ちょっとこそばゆいけど、超気持ちイー！）


　江森は柴田の片手を外させると、付け根の果実へと導いた。


「浩司さん、ここを揉んでごらん？」


「あ……んなこと、できな……」


「できるよ、こうやるんだよ」


　大きな掌で江森は柴田の手ごと付け根を強く揉み始めた。


「い、いた……っ」


「痛くないでしょ、気持ちいいんでしょ？」


　ぎゅっと果実を掴まれると、鈍い痛みが先端へと走る。解放されると縮んだ果実がゆっくりと降り、袋が弛緩して鼠径部がむず痒くなる……。正反対の感覚が交互に訪れ、どちらの感覚がいいのかわるいのか、判別がつかなくなっていく。


　与えられる痛みはいつのまにか心地よい快感に変わり、柴田は腰を捩って声を上げ始めた。先端を慰める余裕はなくなって、両手で江森の腕を掴む。


「さ、つきっ、い、いいっ」


「ほら、好きなくせに……浩司さんって、やっぱ、Ｍだよねー」


「五月、もっと強く……」


　柴田は涙眼で江森を見上げる。


（くーっ、この眼がいいんだよね……）


　江森は「うんと強くしてあげる」と力を込めた。


「い、いっ、いた……くうっ」


　自分のモノを飲み込んでいる柔らかい部分が、急速に締まっていくのを感じ、江森は柴田の内部に深く入った。あの瞬間がもうやってくるのだ。


「くうっ、浩司さん、締まるっ」


「さ、つ……きっ」








「だいじょぶ、浩司さん？　ちょっと痛くしすぎちゃった？」


　下腹を拭ってやりながら、江森は赤くなった果実をそっと撫でた。


「……ちょっとだけまだ痛い……けど」


　困った顔で自分を見る柴田に気づき、江森は腕枕をしてやりながら「けど、なに？」と尋ねる。


「……俺って、ほんとにＭなのかなー」


「はあ？」


　だって、と柴田は困った顔のまま、江森の胸に頬をつけた。


「なんかさー、ちょっと痛いぐらいが気持ちいいんだ、俺……それってＭってことかな？　だったら、俺、神崎みたいなのかなー」


　噴き出しそうになったが、江森はぐっと堪え、柴田の髪を撫でてやる。


「うーん、でもちょっと痛いぐらい強いのって、僕も好きだよ？　浩司さんのって、痛いぐらい締まりがいいもん。浩司さんの中、大好きだけど、僕、全然Ｍじゃないし」


「そ、そっか」


　江森は絶対Ｍじゃない、と柴田は思った。


「じゃあ、俺、お前とおんなじだな？　よかったー」


　安堵している柴田を胸に抱きながら、江森は思っていた。


（浩司さんはプチＭだと思うな）








　川の上を走る首都高の高架に月がかかっている。


「無粋な世の中になったなあ……昔は柳の梢に昇ったものを……」


　暖かい夜で、天満は濱町（はまちょう）河岸（がし）を一人歩いていた。


　結局野点のあと、向島芸者衆と屋形船に乗り、飲めや歌えの宴となったのだった。


　両国橋で船を降り、ほろ酔い気分で川縁の遊歩道を歩いていると、自然と鼻歌が出る。


「はあるの、うらあらあの、すうみいだあがあわあー」


　唄いながら歩みを止め、目の前を流れる大きな川に視線を移した。


　宴のあとはなぜか寂しさが胸に湧き上がる。


　その理由は判っていた。


「やれやれ、また誰もいない家に帰るのか……」


　先ほど、公園で出会ったカップルのことが頭から離れない。


　しっかり手を握りながら天満の目の前から去っていったっけ……。


「いいなあ、あんな風に人前でいちゃいちゃしたいものだ……」


　それも相手があの「コウジさん」と呼ばれていたような美形だったら、なおさら嬉しい……。


「いや、人の持ち物を欲しくなるほど、飢えてはいないぞ」


　プライドが許さず、否定はしたものの、それでも羨ましいという気持ちは抑えられない。


　溜め息をついて天満は再び歩き出す。


「まあいい、いつか幸せな出会いが訪れるかも知れないからな」


　丸い月を見上げ、もう一度「隅田川」を口ずさんだ。




ＥＮＤ　　
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